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序 文

近年、 高度情報化社会や少子・高齢化の進行など、 私たちを取り巻く環境は大きく変化して

います。 このような中、 「地方の時代」と呼ばれるように、 地域住民の間で身近な地域の個性豊

かな風土や歴史的な文化財の保存•活用の取り組みなどへの気運が急速に高まってきています。

しかし一方では、 道路建設や大規模なほ場整備をはじめ、 都市化の波が地方にも押し寄せ、

宅地造成や住宅建築などの生活関連の各種開発事業が年を追うごとに激化する中で、 文化財は

破壊•消滅の危機にさらされることが多くなってきております。 特に、 土地との結びつきが強

い埋蔵文化財は、 常に各種の開発によって破壊されるおそれがあることから、 当教育委員会は

関係開発機関との十分な協議を重ねるなど、 貴重な埋蔵文化財を積極的に保護し、 後世に伝え

ることに努めているところであります。

本書は、 開発関係機関などの間で調整した結果、 調査に至ったもののうち、 平成12年度に当

教育委員会が国庫補助金を得て本発掘調査及び確認調査を実施した名生館遺跡他 2 遺跡と前年

度調査した 1 遺 跡の成果を収録したものであります。 この成果が県民の多くの皆様や各地の研

究者に広く活用され、 それぞれの地域の歴史の解明と文化財保護の理解に役立つことができれ

ば幸いです。

最後になりましたが、 各遺跡の保存 にご理解を示された開発機関の方々をはじめ、 調査にあ

たり多大なご協力をいただきました関係市町村教育委員会に対し、 深く感謝申し上げる次第で

す。

平成13年 3 月

宮城県教育委員会

教育長柿 崎 征 英



平成12年度発掘調査の概要

宮城県教育委員会が平成12年度に埋蔵文化財緊急調査費の国庫補助金（総事業費6,100千円、 補助率

1/2 )を得て実施した発掘調査は5ヶ所、 分布調査地域は3町である。

名生館遺跡は古川市北西部、 東大崎の台地上に立地している。 平成7年度に国指定史跡である名生館

官街遺跡の西側から南側一帯が県営ほ場整備事業計画地内に含まれたのに伴い、 平成10年度から発掘

調査を進めている。 今年度の調査は、 昨年度調査した第 II工区西側とその北側及び南側の水田・ 道路

敷にかかわる確認調査と水路敷にかかわる事前調査である。 調査の結果、 古代の竪穴住居跡1 0軒、 掘

立柱建物跡27棟、 井戸跡8基、 溝跡1 66条、 土壊389基等の他、 近世の窯跡1基が検出された。 なお、 名

生館官街遺跡に近い北東部の調査区から竪穴住居跡や掘立柱建物跡が数多く発見された。

一本柳遺跡・小沼遺跡は、 遠田郡小牛田町南東部、 鳴瀬川左岸の自然堤防上に立地している。 一 本

柳遺跡は宮城県教育委員会が平成7年度から5ヵ年にわたって、 鳴瀬川の堤防改修と中流堰建設に先

立って遺跡南側を事前調査した際に、 古代から中世にかけての大規模な集落跡・屋敷跡を確認してい

る。一 本柳遺跡北側に計画された県営ほ場整備事業に伴い、 平成11年度から発掘調査を進めているが、

今年度の調査は一 本柳遺跡東側の用水路部分・中央部の揚水機部分、 小沼遺跡西側の用水路部分の事

前調査である。
一 本柳遺跡では古代の溝跡10条、 土壊14基等、 小沼遺跡では古代・中世の井戸跡1基、

溝跡5条等が発見された。

淀遺跡は栗原郡志波姫町北西部、 一迫川によって形成された河岸段丘上の北縁部に立地している。

この遺跡は当初周知されていなかったが、 大規模な宅地造成が計画されていたため、 周辺一 帯を分布

調査したその結果、 開発区域で古代の遺物を発見した。 このため開発者・町及び県教育委員会の三者

で協議し、 遺跡の範囲及び遺構の分布状況を把握する確認調査を実施した。 調査の結果、 31 軒の竪穴

住居跡をはじめ多数の遺構が対象区域全域で検出された。 その後、 三者で再協議を行い、 工事が遺跡

に及ぼす影響を最小限にとどめるよう設計 ・ エ法 ・ 施設配臨等を検討することで合意した。

なおこの他、 昨年度3月に県営ほ場整備事業に伴って確認調査した角田市郷主内遺跡も併せて収録

した。

平成12年度国庫補助事業一 覧
No. 遺 跡名 所 在 地 調査の種類 開発事業の種類 開発担当部局
1 名生館遣跡 古川市東大崎 事前調査 県営ほ場整備事業 宮城県古川産業振興事務所
2 一本柳遺跡他 遠田郡小牛田町一 本柳 事前調査 県営ほ場整備事業 宮城県古川産業振興事務所
3 淀遺跡 栗原郡志波姫町沼崎字道崎 確認調査 宅地造成 JA 栗っこ
4 母子沢遺跡 塩竃市母子沢町 確認調査 宅地造成 個人
5 賜目館跡 玉造郡岩出山町池月字賜目 確認調査 殷地造成 個人
6 彫堂七館跡地 遠田郡小牛田町他3町 分布調査 土地改良事業 宮城県産業経済部
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例 言

1. 本書は宮城県が平成12年度の埋蔵文化財緊急調査費の国庫補助を得て、 宮城県教育庁文化財保護

課が担当して実施した発掘調宵の報告書である。

2. 各遺跡の発掘調査から調査報告書にいたる一連の作業は、 調査 原因となった開発行為に関わる機

関の依頼を受けて文化財保護課が行ったものである。

3. 各遺跡の保存協議や発掘調査にあたっては、 開発担当部局や地元教育委員会から多大な協力をい

ただいた。

4. 本書に使用した 土色の記述は、 「新版標準土色帳」（小山•竹原： 1973)を 参照した。

5. 本書に使用した各遺跡の位置図は、 建設省国土地理院発行の1/25,000もしくは1/50,000の地形図

を複製して使用した。

6. 本書の図中の座標値は、 国家座標第X系による。

7. 本書は調査員全員の協議を経て、 下記のものが執筆 ・ 編集した。

平成12年度発掘調査の 概要 阿部博志

名生館遺跡 須田良平•吉野武•稲毛英則

郷主内遺跡 岩見和泰

一本柳遺跡・小沼遺跡 引地弘行

淀遺跡 古川一明
8 . 発掘調査、 遺構 ・ 遺物の整理、 報告書の作成にあたって、 次の機関•個人からご協力、 ご教示い

ただいた。 （敬称略）

東京国立博物館・京都国立博物館 ・ 東北歴史博物館

安達訓仁•安達俊男・吾妻俊典•井口喜晴・遠藤智ー ・ 及川 規•笠原信男・小井川和夫・

阪田宗彦•佐藤正人•佐藤 優 ・ 佐藤芳彦・志間泰治•田中則和• 原田敏ー•藤沼邦彦•藤原二郎・

本田泰貴•松井敏也•水沢幸一・ 望月幹夫

9. 発掘調査で出土した遺物、 調査記録類は宮城県教育委員会が保管している。
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調 査 要 項

遺 跡 名：名生館遺跡 （みょうだていせき）（宮城県遺跡 地名表登載番号27018、 遺跡 記号PJ)

大崎窯跡（おおさきかまあと）（宮城県遺跡 地名表登載番号27206、 遺跡 記号PZ)

所在地：宮城県古川市大崎字名生館他地内

調査原因：東大崎地区県営ほ場整備事業

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

須田良平•吉野 武•稲毛英則•引地弘行

調査期間：平成12年(2000年） 4月10日,..._,7月27日、 10月2日-12月13日

調査対象面積：16,226面

調査面積：名生館遺跡 ： 10,113吋•大崎窯跡 ： 830m2 

調査協力：宮城県古川産業振興事務所 、 大崎土 地改良区、 古川市教育委員会、 宮城県農業公社
調査参加者：井上のぶ子、 遠藤有一

、 遠藤とく江、 小野克巳、 笠原きえ子、 笠原すみ子、 笠原ましゑ、

笠原みよ子、 加藤みき子、 鹿野喜久子、 鹿野しみ子、 鹿野まき子、 鹿野田雪子、

鹿野田洋子、 佐々木栄子、 佐々木敬子、 佐々木善右エ門、 佐々木はつえ、 佐々木満智子、

渋谷恵美子、 渋谷芳朗、 菅原 剛、 菅原 隆、 曽根 健、 曽根カツェ、 高橋昭利、

舘野信子、 門間友勝（五十音順）

整理参加者：木村奈保美、 佐藤悦子、 柴田とみ子、 中島敦子、 林 久子、 森 幸子



第一章 遺 跡 の 概 要

I. 遺跡の位置と地理的環境

名生館遺跡は大崎平野の北西端にあたる古川市大崎字名生館、 城内、 名生北館・小野柄堂 •上代・

小館・弥栄に所 在する。 遺跡はJR陸羽東線東大崎駅の西側に広がり 、 奈良•平安時代の陸奥国府多賀

城の北西約 40kmに位置する。

江合川と鳴瀬川の沖積作用で形成された大崎平野は東西約 13km、 南北約 17kmの広さをもつ。 四周は

主に丘陵で、 東は広淵丘陵が南北に、 南と北は各々三本木丘陵、 清滝丘陵が西から東に延びる。 西は

江合・鳴瀬川が形成した扇状地が段丘化した高位段丘面（通称：青木原台地）が発達し、 ゆるやかに

傾斜 <o. 1---0. s·) しながら北西から南東に舌状に延びて沖積面下へ没している。 高位段丘は第 四紀更

新 世に噴出した浮石凝灰岩（柳沢凝灰岩）を主体とした堆積物で構成される。 沖積地との漸移付近は

礫•砂等の河岸段丘堆積物から成り、 尾花沢一肘折テフラ層を挟むところもある。 遺跡はこうした江

合川右岸の高位段丘の南東端に立地する。 標高は36---47 m、 沖積地との比高差は3---15mある（第 4

図）。

II. 遺跡の調査概要

古代：本遺跡では古代の土器や瓦が出土している。 このうち瓦は城内地区と小館地区南東部に集中

的に分布する。 城内地区の瓦は多賀城創建以前のもの、 小館地区の瓦は多賀城創建期のものを主体と

する。 一方、 本遺跡の約 1 km南にある「伏見」の地名は「和 名類緊抄J所 載の玉造郡俯見郷とみられ

ることから、 古代の本遺跡周辺 は玉造郡に属していたとみられる。 これらのことから本遺跡は「続日

本紀j所 載の天平の五棚の 1 つ「玉造棚」 の擬定地とされ、 昭和55年から宮城県多賀城跡調査研究所

が遺跡北東部の発掘調査を行い、 その後 は昭和61年から古川市教育委員会が調査を引き継いでいる（宮

城県多賀城跡調査研究所 198 1......., 1986、 古川市教育委員会 1987,.,._,1996) 。

調査の結果、 本遺跡は7 世紀後葉,.,._, 9世紀代の官街跡で、 IV期の変遷が考えられている（鈴木1991) 。

中枢の政庁は第 II期( 7 世紀末......, 8 世紀初頭）が城内地区、 第 III期( 8 世紀前半～後 半）が小館地区南東

部、 第 IV期 ( 8 世紀後 半,.,._,9世紀） が小館地区西部にあり 、 遺跡内を移動している。 政庁自体の構造

も第 II•IV期が明らかになっている。 官街の性格は城棚ではなく、 第 II期が和銅6 年(713)建郡の丹

取郡家及び前身の評家、 第 ill•IV期が神亀5 年(728 )前後成立の玉造郡家とみられる。 また、 第 I,..._,III 

期の造営には東北南部や関東地方からの移民の関与が考えられている（進藤1990、 高 橋•村田1996 )。

中世：本遺跡は室町・戦国時代に奥州探題大崎氏の居城 「名生城」があった場所でもある。 遺跡内

には「大崎」「名生館」「城内」「小館」等の小字名や「北館」「内館」「大館」「二の構」等の地名が残っ

ている。 これまでの調査で遺跡内の各所から堀跡や溝跡、 柱列跡等が、 内館地区からは名生城期とみ

られる多景の炭化米が検出されている。 主要な建物の配謹等はまだ不明だが、 最近の調査では城内地

区南部で大型の総柱建物跡が確認されており、 少しづつ明らかになりつつある。
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第1図 名生館遺跡と周辺の遺跡
棗日］ 関東系土師器出土
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ところで、 本遺跡の範囲は城内地区を中心に東西約800m、 南北約800mと従来はされていた。 また、

政庁跡が確認された城内地区ほかは平成6 年に国指定史跡とされ、 名生館官街遺跡として登録 されて

いる。 だが、 本調査に先 立つ確認調査（天野1999)や周辺 の高幌遺跡（佐藤1996)、 上代遺跡（菅原1997)

の調査等から、 本遺跡の範囲は南と西に広がることが確認された。 よって、 古代の本遺跡周辺 は本遺

跡と伏見廃寺跡、 高幌•上代遺跡が接しており 、 相互に強く関わっていたとみられる。

III. 周辺の歴史的環境

本遺跡が官街として機能した時代、 特に 7世紀......, 8世紀前半を中心に周辺 の様子を述べる。 この時

代は律令国家によって大崎地方に建評・郡が行われ、 城棚や官街が多数造営された時代である。 ま

た、 こうした建評・郡や造営には東北南部や関東地方からの大規模な移民の関与が考えられている。

この頃の本遺跡周辺 の遺跡を城棚官衝とその関連遺跡、 窯跡、 墳墓の順にみてみる。 城棚官街とそ

の関連遺跡はすこぶる多い。 まず、 本遺跡南 1kmに伏見廃寺がある。 金堂跡とみられる乱石積み基壇

が確認され、 周辺 から本遺跡第 II 期郡庁院と同苑、 同類の瓦や多賀城跡政庁第 1 期の瓦が出土してお

り 、 名生館官街の付属寺院とみられる（佐々木1 971、 進藤1 990)。 また、 本遺跡南西 4 kmに色麻棚跡

推定地の城生棚跡と付属寺院の菜切谷廃寺跡があり 、 さらに西には賀美郡家跡の東山遺跡がある。

一 方、 本遺跡の東5 kmには城棚で最大級の宮沢遺跡 （玉造棚跡推定地） があり 、 その南東には付属

寺院とみられる三輪田遺跡が隣接する。 さらに東の小丘陵と裾部には両遺跡の造営に関わった集落と

みられる権現山遺跡がある。 権現山遺跡は三辺 に大溝と棚を巡らし、 南を東流する川に接続させた環

濠集落とみられる。 内部は掘立柱建物を主体とし、 それらが棚や溝でプロック毎に区画されている。

官街跡は本遺跡と宮沢遺跡の中間でも確認されている （杉の下•小寺遺跡）。 近年、 遺跡南東端付近

で大型の瓦葺き総柱建物を含む複数の建物跡が検出されており 、 その年代は8世紀前半代に遡る可能

性がある。 また、 杉の下遺跡の南東 1 kmにある南小林遺跡でも今年の調査で東西方向に直列する5棟 の

総柱建物跡が確認されており、 郡家クラスの官街の倉庫院の一 部と考えられている。 年代は8世紀初

頭前後 とみられる （古川市教育委員会 2001)。

窯跡では本遺跡の南10kmの所 に日の出山窯跡群、 東 2kmの所 に大吉山窯跡がある。 8世紀前半の多

賀城創建期には大崎地方の各所に窯が営まれ、 生産された瓦や須恵器は多賀城はもとより 大崎地方の

城棚官街•寺院・墳墓•一 部の集落へ供給された。 日の出山窯跡群はその最盛期の段階、 大吉山窯跡

は最後 の段階の窯跡である。

墳墓は江合川の左岸に認められる。 群集坑には日光山古瑣群や塚原古墳群がある。 横穴式石室の玄

室平面形は胴張りである。 横穴墓には川北横穴墓群や小野横穴墓群がある。 川北横穴墓群は県内でも

有数の規模をもつ。 小野横穴墓群は朽木橋・羽黒など6 支群からなり、 朽木橋支群では玄室が複室構

造となるものや、 玄室平面形の類例が関東地方に求められるものがある （古川 1 996)。 このほか新谷

地北遺跡では8世紀前半から10世紀前半以降にかけての木棺墓が多数検出されている（木皿•早川

1 992)。

ところで、 建評・郡や城棚官街の造営に移民の関与をみる背景には関東系土師器の出土がある。 大
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崎地方で 関東系土師器が出土する遺跡数のピ ー ク は 7世紀後葉......, 8世紀前半で、 名生館周辺でも本遺

跡をはじ め集落跡の上代遺跡、 墳墓の日 光山 ・ 塚 原古墳群、 川北・小 野横穴墓群、 新 谷地北遺跡、 官

衛 • 寺院跡の南小 林•宮沢 •三輪田遺跡、 それ らの造 営に 関わ る権現山 遺跡などで 出土してい る。 権

現山 遺跡で は 7世紀後葉........ 3世紀前葉 の土師器のうち 約 7割 が関東系との指摘 もある（高 橋•村田 1996)。

出土地が墳墓を除くと官街• 寺院跡やその周辺で あること、 大崎地方で のビ ー ク が建評・郡や城棚官

街の造 営期と一致 することからすると、 移民はそれ らに 深 く 関与 したと考えられ る （村 田 1995) 。

このように大 崎地方に は 7世紀後 葉......, 8世紀前半の城棚官街跡、 寺院跡、 生産遺跡などが多く 認め

られ る。 また、 それ らのなかに は関東系土師器が出土する遺跡もある。 冒 頭でふれ たように この時代

に は律令国家に よる建評・郡が行わ れ た。 それ は当 地方に お ける律令制的支配 の成立と浸透 を意味 す

る。 とすれば、 上記 のような遺跡はその実態 を知るうえで重要で ある。 そして、 城棚官街跡のなかで

も創建が早い本 遺跡は極 めて重要な遺跡といえる。

第二章 調査の経過 と 調査方法

本調査は古川市東大崎地区県営ほ 場整備事業に伴 うもので ある。 この事業に伴 う発掘調査は平成 8

年度の試 掘調査をへ て、 一昨年度から本調査に入 り 、 今年で 3 年目 となる。 調査に至 る経過 と昨年度、

一昨年度の調査成果 はすでに報告書に まとめられ てい る（天野 1999、 村田ほか 2000)。 よって、 それ

らの内容につ いてはここで は省略 する。

今年度は第II工 区と第m工 区北の調査で ある（第 2 · 3 図）。 第 II工 区に つ い ては昨年度に JR 東大

崎駅周辺 の調査を終了 してお り 、 今年はその南側と西側が調査部分となる。 調査対象は道路・水路敷

で、 水路敷は掘削 が遺構面に 及ぶ ため事前調査、 道路敷は未舗装で 掘削 も遺構面に 及ば ない ので 確認

調査に留 めた。 調査区は細長 く 、 かつ広 範囲で あるため、 昨年度まで の調査区A"-'M、 N ( l � 3) 、

0 ( 1 ) 区に引き 続き、 N ( 4 •5 )、 0 ( 2 ) 、 P�V 区に 分割 し、 さらに畦畔 などを境 に P- 1 区、

P- 2 区などのように細 分した。

ところ で、 平成 8 年度の試 掘調査の際に JR 東大崎駅の約200m 西方に 近世の窯道具 や製品 が散 乱 す

る地点 が確認され た。 道路・水路敷の調査に直 接の関わ り はない が、 付近に窯 跡（大 崎窯 跡） の存 在が

予想 され たので、 昨年度に散乱 地点 を中心に 調査区を設定 し、 窯 跡の位誼 や規模を確認するための調

査を行 った。 しかし、 調査区の制 約 もあり 、 調査は不十 分で あったとの認識 から、 範囲を広 げ て今年

度再び確認調査を行うことに した。

調査は耕作等との関係で 4 月 10 日......., 7 月27 日 （第II工区 と窯 跡部分） と、 10月 2 日�12月 13 日 （第

m工 区北） の2 度に 分けて行っ た。 検出した遺構は国家座標軸 を基準 線として 3 X 3 グ リ ッ ト を設定

し、 1/20 または1/100平 面図、 1/20断 面図を作成 した。 同時に35mm、 6 X 7 モ ノ ク ロ ・ カ ラ ー リ バーサ

ル に よる写真記録 も行っ た。 以上 の方法で 調査を進め、 12月 13 日 に今年度の調査を終了 した。 道路・

水路敷の調査対象面積は16226m2
、 発掘面積は10113m\ 窯 跡部分の発掘面積は827面であっ た。
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第三章 道路 • 水路敷の調査

I .  基本層序 （第 4 図 ）

本遺跡の層序は地点に よ っ て陪厚が異 な る も のの、 基本的に I 隠 ： 耕作土、 II 陪 ： 旧表土 （黒ボ ク

土） 、 rn.-......v1陪 ： ロ ー ム層 、 VII層 ： 岩盤に大別 さ れ る 。 以下、 各層の特徴を記す。

I 層 ： 耕作土である 。 部分的に現代の盛土 も 含 ま れる 。

II 層 ： 黒ボ ク 土 （旧表土） で あ る 。 1ll 層 と の境界に部分的に漸移層が認め ら れ る 。

m陪 ： 尾花沢一肘折テ フ ラ 層 （肘折軽石層） で、 遺跡の北西部に主に認め ら れ る 。

IV層 ： ソ フ ト ・ ロ ー ム 層 ( 10YR5/4 にぶい黄褐色） で、 場所に よ っ て し ま り のない同色砂質シル

ト ・ 粘土 ま た は 白色粘土 と な る 。

V陪 ： ソ フ ト ・ ロ ー ム 層 (10YR5/4 にぶい黄褐色） 。 旧石器時代文化層。 IV層 よ り し ま り があ る 。

VI陪 ： ハ ー ド ・ ロ ー ム層 (10YR6/4 にぶい黄褐色） 。 下位は灰白色 (10YR8/2) 粘土に な る と こ ろ

も あ る 。

VII層 ： 凝灰岩陪 (10YR6/6 明黄褐色） 。

今回の調査対象であ る 第II工区、 第mエ区北では III層 は認め ら れず、 r · 11 · 1v........ v11層の層序 と な

る 。 た だ し 、 本工区内では昭和の初め頃から度々 大規模な開田が行なわれてお り 、 その際にIV層付近

ま で破壊さ れた と こ ろが多い。 こ のた め II 屈の分布範囲は厳密に は不明である 。

遺構の検出面は基本的に TV層である 。 IV層は上記の よ う に ソ フ ト ・ ロ ーム 層 で、 検出面は場所に よ っ

て は し ま り の な い同色砂質 シル ト ・ 粘土 ま た は 白色粘土 と な っ て い る 。 IV陪検出時の標高 を比較して

み る と （ 第 4 図地点①～⑩) 、 遺跡北西端の地点①か ら緩やかに南東に向かっ て傾斜し 、 JR 陸羽東線

付近の地点⑨か ら地点⑩に向かっ て 没 し て い る 。 こ れ を み る と IV層 も 削平は受け て い る が、 そ の あ り

方はおおむね遺跡が立地す る 高位段丘面の地形を反映 し て い る と い え る 。 な お、 以下の記述で地 山 と

記 し た場合に はIV層以下のロ ー ム を さ す。

椋窃一

36 -

32 -

28 -

24 -
I
O

 

I 
500m 

37.0mー ビ
36 5 一

VJ 

1000n、 1500m
※ ①～⑩の位既は第2 図に記した。

※ ⑨ ・ ⑩は上代遺跡 （菅原 1997) の屑序を模式化 したものである。

※ ＊ 印は':g城県古川 市 (1986) か ら推定。

第 4 図 基本層序

36.0- VII ， 
I 
I 

昨年度調査区 （⑦｝
基本陪序校式図
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II. 発見 さ れ た遺構 と 遺物

道路・水路敷で発見 し た遺構は塀跡 2 、 掘立柱建物跡27、 竪穴住居跡10、 井戸跡 8 、 溝跡166、 土塙

389な どである 。 開田時の削平のた め全体に残存状況 は よ く な い。 遺物は土師器、 須恵器を中心に縄文 ・

弥生土器、 鉄製品、 土製品、 石製品が出土 し て お り 、 総母は整理用平箱で28箱 あ る。

迫描は調査区全体に認め ら れ る 。 その分布 は Q- 1 区、 V - 4 区か ら 東側で浪密で、 特に官術に近い

北側の U · V 区では掘立柱建物跡や竪穴住居跡な どが多数検 出 さ れた。 東側では遺物 も奈良時代を中

心 と した土師器や須恵器が多 く 出土 し て い る 。 一方、 西側は全体的に遺構が希薄であ る 。 溝跡や土塙

は比較的検 出 さ れた が、 掘立柱建物跡や井戸跡は少な く 、 竪穴住居跡 も 検 出 さ れな か っ た。 追物 も縄

文 • 弥生土器、 土師器、 須恵器が極少泣出土 し た の み で あ る。 ただ、 R • S • T 区には落し穴 と み ら れ

る 土堀 も あ る 。

以下、 調査区順に記述 す る が、 調査区の幅に制限があ り 、 遺構の全容がわかる も のが少ないため 、

調査区 ご と の特徴 と主要な遺構について記述する 。 他の遺構の属性は第 1 表 (78,..._,84頁） に 示 し た。

1 .  N 区 （第 5 図）

第II.I区南東部の調査区である。 昨年調査の 1 ,..._ 3 区に続き 、 今年は 4 • 5 区を調査 し た。 4 区は

3 区西側の東西調査区、 5 区は4区西端か ら南の L 字状の調査区で、 5 区南端の東西部分以外は確認調

査である 。 遺構は井戸跡 3 、 溝跡20、 土堀44を確認した。 その密度は東側が濃密、 西側ほ ど希薄で、

5 区南西部では遺構は確認 さ れな か っ た。

(1) 井戸跡 （第 5 図）

4 区西側で 1 基 (SE551) 、 5 区南北部分の中央部で 2 基 (SE588 · 589) 確認 し た。 こ れ ら は掘下

げ て い な い た め、 構造や深さ は不明である 。 SE551 は SD637 よ り 古い。 平面形は隅丸方形で、 規模は

東西がl . lm 以上、 南北がl .Sm である 。 検出面の堆積土は灰白色火山灰 を プ ロ ッ ク 状に含む黒褐色シ

ル ト であ る 。 SE588 · 589 の平面形は楕円形で、 規模は長軸 l . 2,.....,l.5m、 短軸1 . 1,.....,1 . Zm で あ る 。 検

出面の堆積土は黒褐色 シ ル ト であ る。 遺物は出土 し て い な い。

(2) 溝跡 （第 5 · 6 図）

20条確認 し た。 5 区南西部を除 く 調査区全体に分布する。 4 区東側の SD372 · 374 · 398 (373) は、

昨年調査の 3 区から の延長である 。 溝跡は東西方向 ま た は南北方向の も のが多いが、 北西から南東へ

延びる も の (SD555•643) や湾曲す る も の (SD587) も あ る 。規模は①上幅1.5m を越え る の も の (SD372·

555 • 633 • 636 · 638) 、 ②上幅0 .5,....,l.5m の も の (SD398 · 590 · 591 · 634 · 635 · 637 · 640 · 643) 、 ③

上幅0.5m 未満の も の (SD374 · 552 · 553 · 554 · 639 · 642) 、 ④不明 (SD587) が あ り 、 中 ・ 小規模な

溝が主体である 。 断面形は一部 を 掘 り 下げた も の に つ い て は U 字形や皿状が多いが、 箱形や逆台形の

も の も あ る 。 堆積土は SD398 · 633 · 634 · 639 · 643 が黒褐色砂質シ ル ト や粘土の人為的な埋土で、 そ

の他は黒褐色シル ト 主体の自然堆租であ る 。 追物は、 後述する 溝跡以外か ら は 出土 し て い な い。
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【$0372 • 374 • 398(373)溝跡】

いずれ も 昨年 3 区で検出した 中世の東西溝跡で、 延長を4区東側で確認 し た。 SD372 は調査区東端か

ら西に 12m の地点で南に折れ、 そ の ま ま 調査区外に延びる 。 17.0m 分を検出 し た 。 3 区か ら の総長は

65 . 8m で あ る 。 SD374 · 398 · 642 · 643、 SK558 · 559 · 560 · 641 よ り 新 し い。 SD374 は調査区東端か

ら 西 に 17m の地点で途切れる 。 3 区 か ら の総長は61 .2m で あ る 。 SD372 · 398 · 552 よ り 古 く 、 SK560

よ り 新 し い。 SD398(373) は調査区東端か ら 西 に 1 1 . 5m の地点で SD372 に切られる 。 SD372 の西側で

は確認 さ れ な か っ た 。 こ の 地点で途切れる か、 SD372 と 同様に南に折れ る も の と 思われる 。 3 区 か ら

の総長は43 . 7m で あ る 。 SD372 よ り 古 く 、 SD374 · 642 • 643、 SK641 よ り 新 し い。

こ れ ら の溝跡の規模や断面形、 堆和土の特徴は昨年 と同様で あ る 。 遺物は SD372 の堆積土から土師

器坪、 須恵器坪 ・ 甕、 瓦、 SD398 の堆稜土から 土師器甕、 須恵器坪 ・ 甕が少凪出土 し て い る 。

【$0633 溝跡】

5 区東西部分の東側で確認 し た東西溝跡で3.3m 分を検出 し た。 SD636 よ り 古い。 上幅は2 . 0m、 下

幅は 1 . 6m、 深 さ は50cmあ る 。 底面は平坦で、 断面形は箱形である 。 方向は E-8
°
-N で あ る 。 堆積土

は地山プロ ッ ク を含む黒褐色砂質 シ ル ト で、 2 層に地山プロ ッ ク が多い。 人為的な埋土である 。

遺物は埋土 か ら 須恵器甕が極少砿出 土 し て い る 。

【$0634 溝跡】

5 区東西部分の東側で確認 し た 東西溝跡で4.6m 分を検出 し た。 SD636、 SK593 · 594 · 1157 よ り 古

い。 上幅は0.8m、 下幅は0 . 5m、 深 さ は50cmあ る 。 底面は ほ ぽ平坦で、 断面形は逆台形である 。 方向は

E-8
°
-N で あ る 。 堆積土は 8 層 に 分 け ら れ る 。 地山プロ ッ ク を含む黒色や黒褐色の粘土 • 砂な ど で、

人為的な埋土であ る 。 遺物は出土 し て い な い。

【S0635 溝跡】

5 区東西部分の東側で確認 し た 南北溝跡で2 .6m 分を検出 し た。 SD636 よ り 新 し い。上幅は1 . 1,....,1.5

m、 下幅は0 . 7,....,1 . lm、 深 さ は40cmあ る 。 断面形は逆台形である 。 方向は N - 10
°
-E で あ る 。 堆積土

は 自然堆積で 5 層 に 分 け ら れ る 。 3 · 5 層 は地山小プロ ッ ク を含む黒褐色粘土で崩落土で あ る 。 2 • 

4 層 は に ぶい黄褐色粘土で 4 層は砂を互層に含む。 1 層は黒褐色 シ ル ト 質粘土である 。 遺物は出土し

て い な い。

【S0636 溝跡】

5 区東西部分の東側で確認 した東西溝跡である 。 南側の肩は検出 さ れて い な い。長 さ 8 . 7m 分を検出

した 。 SD635 よ り 古 く 、 SD633 · 634、 SK593 · 594 · 1157 よ り 新 し い。 上幅は3 . 7m 以上、 下幅は2 . 4

m、 深 さ は30cmあ る 。 断面形は皿状 と 思われる 。 方向は E-8゜ ー N で あ る 。 堆積土は 3 層に分け ら れ る 。

3 層 は地山プロ ッ ク を含む黒褐色粘土で、 人為的な埋土 で あ る 。 2 層 は 黒褐色粘土、 1 層は黒褐色シ

ル ト 質粘土であ る 。

遺物は堆積土か ら 非 ロ ク ロ調整の土師器甕と 須恵器甕が極少鎚出土 し て い る 。

【S0637 溝跡】

4 区の西側で確認 し た 南北溝跡で あ る 。 P- 2 区検出の SD632 と は一連の溝 と み ら れ る 。 4 区で6 .2

I I  
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池 種 別 出土遺構 ・ 1il位 特 徴 口径 底径 器邸 残存穿 写真図版
1 須恵器 ・ 坪 SD637 · 堆積土 外面： 回転糸切り→手持ちケズリ 底部に蜃轡 「口」 (l4.4) (8.2) 4. 1 2/5 8-1、 10·6
2 須恵器 ・ 坪 S0638 · 堆棺土 外面： ヘラ切りー手持ちケズリ 底部に焼成前のX状の刻笞 (13.4) (7 .2) 4. 1 1/2 8- 2、 10- 7
3 須恵器 ・ 杯 SD638 · 堆積土 外面 ： ヘラ切り �·ナヂ 庭部に墨苔 「厨D」 と焼成前の一状の刻魯 6.5 一部 10- 8 
4 須恵器 ・ 坪 SD638 · 堆積土 外面：ヘラ切り 両面にl11ね焼き痕 (14 6) (6.5) 4.8 1/3 
5 須恵器 ・ 憤瓶 SK64 1 ・ 検出面 外面： 格子タクキーカ キ 目 内i!ii : 無文当て具痕ーナデ ・ ヨ コ ナ デ 11 .6 (22.1) 112 I 8-4 

第 6 図 N -4 • 5 区溝跡、 土壕断面図及び出土遺物
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m 分、 P- 2 区で9 . 5m 分を検出 し て お り 、 総長は70m 以上 と思われる。 SE551、 SD638 よ り 新 し い。

上幅は0 . 7.......,1 . 0m、 下幅は0.6m、 深 さ は50cmある 。 断面形 は U 字形である。 方向は N -6° -E である 。

堆栢土は3層に分け ら れ る 。 3 陪が灰色粘土、 2 層が暗灰色粘土、 1 層が砂粒や炭化物を少し含む黒褐

色 シ ル ト で、 すべて 自然堆積である 。

遺物は堆栢土 か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 ・ 甕、 須恵器坪 ・ 甕、 瓦が少磁出土 し て い る 。 第 6 図 l

は回転糸切 り の のち手持ちヘラ ケズ リ 調整 さ れた須恵器坪であ る 。 底部に判読で き ないが墨書が認め

ら れ る 。

【SD638溝跡】

4 区の西側で確認した南北溝跡で6.4m 分を検出 し た。 堆積土は南側がオ ー バ フ ロ ー気味に広がっ

て お り 、 溝の末端部 と 思われる。 SD637 よ り 古 く 、 SD639 よ り 新 し い。 上幅は2_3......_7 .Om、 下幅は2.0

m、 深 さ は25cmある 。 断面形は皿状である 。 方向は N - r- w であ る 。 堆稜土は3層に分け ら れ る。 3

層が褐灰色 シル ト 質粘土、 2 層が黒褐色砂質シル ト 、 1 層が黒褐色 シ ル ト ですべて 自 然堆積であ る 。

遺物は堆稜土か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 • 高坪 ・ 甕、 須恵器坪 • 高台坪 • 甕が出土 し て い る 。 第

6 図 2 ......_ 4 は ヘ ラ 切 り の須恵器坪で、 切 り 離 し後に 2 は手持ち ヘラ ケ ズ リ 調整、 3 · 4 は ナ デ調整が

施 さ れ て い る 。 ま た 、 2 の底部に は X 状の刻書 （焼成前） 、 3 の底部には 「厨口」 の墨書が認め ら れ る 。

(3) 土壌 （第 5 · 6 図）

43基確認 し た 。 4 区に多 く 、 特に中央部に集中する。平面形は全体に形が整わ ないが、①長軸0 .8-----1. 5 

m の楕円形の も の (SK563 · 645 · 647 な ど ） 、 ②長 さ 2 . 0-----4.0m、 幅 I . Om 前後の溝状の も の (SK568

• 648 な ど入③長 さ 3.0m 以上、 幅2 .0m以上と 大型で不整形の も の (SK566 · 641 · 644 · 646 な ど）

があ り 、 ① と ③が主体 を し め る 。一部を掘 り 下げた も のの 断面形は皿状(SK644)や一方の壁がオ ーバー

ハ ン グする袋状 (SK645 · 648) で、 底面は凸凹 し て い る。 深さ は 15-----35cmであ る。 堆積土 は いずれも

2 層 は砂や地山プロ ッ ク を多 く 含む黄灰 • オ リ ー プ黒色シル ト 、 1 層が砂粒 を含む黒褐色シル ト で、

人為的に埋め戻 さ れ て い る 。 掘 り 下げなかっ た も の も検出面の堆積土は、 上記の黒褐色 シル ト ま た は

黄灰 • オ リ ープ黒色 シ ル ト であ り 、 一様である 。

逍物は SK641 の検出面か ら 土師器の破片 と 須恵器の横瓶 （第 6 図 5 ) が出土 し て い る 。

2 .  0 区 （第 7 図）

第II工区南東部の調査区である。 昨年調査 し た 0 区 (0- 1 区 と す る ） に 続 き 、 今年は 2 区を調査

した 。 2 区は 1 区の南側の南北調査区である 。 調査区南側 に は 東 か ら 沢が入 っ て い る 。 こ の沢 は こ れ

ま で中世の名生城の掘跡 と み て き た が、 地形や隣接す る N · P 区で延長が確認 さ れ な い こ と な どか ら

沢 と 思われる。 造構は調査区北側で、 溝跡10、 土塙37を確認した。

(1) 溝跡 （第 7 • 8 囮）

10条確認 し た 。 調査区北側全体に分布する 。 お お む ね東西溝 と 南北溝 と に分 け ら れる が、 そ の方向

13 
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第 8 図 0-2 区溝跡、 土壌断面図

は真北や真東に対 し て 大 き く ふれる も のが多い。 規模は①上幅 1 . 5m を越え る も の (SD604) 、 ②上幅

0.5�1.5m の も の (SD601A · B · 602 · 606 · 618) 、 ③上幅0 .5m 未満の も の (SD603 · 607 · 61 0 · 617)

があ り 、 中 ・ 小規模な溝が主体である 。 ま た、 ① • ②は調査区北端近く 、 ③はその南に多い。 断面形

は U 字形、 堆積土は黒褐色砂質シル ト の も のが主体を し め る 。 後述する 溝跡以外で遺物は SD607 の堆

積土か ら 非 ロ ク ロ調整の土師器甕が極少麓出土 し て い る 。

【SD601A • 8 溝跡】

北端近 く で確認 した溝跡で5.0m 分を検出 し た。 2 時期 (B → A) あ る。 SK595 · 596 · 597 · 605 よ り

新 し い。 A は上幅0 . 6�1 . lm、 下幅は0.2�0.4m で、 深 さ は25cm あ る。 断面形は U 字形で、 方向 は E-

31°-N であ る 。 堆積土は人為的な埋土の上陪 ( 1 • 2 層） と 自然堆梢の下層 ( 3 · 4 層） に大別 さ れ

る 。 下層は砂を少 し含む黒褐 • 暗褐色粘土である 。 上層は地山 プロ ッ ク を多 く 含む極暗褐色砂質 シル

ト や褐灰色の粘土質 シ ル ト であ る。

B は北側が A に 壊 さ れ て い る 。 残存する上幅 は 0 . 7m である 。 下幅は0.5m、 深 さ は20cmであ る 。 断

面形は U 字形 と み ら れ る 。 方向は E-32°-N であ る。 堆栢土は黒褐色の砂質シル ト であ る 。

遺物は、 A の上層か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器甕、 須恵器坪 ・ 甕が少凪出土 し て い る 。

【SD604溝跡】

北端近く で確認 した溝跡で4 . 4m 分を検出 し た。 SD606 · 607 よ り 新 し い。 上幅は2.3m、 下幅は0.7

m で、 深 さ は75cmであ る 。 断面形 は U 字形で、 方向は E-32°ー N であ る 。 堆積土は人為的な埋土の上

陪 ( 1 • 2 層） と 自然堆積の下層 ( 3 �10層） に大別 さ れ る。 下層 は黒色や黒褐色の砂 ・ 粘土を主体

と す る 。 上層は地山プロ ッ ク を含む黒褐色粘土質 シル ト であ る 。

逍物は下層でロ ク ロ 調整の土師器坪、 須恵器坪 • 高台坪 ・ 蓋 ・ 甕が、 上層では ロ ク ロ調整の土師器

坪、 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 ・ 甕のほか、 須恵器坪 • 甕、 砥石が出土 し て い る。

(2) 土凛 （第 7 · 8 固）

37基確認 し た。 調査区北側の南部か ら 沢に か け て集中する 。 平面形はやや不整な楕円形が多い。 規

模は①長軸2 .0---....1.om の も の (SK608 · 609 · 616 な ど） と 、 ②長軸 1 . 0m 以下の も の (SK1015 · 1016

な ど） が あ り 、 ①は少な く 、 ②が主体を し め る。 断面形は一様に皿状で、 底面がやや凸凹 し た も の も

あ る。 深 さ は20cmほ どが多い。 堆稜土は地山プロ ッ ク を含む黒褐色粘土 ・ 極暗褐色粘土質シル ト の も

のが主体である 。 造物は出土 し て いな い。

【SK608土墳】

調査区北側の南部で確認 し た。 SK609 · 793 よ り 新 し い。 平面形は楕円形である。 規模は長軸が1 . 1

15 
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m、 短軸が0.9m で、 深 さ は20cmであ る 。 断面形は皿状で、 堆積土は地山プロ ッ ク を 多 く 含む極暗褐色

粘土質シ ル ト で、 人為的な埋土であ る 。 遺物は出土 し て い な い。

【SK609 土凛】

調査区北側の南部で確認 した 。 SK608 よ り 古 く 、 SK793 · 794 よ り 新 し い。 平面形はやや不整な楕

円形である 。 規模は長軸が1 .9m、 短軸が1 . 4m で、 深 さ は25cmである 。 断面形は皿状で、 堆積土は地

山 プ ロ ッ ク を多 く 含む黒褐色粘土で、 人為的な埋土であ る。 遺物は出土 し て い な い。

3 .  p 区 （第 7 • 9 固）

第 II工区南東部の調査区である 。 0- 2 区南端か ら N - 5 区東西部分東端に 至 る 調査区で、 水路で 2

区に細分 さ れ る 。 遺構は塀跡 l 、 掘立柱建物跡 4 、 井戸跡 2 、 溝跡 7 、 土壊 5 を 確認 し た。 全体に1区

西側から 2 区東側にかけて遺構が集中 し て お り 、 その他の部分では ま ば ら で あ る 。

(1) 塀跡 （第 9 · 10回）

【SA630塀跡】

2 区東側の西 よ り で確認 した南北 l 間以上の一本柱列 に よ る塀跡である 。 柱穴は 2 ヵ 所で検出 し て

お り 、 と も に柱材を確認 し て い る 。 塀跡の規模は2 . 3m以上で、 方向 は N- 3° - E であ る 。 柱材は径12

cmの丸太を 2 つ に割 っ た も の で、 丸い ほ う の面を縦方向 に 削 っ て整形 し て い る 。 柱穴は楕円形で、 長

軸が30cm前後、 短軸が20cm前後で あ り 、 深 さ は深 い も ので25cm あ る 。 埋土は地山小プロ ッ ク を含む黒

色 シ ル ト であ る 。 遺物は出土 し て い な い。

(2) 掘立柱建物跡 （第 9 ・ 10図）

4 棟確認 し た 。 SB631 以外は 2 区東側の SA630 塀跡の東に集中する 。 調査区の制限から全容がわか

る も の は 少 な いが、 いずれ も 柱穴が小 さ く 、 小規模な建物が多 い と 思われる 。 建物の方向 は①真北の

も の (SB625 · 631) 、 ②北に対し13° 東 に ふれ る も の (SB627) 、 ③19° 西にふれる も の (SB629) が

あ る 。

【S8625 建物跡】

2 区東側で確認 した 桁行 4 間、 梁行 2 間の南北棟である 。 SK622 よ り 古い。 柱穴は 7 ヵ 所で検出し

て お り 、 6 ヵ 所で径15cm前後の柱痕跡、 1 ヵ 所で柱抜取穴を 確認 し た。 平面規模は桁行が東側柱列で

総長7.0m、 柱間寸法は南か ら 1 .4m、 1 . 8m、 2 . 3m、 (l .6)m、 梁行は北妻で総長4.2m、 柱間寸法は西

か ら 2 . l m、 (2 . l) m であ る 。 方向 は東側柱列で真北であ る 。 柱穴は隅丸長方形で、 長辺が50cm前後、

短辺が45cm前後であ り 、 深 さ は深 い も ので52cm あ る 。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を含む黒色 ま た は黒褐色の

砂質 シ ル ト であ る 。

遺物は柱穴埋土か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器甕が極少砿出土 し て い る 。

【S8627A ・ B 建物跡】

2 区東側で確認 した東西 2 間以上、 南北 l 間以上の建物跡で、 2 時期 (B→A) あ る 。 SD621 よ り 古
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第10図 P 区塀 ・ 建物跡柱穴断面図

い。 A の柱穴は 4 ヵ 所で検出 し て お り 、 すべてで径15cm前後の柱痕跡を確認 し た 。 平面規模は東西が

南側柱列で総長4.4m以上、 柱間寸法は西か ら 2 . 2m 等間、 南北は西側柱列で総長 1 . 8m 以上であ る 。 方

向は南側柱列で E- 13· - s で あ る 。 柱穴は隅丸長方形で、 長辺が25cm前後、 短軸が20cm前後であ り 、

深 さ は深い も ので15cmあ る 。 埋土は地山プロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色 の シ ル ト であ る 。

B の柱穴は 4 ヵ 所で検出 し て お り 、 3 ヵ 所で径15cm前後の柱痕跡を確認 し て い る 。 平面規模は東西

が南側柱列で総長4 .5m以上、 柱間寸法は西か ら 2 .3m、 2 . 2m、 南北は西側柱列で総長 1 . 9m 以上であ

る 。 方向は南側柱列で E - 13• ー S であ る 。 柱穴は隅丸長方形で、 長辺が30cm前後、 短軸が25cm前後で

あ り 、 深さ は深い も ので20cm あ る 。 埋土は地山ブロ ッ ク を多 く 含む黒褐色の シル ト であ る 。

逍物は A の柱穴埋土 か ら非 ロ ク ロ調整の土師器甕、 B の柱穴埋土 か ら 土師器の破片が極少屎出土し

て い る 。

(3) 井戸跡 （第 7 · 1 1図）

l 区で 2 基確認 し た (SE612·613) 。 と も に平面形が円形の素掘 り の井戸跡であ る 。 SE612 は SD611

よ り 新 し い。 規模は SE612 が径I.Om、 SE613 が径0.8m で、 深 さ は SE612 が70cm、 SE613 が60cmであ

る 。 と も に断面形は箱形で、 堆積土は人為的な埋土の上陪 (SE612 の 1 層、 SE613 の 1 • 2 陪） と 自

然堆租の下層 (SE612 の 2 · 3 層 、 SE613 の 3 · 4 層） に大別 さ れ る 。 下陪は黒色や褐灰色の砂質シ

ル ト であ る 。 上層は地山プロ ッ ク を多凪に含む黒色粘土質 ジル ト であ る 。

遺物は SE612 の上屈か ら ロ ク ロ 調整の土師器甕、 SE613 の上層 か ら 土師器の破片が極少凪出土して

い る 。

(4) 溝跡 （第 7 · 9 · 1 1図）

7 条確認した 。 こ の う ち 2 区西側の南北溝 SD632 は、 N - 4 区検出の SD637 と 一連の溝 と み ら れ

る 。 その他の溝跡は 1 区西側か ら 2 区東側にかけて集中する 。 SD1018以外は東西溝で あ る 。 規模は①

上幅2.6m の も の (SD611) 、 ②上幅0 .5'"'-'1.0m の も の (SD619 · 620 · 62 1 · 632) 、 ③上幅o .sm未満の

も の (SD1019) が あ り 、 SD1018 は不明である 。 後述する溝跡以外の断面形は U 字形で、 堆積土は黒

色シル ト の 自然堆積である 。 ま た 、 遺物は出 土 し て い な い。

【SD6 1 1 溝跡】

l 区西側で確認 し た溝跡で9 . 7m 分 を検出 し た 。 SE612 よ り 古い。 上幅は2 . 6m、 下幅はl .4'"'-'2.2m

18 
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No. 種 別 出土遺構 · 陪位 持 徴 口径 底径 器高 残存市 写真図版
I 須恵器 ・ 坪 SD61 1 ・ 下層 外面： ヘラ切り→ナデ 全体に火ダスキ 1 3.0 8.2 3.9 3/5 8·3 
2 須恵器 ・ 杯 SD611 · 上層 外面 ： ヘラ切りーナデ 12.6 7.5 3.6 3/4 8- 7 
3 須恵器 ・ 坪 SD611 ・ 上陪 外面： ヘラ切り→ナデ 底部に墨脅 「口1 (13.2) 8.3 3.5 1/2 8- 8、 10- 9
4 須恵器 • 高盤 $061 1 • 上層 外面 ： ロ ク ロナデ一回転ケズ リ 内面 ： ロ ク ロナデーエ具ナデ 20.3 5/6 8·5 · 6 
5 土師器 ・ 坪 $0619 · 2 階 布段丸底 外面 ： ヨ コ ナデ→ヘラ ケ ズ リ 内而 ： ヘラ ミ ガキ→黒色処理 (14.l) 1/4 8- 9 
6 丸瓦 S以11 • 上層 桶巻さ作り 凸面：ケズリ ・ ナデ 凹 面 ： 布 目 → ケ ズ リ （ 一 部 ） 側面：ケズリ 一部 10·24 

第11図 P 区井戸 ・ 溝跡、 土墳断面図及び出土遺物

で、 深 さ は50cmであ る 。 断面形は逆台形で、 方向 は E- 2°
ー S であ る 。 堆積土は上層 ( 1 ,..._, 3 層） と 下

層 ( 4 ,..._, 6 層） に 大 別 さ れ る 。 下層は壁の崩落 と み ら れ る 地山土 と 黒色砂質シル ト の互層である 。 上
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層 は 1 陪が灰白色火山灰の1次堆積層 、 2 · 3 層 は黒色や黒褐色粘土質 シ ル ト で、 自然堆積である 。

遺物は上・下層 と も に 出土 し て い る 。 下層では非 ロ ク ロ調整の土師器甕、 須恵器甕が出土 し て い る 。

須恵器坪に はヘラ切 り 後ナデ調整の も のがある （第11図 1 ) 。 上層では非 ロ ク ロ 調整の土師器坪•高坪・

甕 ・ 甑、 須恵器坪 • 高台坪 • 高盤 ( 4 ) ・ 蓋 • 甕 ・ 壷、 瓦 ( 6 ) が出土 し て い る 。 須恵器坪 に はヘラ切

り 後ナデ調整の も のがあ る ( 2 · 3 ) 。 ま た 、 3 の底部には判読でき な いが、 墨書が認め ら れ る 。 な お 、

上層の遺物は3層 か ら の出土砿が多 く 、 函化 し た も の の な か で も 2 • 4 は 3 層出土である 。

【SD619 溝跡】

2 区東 側で確認 し た 溝跡で3.6m 分 を 検 出 し た 。 SD620 よ り 古 い。 上幅 は 0 . 6........,0 . 8m 、 下 幅 は

0 . 3........,0.4m で、 深 さ は45cmであ る 。 断面形は U 字形で、 方向は E-20° - N であ る 。 堆稜土は 2 層が黒

色砂質 シ ル ト の 自然堆積で、 1 層 は地山プロ ッ ク を 主体 と す る 淡黄色 シ ル ト で人為的な埋土である 。

遺物は 2 層か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 ・ 甕が極少最出土 し て い る 。 土師器坪 に は 口 縁部が内湾気

味に立ち上がる有段丸底の坪があ る （第11図 5 ) 。

【S0620 溝跡】

2 区東側で確認 し た 溝跡で4 . 0m 分 を検出 し た 。 SD619 · 1018 よ り 新 し い。 上幅は0.5........,0.Sm、 下

幅は0.3m で、 深さ は40cmであ る 。 断面形は U 字形で、 方向は E-18° - N であ る 。 堆積土 は 2 層が黒

色砂質 シ ル ト 、 1 層が黒色 シル ト で、 自然堆積である 。

遺物は堆積土か ら 非 ロ ク ロ調整の土師器坪が極少属出土 し て い る 。

(5) 土壊 （第 7 · 9 · 11図）

5 基確認した 。 1 区東側の SK614 以外は 2 区東側に集中する 。 平面形はすべて楕円形で あ る 。 規模

は SK614 が長軸4 . l m 以上、 SK622 が長軸1 .8m 以上 と 比較的大型だが、 そ の他は長軸0.9m 以下 と 小

規模であ る 。 断面形はすべて皿状である 。 深 さ は SK614 が49cm あ る以外は12----30cm と浅い。 堆積土は

いずれ も 自然堆積である 。 砂の混 じ る 黒色 シ ル ト が主体で、 底面付近に黄灰色粘土質 シ ル ト (SK622)

や灰黄色砂 (SK623) が堆積す る も の も あ る 。

遺物は SK622 で土師器甕、 須恵器坪、 SK624 で土師器甕、 SK626 で土師器坪・甕が各々堆租土から

極少量出土 し て い る 。 土師器坪 は ロ ク ロ調整であ る が、 土師器甕はすべて 非 ロ ク ロ調整の も ので あ る 。

4 .  Q 区 （第12 • 15 • 17固）

第 II工区中央部の調査区である 。 昨年調査 し た M 区西端 か ら 第II工区を北東から南西に横断する舗

装道路ま での約400m の調査区と 、 西端付近に あ る 住宅 の 東 と 北 を巡る調査区 と か ら な る 。 農道や水路

で東から9区に細分 さ れ る 。 遺構は塀跡 l 、 溝跡44、 土壊42を確認 し た。 こ の う ち 7 割は 1区に集中す

る。 ま た 、 1 区の な かで も 中央部付近 に あ る SD661 南北溝跡よ り 東側で遺構が濃密で あ る 。 一方、 2

区 か ら 西側 では遺構の分布が希薄である 。 ま た 、 4 区東側 と 住宅の東 と 北 を巡る 6 · 7 区では遺構は

確認さ れな か っ た。
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1 区 （第12図）

(1) 塀跡 （第12図）

【SA1020 塀跡】

調査区中央部で確認 した柱列 に よ る 南北塀跡で、 5.3m分を検出 し た。 残存状況が悪いた め確認でき

な か っ た が、 本来は柱を密に並べた も の と 思われる 。 柱穴は 9 ヵ 所で検出 し て お り 、 8 ヵ 所で径12cm

前後の円形の柱痕跡を確認 し て い る 。 柱穴は楕円形や隅丸長方形で、 長軸が30cm前後、 短軸が25cm前

後であ り 、 深 さ は深い も の で13cmある 。 埋土は地山小ブロ ッ ク を含む黒 • 黒褐色 シ ル ト であ る 。 柱列

の方向は N -3° -W で あ る 。 遺物は出土 し て いな い。

(2) 溝跡 （第12-1個）

26条確認 した 。 調査区全体に分布する 。 大 き く 東西溝 と南北溝に 分 け ら れ る が、 な か に は弧状に巡

る 溝 (SD671) も あ る 。 ま た 、 調査区東側に東西溝が多い。 規模は①上福1 .5m を越え る も の (SD649

· 654 • 655 • 661) 、 ②上幅0 .5-l . 5m の も の (SD482 · 651 · 652 · 663 · 671 · 672 · 678-680

· 688 · 1025 · 1027 • 1028) 、 ③上幅0 .5m 未満の も の (SD653 · 677 · 681 · 1021-1024 · 1026 

· 1029) があ り 、 ②が13条、 ③が 9 条 と 中 ・ 小規模な溝が主体で あ る 。 後述する 溝跡以外の断面形は

U字形や皿状、 堆積土は黒 • 黒褐色 シ ル ト の も のが主体であ る 。 ま た 、 遺物は SD651 · 671 で土師器

甕、 須恵器坪 ・ 甕、 SD653 · 672 で須恵器甕、 SD655 · 677 で土師器 ・ 須恵器甕、 SD663 で土師器甕、

須恵器高台坪 • 高盤、 SD678 · 680 • 681 で土師器甕、 SD679 で須恵器高台坪がいずれも堆稜土から

極少凪出土 し て い る 。 土師器に ロ ク ロ調整の も の は み ら れな い。

【SD649溝跡】

調査区東端で確認 した南北溝跡で6.2m 分 を検出 し た 。 SD482 よ り 新 し い。 上幅は l . 4-l . 8m、 下幅

は0 .3.......,0 . 4m で、 深 さ は90cm で あ る 。 断面形 は中段がつ く U 字形で、 方向は N - 19° -E であ る 。 堆積

土 は 自 然堆積の上層 ( 1 層） と 人為的な埋土の下層 ( 2 · 3 層） に 大別 さ れる 。 下層 は地山プロ ッ ク

を 多 く 含む黒色粘土で、 地山プロ ッ ク は3層に よ り 多 い。 上層は黒色粘土である 。

遺物は上層か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪、 須恵器坪 ・ 甕が少屈出土 し て い る 。

【SD652 溝跡】

調査区東側で確認 し た東西溝跡で12.2m 分を検出 し た 。 SK650·687·1030 よ り 古 く 、 SD655、 SK1032

よ り 新 し い。 上幅は l . 1-1.4m、 下幅は0.5.......,0.9m で、 深 さ は30cmであ る 。 断面形は皿状で、 方向は

E - 1° - S で あ る 。 堆積土は黒色粘土質 シ ル ト で、 自然堆積である 。

遺物は堆積土か ら 非 ロ ク ロ調整の土師器坪 ・ 甕、 須恵器甕、 瓦 （第14図11) が少菰出土 し て い る 。

【SD654溝跡】

調査区東側で確認 し た東西溝跡で、 12.2m 分を検出 し た 。 西側では南にやや屈曲する 。 SK664•666

よ り 古 く 、 SK656 よ り 新 し い。 上幅は1 .5.......,2 . 0m、 下幅は0.6......., 1 . 4m で、 深 さ は25cm で あ る 。 断面形

は皿状で、 方向は E-3° - S で あ る 。 堆積土 は 3 層に分け ら れ る 。 3 陪が黒褐色砂質 シ ル ト 、 2 陪が暗



灰黄砂、 1 層が黒色 シル ト で、 すべて 自 然堆積である 。

遺物は堆積土か ら 非 ロ ク ロ調整の土師器坪、 須恵器甕が極少砿出土 し て い る 。

【S0661 溝跡】

調査区中央部で確認 し た 南北溝跡で5.3m 分を検出 し た。 U - 3 区で北の延長が確認 さ れて お り 、 全

体では長さ175m以上に及ぶ も の と み ら れる 。 SD859 (U- 3 区） · 860 (U- 3 区） 、 SK667 · 668 よ り

古 く 、 SK662 よ り 新 し い。 以下、 本調査区での所見を中心に述べる 。

上幅は1.9m、 下幅は 1 . 6'"'-'1 .  7m で、 深 さ は35cmであ る 。 断面形は逆台形で、 方向は真北である 。 堆

積土は上層 ( 1 ・ 2 層） と 下層 ( 3 層） に 大別 さ れる 。 下層は壁の崩落 と み ら れ る 褐灰色粘土 で あ る 。

上層 は 2 層が黒褐色砂質 シ ル ト 、 1 層が黒色 シ ル ト で、 自然堆籾である 。

遺物は上 ・ 下層 と も に 出土 し て い る 。 下層では非 ロ ク ロ 調整の土師器甕、 須恵器坪が極少飛出土し

て い る 。 須恵器坪に は回転ヘラ ケ ズ リ 調整 の も の （第14固 3 ) と 、 静止糸切り 後手持ち ヘ ラ ケ ズ リ 調

整の も のが あ る 。 上層では非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 • 高坪 • 甕 ・ 甑 ( 4 ) 、 須恵器坪 ・ 甕 ・ 壷が出土 し

て い る 。 土師器坪に は関東系 の も の ( 2 ) がある 。 須恵器坪 に は ヘ ラ 切 り 後ナデ調整の も の ( 5 ) が

あ り 、 底部には焼成前に施された X状の刻害が認め ら れ る 。 須恵器壷に は体部が扁平な球形で肩部に

櫛歯状の列点がある も の ( 7 ) と 、 体部が算盤玉状で肩部に沈線が施 さ れた広口壷 ( 8 ) がある 。 な

ぉ 、 U- 3 区で遣物は出土 し な か っ た 。

(3) 土墳 （第12,.._,l個）

33基確認 し た。 調査区東側に多 く 分布 す る 。 平面形は円形や楕円形が主体で、 他 に は 隅丸長方形の

も の な どが あ る 。 規模は①長軸 （辺） が2.0m を越 え る も の ( 8 基） 、 ②長軸 （辺） 1 . 0-2 .om の も の

(13基） 、 ③長軸 （辺） I . Om 未満の も の (12基） があ り 、 全体的にやや大 き め な も のが多い。 後述す

る も の以外の も のの断面形は皿状や逆台形が主体であ る 。 堆栢土は黒 • 黒褐色 シル ト 主体の自然堆積

E 37.Sm--; 
wl
 37.9m—→ SL
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E
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37.Sm凶 SK綴

くSK665〉

s ← w 38.4m— | E」

くSK664·666〉
I : SK邸4 2 - 4  : SK臨

くSK670〉
0 I 2m 
I.,.,,·"一 l"' I , I Iー ・ ・・・=..J—

第13図 Q - 1 区溝跡、 土墳断面図
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1 , , , , I (11のみ）
10cm ニ

ぬ 檀 別 出土遺構 ・附位 特 徴 口径 庭径 器高 残存率 写真図版
1 土師器 ・ 坪 SD661 · J: 層 無段丸底 外面：ハケメーヨコナデー ヘラケズリ 内面：ハケメーヨコナデ (13.6) ( 4.6) 1/4 
2 土師器 ・ 杯 S0661 · 上層 関東系土師器 外面 ： ナデ-·ヨ コ ナ デ 内面 ： マメ ツ （中央部ヘラ ミガキ） 02.6) ( 3.8) 1/4 8-10 
3 須恵器 ・ り S因61 ・ 下層 外面 ： 切り 纏 し不明→回転ケズリ (14.0) ( 9.4) 3 4 1/2 8-11 
4 土師器 · 噸 SD661 •  上層 外面· ョコナデ→ハケメ→ヘラケズリ 内面 ： マメ ツ (20.6) 1/5 
5 須恵器 • 坪 S0661 • 上層 外 面 ： ヘラ切りーナデ 底部に焼成前のX状の刻書 IU 7.3 4 .3 ほぽ完形 8-12、 10-10
6 須恵器 ・ 坪 S0661 · 上暦 外面 ： 切 り 霞 し不明一手持ち ケズ

リ (16.8) ( 11 .0) 4 2 1/3 
7 須恵器 • 豆 SD66l •  上層 �::lに�和ロ

成ク前ロの.,.mゲー●fボ上 ち ケズ リ “部1こ螂幽状の列点文 4/5 8- 13 
8 須恵器 • 壺 S0661 · 上層 外面 ． ヘラ切りーナデ n部に沈級 6.6 2/3 8- 14 
9 土師器 • 堕 SK650 · 1-3 胴 ぷi::i ;． ヘ＂ コラ ナ

.,. デデ・・ 9
＂ヽ

ケコ メ.,.-デへ体"螂
-,..

に;<外ツ
伽ーlかヘら9が

●孔ガ柔葦箪 8.0 ほぼ完形 8-17 
10 土師器 • 甕 SK650 · I /ff 外 面 ： ハ ケ メ ーヨ コ ナ デ 内面 ： ヨ コ ナデ ・ ナデ 底部に両側から穿孔 (13.2) ( 5.2) 1 1 .5 4/5 8- 16 
11 平瓦 S0652 · 堆積土 桶巻き作り 凸面 ： 平行タ タ キ 凹面：布目 一 部 10·25 

第14図 Q - 1 区溝跡、 土墳出土遺物
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の も の と 、 地山ブロ ッ ク を含む黒•黒褐色 シ ル ト 主体の人為的な埋土の も のが あ る 。 遺物は SK657 で

曲物の底板、 SK658 · 676 で土師器甕、 SK668 · 675 で土師器甕、 須恵器坪が各々 堆積土から極少量出

土 し て い る 。 土師器甕は非 ロ ク ロ 調整 の も のが主体だが、 SK676 の も の に は ロ ク ロ調整の も の も 含 ま

れ る 。

【SK650 土墳】

調査区東側で確認 し た。 SD652 よ り 新 し い。 平面形は径1 . 6m の円形である 。 深 さ は56cmあ る 。 断面

形は 、 底面近く で壁が崩れてオーバーハ ン グ し て い る が、 本来は逆台形 と 思われる 。 堆積土は地山プ

ロ ッ ク を含む黒色粘土質 シ ル ト で、 地山プロ ッ ク は2層に よ り 多 い。 人為的な埋土である 。

遺物は埋土から 、 非 ロ ク ロ 調整の土師器甕 （第14図 9 · 10) が極少品出土 し て い る 。 9 は球胴形、

10は小型の甕で、 と も に 口縁部 と胴部と の境に段のつ く も の である 。 ま た 、 9 は胴部、 10は底部に孔

が穿たれて い る 。

【SK660 土墳】

調査区東側で確認 し た。 SK659 · 665 よ り 新 し い。 平面形は楕円形である 。 規模は長軸が2 . 5m、 短

軸が2 . 3m で、 深 さ は56cmである 。 断面形は逆台形である 。 堆積土は 自然堆積の上層 ( 1 ・ 2 層） と 人

為的な埋土の下層 ( 3 ---.... 7 層） に大別さ れる 。 下層は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒 • 黒褐色砂質 シ ル ト

や暗灰黄粘土な どで あ る 。 上層 は2層が暗灰黄粘土 と砂の互層 、 1 層がオ リ ー プ黒色粘土質 シ ル ト であ

る。 遺物は出土 し て い な い。

【SK664 土填】

調査区東側で確認 し た 。 SD666 よ り 新 し い。 平面形は楕円形である 。 規模は長軸が1 . 5m、 短軸が1 .0

m で、 深 さ は42cmで あ る 。 断面形は逆台形である 。 堆積土は炭粒を 少 し含む黒色粘土質 シ ル ト で、 自

然堆積である 。

遺物は堆稜土か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器甕が極少量出土 し て い る 。

【SK665 土填】

調査区東側で確認 し た 。 SK660 よ り 古 く 、 SD654、 SK666 よ り 新 し い。 平面形は隅丸長方形である 。

規模は長辺が2 .0m、 短辺が0 . 9m で、 深 さ は20cmである 。 断面形は逆台形である 。 堆稜土は 2 層が黄

灰色、 1 層が黒色の シ ル ト で、 と も に地 山 プロ ッ ク を多 く 含む人為的な埋土である 。

遺物は埋土か ら 非 ロ ク ロ調整の土師器甕が極少麗出土 し て い る 。

【SK666 土墳】

調査区東側で確認 し た 。 SK664 · 665 よ り 古 く 、 SD654 よ り 新 し い。 平面形は楕円形である 。 規模

は長軸が3.0m、 短軸が2 . lm で、 深 さ は56cmである 。 断面形は逆台形である 。 堆積土は 3 層 に 分 け ら

れる 。 3 層が褐灰色、 2 層が黒色、 1 陪 は黒褐色の シ ル ト で、 いずれ も 地山プロ ッ ク や砂を多 く 含む

人為的な埋土である 。

遺物は静止糸切 り 後回転ヘラ ケ ズ リ 調整の須恵器坪が出 土 し た の み で あ る 。

【SK667 土墳】

調査区東側で確認 し た 。 SD661、 SK668 · 674 よ り 新 し い。 平面形は溝状で、 長 さ 3 .5m 分を検出 し
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た 。 上幅は2 . lm、 下幅は1 . 9m で、 深 さ は52cmで あ る 。 断面形は逆台形である 。 堆積土は自然堆積の

上層 ( 1 · 2 層） と 人為的な埋土の下層 ( 3 層 ） に大別 さ れる 。 下層は地山プロ ッ ク を含む灰黄褐色

砂質シル ト であ る 。 上層 は2層が褐灰色粘土、 1 層が黒色 シ ル ト であ る 。

遺物は上層 か ら 土師器坪 • 甕、 須恵器坪 ・ 甕が少凪出土 し て い る 。 土師器甕 に は ロ ク ロ調整の も の

がある 。

【SK670 土墳】

調査区西側で確認 し た 。 SD671 ·681 ・ 1028 よ り 新 し い。 平面形は隅丸長方形であ る 。 規模は長辺が

3 .6m 以上、 短辺が3.0m で、 深 さ は28cmで あ る 。 断面形は皿状である 。 堆積土は 3 層 に 分 け ら れ る 。

いずれも黒色で 2 · 3 層が粘土質 シ ル ト 、 1 層が砂質 シ ル ト であ り 、 自然堆積であ る 。 3 層 に は地山

プロ ッ ク が含 ま れ る 。

遺物は堆積土から 土師器坪 • 甕、 須恵器坪 ・ 甕が少量出土 し て い る 。 土師器坪に は ロ ク ロ調整の も

のがある 。

【SK674 土墳】

調査区東側で確認 し た。 SK667 · 673 よ り 古 い。 平面形は楕円形で あ る 。 規模は長軸が1 . 7m、 短軸

が1 . 3m で、 深 さ は65cmで あ る 。 断面形は逆台形である 。 堆積土は 自然堆栢の上層 ( 1 陪） と人為的な

埋土の下層 ( 2 • 3 層） に大別 さ れ る 。 下層は 3 層が浅黄色、 2 層がにぶい黄色の粘土で、 と も に地

山 プ ロ ッ ク を主体 と す る 。 上層は黒色 シ ル ト であ る 。 遺物は出土 し て い な い。

2 "J 4 区 （第15図）

(1) 溝跡 （第15 · 16図）

1 1条確認 し た 。 4 区東側以外の調査区全体に分布する 。 南北溝が多 いが、 東西溝 (SD691 ·692) 、 南

北 溝 と 東西溝が T 字状に連結す る 溝 (SD689) 、 弧状に巡る溝 (SD1046) も あ る 。 ま た 、 南北溝の う ち

SD682.....,684 • 960 は 、 窯跡調査区や V - 4 区で北の延長を確認 し て い る 。 規模は①上幅1 . 5m を越え

る も の (SD682.....,684 • 690 · 692 · 960) 、 ②上幅1 . 0m 未満の も の (SD685 · 689 · 691 · 1045 ·

1046) と が あ る 。 断面形は①は逆台形、 ②は U 字形が多い。 堆積土は 、 ①は SD960 を 除 き 黒 • 黒褐色

の粘土や粘土質シ ル ト 、 砂質シル ト の も のが主体であ る 。 ま た 、 SD682.....,684 · 692 の堆積土中に は灰

白色火山灰の一次堆積層が認め ら れ る 。 ②は黒 • 黒褐色の シ ル ト や砂質シル ト の も のが主体で あ る 。

遺物は少な く 、 SD683 の堆積土から 須恵器甕が1片出土 し た の み で あ る 。 な お 、 SD682 · 684 · 960 に

つ いて は こ こ では本調査区での断面固を載せ る のみ と し 、 V - 4区で詳述す る 。

【SD683 溝跡】

2 区で確認 し た南北溝跡で4 . 0m 分を検出 し た 。 窯跡調査区 と V - 4 区で北の延長が確認 さ れて お

り 、 全体では長さ 230m 以上に及ぶ も の と み ら れる 。 SK650 · 687 • 975 ( V  - 4 区） ・ 1030 よ り 古 く 、

SD655、 SK1032 よ り 新 しい。 以下、 本調査区での所見を中心に述べる 。

上幅は2 . 9.....,3 . lm、 下幅は2 .3.....,2.6m で、 深 さ は88cmで あ る 。 断面形は逆台形で、 方向は N - 15°一
E で あ る 。 堆積土は 6 層 に 分 け ら れ る 。 こ の う ち 4 層は灰白色火山灰の一次堆和層で、 他は黒色や黒褐
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第16図 Q-2-4 区溝跡、 土墳断面図

色の粘土 ・ 粘土質シル ト を主体 と した 自然堆積層である 。

遺物は本調査区の堆積土から 須恵器甕が 1 片出 土 し た の みで あ る 。

【SD692 溝跡】

39.8m迅 I E 

39.9m-E j 凶

匡
I亭 �l. 3m —

E i 凶

くS0690〉

0 1 2m 
卜←I I I I 1--r-, → 

4 区西端で確認 し た東西溝跡で5 . 8m 分を検出 し た。 上幅は2.9-----3.2m、 下幅は 1 . 8-----2 . 2m で、 深 さ

は82cmである 。 断面形は逆台形で、 方 向 は E-28° - N であ る 。 堆栢土は 7 層 に 分 け ら れ る 。 こ の う ち

4 層は灰白色火山灰の一次堆積層で、 他は黒 • 黒褐色の粘土や粘土質 シ ル ト 、 黒色砂質 シ ル ト を主体

と し た 自然堆積層である 。 遺物は出土 し て い な い。

(3) 土墳 （第15 • 16固）

5 基確認 し た。 3 区中央部だけに分布する 。 平面形は楕円形や円形である 。 規模は①長軸2 .o"'1 .  o 
m の も の (SK686 · 1044 · 1047) と 、 ②長軸I .Om 以下の も の (SK1048 · 1049) が あ る 。 断面形は皿

状や逆台形である 。 堆積土は黒色や黒褐色の シ ル ト を主体 と し 、 底面付近では砂を含む も の も あ る

(SK686) 。 遺物は出土 し て い な い。

5 •  8 •  9 区 （第17屈）

(1) 溝跡 （第17 • 18園）

8 条確認 し た。 調査区全体に分布し 、 西側に隣接する R · S 区 も 含 め て複数の調査区 に わ た る も の

が多 く み ら れる 。 東西溝が主体であ る が、 南北溝 も あ る 。 東西 • 南北溝と も に真東 ・ 北に対して方向

が大き く ふれる も のが多い。 ま た 、 湾曲 し た り 蛇行す る と み ら れる も の も あ る 。 規模は①上幅1 .5m を

越 え る も の (SD694A · B · 798) 、 ②上幅0 .5,......,1 . Sm の も の (SD695,.....,698) 、 ③上幅0 . 5m 未満の も

の (SD1050 · 1052) が あ る 。 断面形は U 字形が主体であ る 。 堆積土は SD694B と SD696 の1層が地

山 プロ ッ ク を多 く 含む黒 • 黒褐色のシル ト で人為的な埋土である以外は 、 黒色や黒褐色、 灰褐色 シ ル
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ト な どの自然堆積である 。 遺物は 、 後述する溝跡のほ か に は SD695 の堆積土から 須恵器甕が極少麓出

土 し て い る 。

【SD694A • B 溝跡】

5 · 8 · 9 区で確認 し た 東西溝跡であ る 。 西側に隣接する R - 1 区 、 s - 1 区で延長が確認さ れ て お

り 、 全体では長さ 180m 以上に及ぶ溝跡 と み られる 。 2 時期 (B → A) あ る 。 SD798· 1056 ( R - 1 区）

よ り 古 く 、 SK731 · 732 ( と も に s- 1 区） よ り 新 し い。 A は上幅1 . 3,...._,2.0m、 下幅0.7,..,.,0.8m で、 深

さ は48cm あ る 。 断面形は U 字形で、 方向は E- 19,..__,35·-s で あ る 。 堆積土は 2 層が黒褐色、 1 層が黒

色 の シ ル ト で、 と も に 自然堆積である 。

B は北側が A に壊 さ れて い る 。 残存す る上幅はl. l"'l . 7m、 下幅は0.4,...._, l . Om で、 深 さ は72cmであ

る 。 断面形 と 方向 は A と 同 じである 。 堆積土 は 2 層が黒褐色、 1 層が黒色の シ ル ト で、• と も に地山ブ

ロ ッ ク を多 く 含む人為的な埋土である 。

遺物は 、 A の堆稜土から須恵器甕が極少凪出土 し て い る 。 ま た 、 遺構確認時に s- 1 区で縄文土器（第

26図 1 ) が出土 し て い る 。

【SD696溝跡】

8 •  9 区で確認 した溝跡である 。 西側に隣接する R - 1 区、 S- 1 区で延長が確認さ れて お り 、 全体

では長 さ 70m以上に及ぶ も の と み ら れる 。 8 · 9 区 で は ほ ぼ南東か ら北西に向か っ て延 びて お り 、 R-

1 区で方向 を さ ら に 西 向 き に 転 じ る 。 SD697 よ り 新 し い。 上幅は0.4,...._,l.3m、 下幅はo.z,..,.,o . 7m で、

深 さ は38cmであ る 。 断面形は U 字形で、 方向は 、 N-31゜,...._,50·- w で あ る 。 堆積土 は 2 層が黒色 シ ル

ト の 自然堆積、 1 層 は地山土の粒 を 多 く 含む黒褐色 シ ル ト で、 人為的な埋土である 。 遺物は出土 し て

い な い。

【SD697 溝跡】

8 · 9 区で確認 し た 南北溝跡で あ る 。 西側に隣接す る R- 1 区で延長が確認 さ れて お り 、 全体では

長 さ 32m以上に及ぶ も の と み ら れる 。 SD696 よ り 古い。 上幅は0.8m、 下幅は0 . 2m で、 深 さ は16cmで

あ る 。 断面形はU字形で、 方向は N-31° - W で あ る 。 堆積土 は 2 層が灰褐色砂質 シル ト 、 1 層が黒褐

色 シ ル ト で、 と も に 自然堆積である 。 遺物は出土 し て い な い。

【SD698溝跡】

8 · 9 区で確認 し た 東西溝跡である 。 西側に隣接す る R - 1 区、 S- 1 区で延長が確認 さ れ て お り 、
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第19図 SK699 土壇

口径 底径 器高 残存亭 写真図版
10.6 3.9 完形 8-15 

6.8 6.5 8.4 完形 9·1 

全体では長 さ45m 以上に及ぶ ものとみら れ る。 SK6 99· 7 35,...,_,7 37(S- 1 区） より 新 しい。 上幅 は

0. 5,...,_, 1. 0m、 下幅 は0.2,...,_, 0. 5m で、 深 さは28cm であ る。 断 面形はU 字形で、 方向 はE- 3o· - s であ る。

堆積土は灰褐 色 シル ト で、 自 然堆積であ る。 遺物は出土していない。

(2) 土墳 （ 第 17- 1 9固 ）

4 基確認 した。 まば ら に分布する。 平面形は楕円 形や隅丸長 方形などで、 規模 はいずれ も長軸 （ 辺 ）

1. 0m 前後、 短軸 （ 辺 ）0. 5m 前後 であ る。 断 面形は箱 形や逆 台形、 皿状などで統一 性 はない。 堆積土

は、 SK6 99 が地山土を多く含む黒•暗褐 色シル ト で人為的な埋土であ るほかは、 黒色シル ト の自 然堆

積であ る。 遣 物は後述 する土壊以外 では出土していない。

【SK693 土墳】

5区で確認 した。 平 面形は隅丸長方形であ る。 規模 は長 辺 が1. 2m、 短 辺 が0. 4m で、 深 さは62cm で

あ る。 断 面形は逆 台形であ る。 堆租土は黒色粘土質 シル ト で、 自 然堆積であ る。 遣 物は出土していな

い。

【SK699 土墳】

9 区で確認 した。 SD6 98 より 古い。 平面形は楕円 形であ る。 規模 は長軸 が0. 9m、 短軸 が0. 5m で、

深 さは22cmであ る。断 面形は箱 形であ る。 堆積土 は2陪 が汚れ た地山土や主 体とする暗褐 色砂質 シ ル ト 、

1 層が地山土の粒 を多く 含む砂質 シル ト で、 ともに人為的な埋土であ る。 遺物は底 面から土師器坪 と

須恵器壷 の完 形品 が出土している（ 第 1 9固 1 · 2 ) 。 土 師器坪 は底 面に伏せ ら れ た状態、 須恵器壷 はそ

の脇 に正位 に置 かれ た状態 で検出され た。 土師器坪 は非ロクロ 調 整 で、 外 面に段をもたない ものであ

る。 この土壊は形状や規模、 堆積土の状況、 遺物の出土状況から みて墓墳 と 考えら れ る。

5 .  R •  S ・ T 区 （ 第2 0-22函 ）

第 II工区西部の調査区であ る。 南 東から 北西に延び る調査区のう ち 南 側をS 区、 北側をR 区、 R・

S 区の接点 から 北をT 区とした。 各調査区は農道や水路でR- 1 - 6 区、 s- 1 - 3 区、 T- 1・2 区

に細 分され る。 遺構は掘立柱建物跡4 、 井戸 跡2 、 溝跡15、 土壊8 0を確認 した。 こ れ ら は調査区に広

く 分布するが、 比較的南 側のS 区に濃密 であ る。 北側のR•T 区では希薄 であ り 、 T- 2 区にいたっ
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て は ま っ た ＜ 遺構が確認 さ れ な か っ た 。

な お、 T - 1 区中央部の遺構検出時に石器 （ フ レ ー ク ） が出 土 し た 。 そ こ で出土地点 を中心に 3 m 四

方の範囲を 、 VI層 （ハ ー ド ロ ー ム 層 ） 途中 ま で掘 り 下げたが、 他に逍物は出土 し な か っ た。

(1) 掘立柱建物跡 （第20図 ）

4 棟確認 した 。 R- 3 区の SB1059 以外は R- 4 区で検出した 。 いずれ も 柱穴が小さ い こ と か ら 小規

模な建物 と 思われる 。 調査区の制限か ら建物の全容は必ず し も 明 ら かで は な いが、 SB746 · 747 は桁

行 3 間、 梁行 2 間の東西棟、 SB745 は東西 2 間以上、 南北 1 間以上、 SB1059 は東西 2 � 3 間、 南北 l

間以上の建物 と み ら れ る 。

検出 し た柱穴ではすべてで径10�2ocmの 円形の柱痕跡を確認した。 平面規模は SB746 · 747 でみる

と 、 SB746 の桁行が北側柱列で総長8.7m、 柱間寸法が西 か ら2 . 8m、 3 . lm、 (2.8)m で、 梁行は東妻で

総長5.2m、 柱間寸法は2 . 6m 等間で あ る 。SB747 は桁行が北側柱列で総長9 . 0m、 柱間寸法が西から 3 . 1

m、 3.0m、 (2 .9)m で、 梁行は東妻で総長5 . 2m、 柱間寸法は2 . 5m 等間であ る 。 全体に柱間寸法はやや

広 め で あ る 。 方向は いずれも 北側柱列で SB745�747 が E-8�12·-s、 SB1059 が E-33°-S で あ る 。

柱穴は隅丸長方形や楕円形である 。 SB1059 の柱穴がやや大 き く 長辺 （軸） が40cm前後であ り 、 深 さ は

深 い も ので42cmあ る 。 ほかは長辺 （軸） が25cm前後 と 小 さ く 、 深 さ も 深い も ので34cmで あ る 。 どの柱

穴 も 埋土は地山ブロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト であ る 。 遺物は出土 し て い な い。

(2) 井戸跡 （第21 • 23函）

2 基確認した 。

【SE764 井戸跡】

s- 2 区で検出 し た 円形の素掘 り の井戸跡で あ る 。 規模は径1 . 4m で、 深 さ は168cmで あ る 。 断面形は

ロ ー ト 状であ る 。 堆積土は 3 層に分け ら れ る 。 3 層は暗褐色砂質 シ ル ト 、 2 層 は 黄褐色砂質 シ ル ト 、

l 層 は黒色シル ト で、 いずれ も地山ブロ ッ ク を多 く 含む人為的な埋土である 。 遺物は出土 し て い な い。

【SE775 井戸跡】

s- 3 区で検出 した素掘り の井戸跡であ る 。 平面形は円形 と み ら れる 。！規模は径2 . 5m 以上で、 深さ

は140cmで あ る 。 断面形は逆台形である 。 堆積土は 自然堆積の上層 ( 1 層） と 人為的な埋土の下層 ( 2

,..._, 4 層） に大別さ れる 。 下層は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒色シル ト で、 2 · 4 層は特に プロ ッ ク が多

い。 上層は黒色 シ ル ト であ る 。 逍物は出土 し て い な い。

(3) 溝跡 （第20 • 22 · 23図）

15条確認 し た 。 こ の う ち R- l ·S- 1 区の東側に隣接する Q - 5 · 8 · 9 区 で も 確認 し た SD694A・

B、 SD696-698 に つ い て は そ こ で記述 し たの で、 以下で は そ れ ら 以外の も の に つ い て 述べ る 。

SD694A · B、 SD696-698 以外の溝跡は11条確認 し た 。 全体に ま ば ら に分布 し て い る 。 南北溝が多

く 、 ま た 方向が大 き く 東にふれる も のが多い。 規模は①上幅1 .5m を越え る も の (SD702 · 729 · 785) 、
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第21図 S-2 • 3 区平面図

②上幅0 . 5� 1 . 5m の も の (SD701 · 703 · 730 • 784 · 1054�1056) 、 ③上幅0 .5m 未満の も の (SD1060)

が あ る 。 断面形は逆台形や U字形が主体で、 規模が大 き い ほ ど逆台形の も のが多い。 後述する 溝跡以

外では 、 堆積土は黒色や黒褐色 シ ル ト の も のが主体である 。 ま た 、 遺物は出土 し て い な い。

【SD702 溝跡】

R- 3 区で5.5m 分、 s- 1 区で3.4m 分 を確認し た南北溝跡である 。 全体では長さ 45m 以上に及ぶも
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第22図 T - 1 区平面図

の と み ら れ る 。 SK728 よ り 新 し い。 上幅は 2 . 2-...,3.lm、 下幅は 1 . 5---..2 .0m で、 深 さ は95cmであ る 。 断

面形は逆台形で、 方向は 、 N-30°- E で あ る 。 堆和土 は 3 層に分け ら れ る 。 3 層が にぶい黄褐色の砂、

1 •  2 層 は炭粒や地山土粒を含む黒褐色 シ ル ト で、 自然堆積で あ る 。 遺物は出土 し て い な い。

【$0703 溝跡】

R- 6 区で6.8m 分、 S- 1 区で6.lm 分を確認した南北溝跡である 。 全体では長さ65m以上に及ぶも

の と み ら れる 。 上幅は検出面で0 .8.......,1 . 0m、 下幅は0. 3-...,0.5m で、 深 さ は54cmである 。 断面形は軽 く

段のつ く U 字形で、 方向は N - 6 .......,10° - E で あ る 。 堆積土は人為的な埋土の上陪 ( 1 層） と 自然堆積

の下層 ( 2 ,..,_, 4 陪） に大別さ れる 。 下層は黒褐色 と黒色の シ ル ト の互層であ る 。 上層は地山プロ ッ ク

を含む黒褐色 シ ル ト であ る 。 遺物は出土 し て い な い。

【$0729 溝跡】

R - 3 区で6.3m分、 S- 1 区で3.8m 分を確認した南北溝跡である 。 全体では長さ 45m 以上に及ぶも

の と み ら れる 。 SD730 よ り 古い。 上幅は0.8---..1.6m、 下幅は0. 4---..0 . 7m で、 深 さ は38cmであ る 。 断面

形は逆台形で、 方向は N -29-...,33·- E で あ る 。 堆積土 は 2 層が黒褐色砂質 シ ル ト 、 1 層が黒色 シ ル ト
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第23図 S ・ R • T 区井戸 ・ 溝跡断面図

で、 と もに自 然堆積 である。

遺物 は堆積土 から須恵器甕 が極少砿出土 している。

【SD730 溝 跡】

S- 1 区で確認した南北 溝跡で、 3. 9 m 分を検出 した。 SD7 29 より 新 しい。 上幅 は0 . 5,.....,0. 7 m、 下幅

は0 . 3m 前後 で、 深 さは13cm である。 断 面形はU 字形で、 方向 はN- 21° - E である。 堆積土 は黒色シ

ル ト で、 自 然堆積 である。

遺物 は堆積土から非ロク ロ 調 整 で外 面に段のない土師器坪 が極少凪出土 している。

【SD784 溝 跡】

T- 1 区で確認した溝跡で、 5. 9m 分を検出した。 調査 区西 側は撹 乱 に壊 されてい る。 SD785より 古

い。 上幅 はl . O m、 下幅 は0 . 5m で、 深 さは66cmである。 断 面形は逆 台形で、 方向 はN - 38°-E である。

堆積土 は自 然堆積 の上層 ( 1・2 層） と 人為的な埋土 の下層 ( 3 層）に分けられる。 下層は地山 プ ロ ッ

ク を含 む黒褐 色粘土質 シ ル ト である。 上層は地山土の粒 を含む黒褐 色粘土質 シ ル ト である。 地山土の

粒 は1 層により 多い。 遺物 は出土していない。

【SD785 溝 跡】

T - 1 区で確認した溝跡で、 5. 0 m 分を検出 した。 調査 区西側は撹乱 に壊 されている。 SD 78 4 より 新

しい。 上幅 は2. 2........ 2. 4m、 下幅 は1. 2,.....,1.5m で、 深 さは88cm である。 断 面形は逆 台形で、 方向 はE- 32°

S である。 堆積土 は自 然堆積 の上層 ( 1........ 3層） と人為的な埋土の下層( 4 層） に分けられる。 下層は

地山プロ ッ ク を含 む黒褐 色砂質 シ ル ト である。 上層は地山土の粒 を含 む黒褐 色粘土質シル ト である。

2層は地山土の粒 がやや少 ない。 遺物 は出土していない。
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(4) 土填 （第20�22 · 24 · 25図）

80墓確認 し た 。 R 区、 T - 1 区に も あ る が、 比較的 s- 1 •  2 区 に 多 い。 形状を み る と ①平面形が溝

状で、 横断面形が U 字形の も の 、 ②平面形が隅丸長方形で、 横断面形が箱形を 主体 と し 、 底面に pit の

あ る も の 、 ③平面形が隅丸長方形で、 横断面形が箱形を 主体 と し、 底面に pit の な い も の 、 ④平面形が

隅丸長方形や方形 を基調 と し 、 横断面形は一方の壁がオ ーバーハ ン グす る も の 、 ⑤上記の①～④以外

の も のがある 。 こ の う ち①～④は形状だ けでな く 、 分布や規模、 堆積土な ど に も それぞれま と ま り が

認め ら れ る 。 よ っ て 、 以下では①～④ に つ いて各々 ま と めて述ぺる こ と にす る 。 なお 、 ⑤につ い て は

堆積土は黒 • 黒褐色シル ト が主体で、 遺物は出土 し て い な い。

【G類】

9 基確認 し た (SK728 · 733 · 736 · 742 · 744 · 749 · 750 · 777 · 780) 。 R - 3 区か ら S • T 区の接点

部分にか け て 6 基、 s- 1 区東側に 3 基があ り 、 それぞれま ば ら に分布する 。 SK728 は SD702 よ り 、

SK736 は SD698 よ り 古い。

規模は長さ 2 . 0�3.6m、 幅20,......,36cmで、 深 さ は29�75cmであ る 。 SK728 の南端はオーバハ ン グ し て

い る 。 長軸方向は R- 3 区か ら S • T 区 に か け て の SK780 以外の も の は20· ま での範囲で東か西にふ

れた東西方向 を と る 。 s- 1 区東側の も の は東西、 南北、 南東～北西 と バラ バ ラ で あ る 。 堆積土は地山

土の粒を含む黒色や黒 • 暗褐色の シ ル ト で、 自然堆積である 。 地山土粒の混ざる度合い で 2 � 3 枚に

層が分かれる場合 も あ る 。 遺物は出土 し て い な い。

【＠環i】

s- 3 区で 2 基確認した (SK768·773) 。 SK768 の平面形はやや楕円形に近い。 規模は長辺0.9m前後、

短辺0.8m前後で、 深 さ は54........ 7ocmであ る 。 堆積土は黒色 シル ト で、 自然堆積である 。 底面の pit は 、

円形の も のが と も に 1 つ確認された 。 SK768 では底面ほぼ中央、 SK773 では中央か ら や や西 よ り に あ

る 。 径は13cm前後、 深 さ は18�39cmである 。 堆栢土は小 さ い地山プロ ッ ク を少し含み、 やや粘性のあ

る黒色シル ト で、 杭の痕跡 と 思われる 。 ②類の長軸方向 は SK768 が E- 10°―S、 SK773 が E-31°- S

で、 東に対し南にふれる 。 遺物は出土 し て い な い。

【③類】

15基確認 し た (SK700 · 706 · 731 · 732 · 734 · 735 · 739 · 741 · 751 · 766 · 770 · 772 · 77 4 · 778 · 780) 。

R- 2 区 と S- 1 区東側に 9 基、 s- 2 · 3 区接点近 く に 3 基、 R- 6 区 と T- 1 区の接点近 く に 3 基

があ り 、 S·R·T 区全体でみ る と 南東部に 多 く 分布 す る 。 SK731·732 は SD694 よ り 、 SK735 は SD698

よ り 古い。

規模は長辺が1 . 0�2. lm、 短辺が0.4�0.9m である 。 深 さ は 16�55cmで、 30cm前後の も のが多 い。

横断面形は箱形が主体だが、 逆台形の も の も 少 し あ る 。 SK741 以外の長軸方向は35° ま での範囲で東か

西に ふれた南北方向 を と る 。 堆積土は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒色や黒褐色、 褐色の シ ル ト で、 人為

的な埋土であ る 。 地山プロ ッ ク は下層 ほ ど 多 い。

遺物は SK700 の埋土から 貝殻条痕文が施文 さ れた縄文土器が出 土 し て い る （第26図 2 ) 。
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【鐸】

39基確認 し た。 (SK704 • 705 · 707,,...,_,718 · 720,,...,_,727 · 738 · 740 · 743 · 753,,...,_,761 • 763 · 765 · 771 · 779 ・

782) 。 R 区 と s- 3 区以外に分布し 、 特に S- 1 区西側 と s- 2 区に集中する 。 遣構の全容がほぽわか

る も の でみ る と 、 長軸が1.5m 以上の大 き い a 類 と 1 .5m 未満の小 さ い b 類が あ る 。

a類は10基ある 。 平面形は楕円に近い も のや不整な長方形の も の も あ る 。 規模は長辺（軸） は 1 . 6,,...,_,2 . 0

mで1.8m前後の も のが多 く 、 短辺 （軸） は0.4,,...,_,0.9mで0.8m前後の も のが多い。 深 さ は13,,...,_,37cmで

あ る 。 長軸方向は34• ま での範囲で西にふれた南北方向 の も のが多い。 横断面形は一方の壁がオーバー
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第25図

ハ ン グす る 袋状 ま た は平行四辺形であ る。 a 類中最 も 東で確認 さ れ た SK705 以外は 、 す べ て 西壁が

オ ーバーハ ン グす る 。

b類は25基ある 。 平面形は楕円 を 2 つ並べたやや不整 な も の も あ る 。 規模は長辺 （軸） は 0 . 6,...,_, 1 . 3m

でI . Om前後の も のが多 く 、 短辺 （軸） は0.3,.._,0 .8mで0. 6m前後の も のが多い。 深 さ は10,.._,4lcmであ

る 。 長軸方向はb類中最 も 東で確認さ れたSK743以外は 、 34• ま での範囲で東か西にふれる南北方向を
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と る 。 横断面形は一方の壁が袋状や平行四辺形

状 に オ ーバーハ ン グ す る 点 は a 類 と 同 じだが、

反対側が段状の も のが多 く み ら れ る 。 ま た 、 西
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壁がオ ーバーハ ン グす る も の が主体 を し め る 心 種 別 出土遺構 ・ 層位 特 徴 写真図版

が、 SK740 • 7 43 · 763 · 771 は東壁がオ ーバーハ IiI臼： I: 日：；； I: 言こ,:" I ←  
ン グす る 。 第26図 S ・ R • T 区出土遺物

a ・ b 類 と も 堆積土は、 2 • 3 層は地山プロ ッ ク を 多 く 含む褐色 シ ル ト で人為的な埋土 と み ら れる 。

1 層は地山土の粒を少し含む黒色や暗褐 色 の シ ル ト であ る 。 人為的な埋土か、 自然堆栢かは判別でき

10·16 
10- 17 
10- 18 

な か っ た 。 遺物は SK720 の 1 層か ら縦走 縄文が施文さ れた弥生土器が出土 し て い る （第26図 3 ) 。

6 .  U 区 （第28図）

第Ill工区北の東部の調査区であ る 。 東側の南北調査区を 1 区 （昨年調査の L 区の北側） 、 西側の南北

調査区を 3 区、 1 • 3 区の間の東西調査区を 2 区 と した 。 3 区は確認調査部分であ る 。 2 区は北側が

東西方向の沢に面 し て お り 、 調査区全体が沢に向かっ て ゆ る やかに下る地形 と な っ て い る 。 ま た 、 2

区西端と 3 区北端には沢の一部が分岐 し て入 り こ んでいる 。 遺構は掘立柱建物跡 5 、 竪穴住居跡 5 、

井戸跡 l 、 溝跡22、 土塙64 を確認した 。 こ れ ら は分岐した沢以外の部分に広 く 分布 す る が、 特に 1 区

北側 と 、 沢に近い 2 区西側に多い。 掘立柱建物跡や竪穴住居跡、 井戸跡 も そ の周辺で確認さ れた。

なお 、 2 区北側の東西方向の沢は西隣 り の V 区に及ぶ も ので、 こ れ ま で中世名生城の掘跡 と みて き

た も の で あ る 。 し か し 、 こ れ ま での調査をふ ま え た全体的な地形か ら み て 沢 と 思われる 。

(1)  掘立柱建物跡 （第27 • 28図）

5 棟確認 し た 。 SB871 以外は 2 区中央から西側の沢 ま での範囲に あ る 。 調査区の制限か ら 全容がわ

か る も の は少ない。 柱穴は小さ く 、 長辺 （軸） が35cm前後の隅丸長方形や楕円形の も のが主体であ る 。

ま た、 柱穴の並びは 1 ......... 3 間程度で と ま る も のが多い。 し た がっ て 、 小規模な建物が主体 と み ら れ る 。

方向 は①ほ ぽ真北の も の (SB855 · 871) 、 ②北に対し 6 ......... Ir 東にふれる も の (SB844 • 854 · 886) が

あ る 。 遺物は後述す る も の以外か ら は、 SB854 の柱穴埋土 か ら 土師器甕、 須恵器甕が極少量出土 し て

い る 。 な お、 SB854·855 は建物 と し た が、 柱穴の形や配躍か ら み て 、 竪穴住居跡の主柱穴のみが検出

さ れた も のであ る可能性がある 。

【$8844 建物跡】

2 区西側で確認 した桁行 2 間、 梁行 l 間の東西棟である 。 柱穴はすべて検出 し て お り 、 各々で径14

cm前後の柱痕跡を確認した 。 平面規模は桁行が北側柱列で総長2.6m、 柱間寸法は東から 1 . 35m、 1 . 25

m、 梁行は東妻で総長2 . 2m で あ る 。 方向は北側柱列で E-6° -S で あ る 。 柱穴は隅丸長方形で、 長辺

が30cm前後、 短辺が25cm前後であ り 、 深 さ は深い も ので24cmあ る 。 埋土は地山 プロ ッ ク を含む黒色シ

ル ト であ る 。

遺物は柱穴埋土から 土師器が極少量出土 し て い る。
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第27図 U 区建物跡柱穴断面図

【SB886 建物跡】

2 区西側で確認 した桁行 3 間、 梁行 2 間の東西棟である 。 SI841 よ り 古 く 、 SI842 よ り 新 し い。 柱穴

は 8 ヵ 所で検出 し て お り 、 すべて で径20cm前後の柱痕跡を確認した 。 平面規模は桁行が南側柱列で総

長5.6m、 柱間寸法は東か ら 1 . 8m、 1 .85m、 1 . 85m、 梁行は西妻で総長3 .7m、 柱間寸法は北か ら 1 .8m、

1 . 9m で あ る 。 方向 は南側柱列 で E - 1 7° -S で あ る 。 柱穴は隅丸長方形や楕円形で、 長辺 （軸） が45

cm前後、 短辺が35cm前後であ り 、 深 さ は深 い も ので38cm あ る 。 埋土は地山 プロ ッ ク を多 く 含む黒色や

黒褐色の シ ル ト であ る 。 遺物は出土 し て い な い。

(2) 竪穴住居跡 （第28--..;31固）

5 軒確認した 。 Sl804 が 1 区で確認さ れた以外は 、 2 区西側に集中する 。 いずれも 残存状況が悪い。

床面が残 る も の は Sl804 · 841 のみで、 他は周溝や主柱穴が一部確認 さ れた に と ど ま る 。

【S1804 住居跡】

1 区中央で確認 し た。 堆積土や壁は残存 し て い な い。 SD853 よ り 古い。

［平面形 ・ 規模］ 東西4 . 8m、 南北4.6m の隅丸長方形であ る 。

［床面］ 西側拡張部で確認 し た 。 地山プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト の掘方埋土を床面 と し て い る 。 ほ

ぼ平坦であ る 。

［主柱穴J 4 ヵ 所確認 し た。 掘方は長軸 （辺） が3Q--..;44cm、 短軸 （辺） が25",,;36cmの楕円形や隅丸長

方形で、 深 さ は深 い も ので28cmである 。 柱痕跡は径15",,;20cmの円形である 。 柱間寸法は東西が2.3m、

南北が2.5m で あ る 。 な お、 北東の柱は切 り 取 ら れ て い る 。

［壁柱穴] 1 2 ヵ 所確認 し た 。 各辺に 3 個ず つ あ る 。 掘方は長軸 （辺） が20cm前後の楕円形や隅丸長方

形で、 深 さ は深い も ので18cmであ る 。 柱痕跡は 8 ヵ 所で確認 さ れた。 径10cm弱の円形を呈 し て い る 。

［周溝］全辺で確認 さ れた。 南辺は残 り が悪い。 幅は15--..;3Qcmで、 深 さ は西辺で15cmあ る 。 地山プロ ッ

ク を含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻 さ れ て い る 。 底面には所々 に径15cm程の楕円形の凸凹が あ る 。 その間

隔は南辺の狭い と こ ろ で10cmであ る 。 こ の凸 凹 と 堆積土の状況か ら み て 、 本住居の壁際 に は丸材 ま た

は割材等が並べ立て ら れ て い た 可能性があ る 。

［ カ マ ド ］ 住居内では確認 さ れな か っ た が、 煙道の pit が北側で検出 さ れた こ と 、 周溝が北辺中央の東

よ り に は な い こ と か ら 、 そ こ に付設 さ れて い た と み ら れる 。 煙道 pit の堆積土は炭粒を含む黒褐色 シ ル

ト であ る 。

「 そ の他の施設」 住居のほぽ中央、 カ マ ド の南側で楕円形の土塙を検出 し た 。 位置か ら み て 、 住居に
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第29図 Sl804 住居跡

伴うものと思われる 。 規模は長軸 が1. 4 m、 短軸 がl . l mで、 深 さは15cmで ある 。 堆栢 土は地山プロッ

ク を多く 含む黒褐 色砂質シル ト で、 人為的 な埋 土とみられ る。

［ 方向］ 東辺で N - 12° - E で ある。

［ 遺物］ 床 面、 掘方埋 土、 煙道pit、 住居内土壊から 非 ロ ク ロ 調 整 の土師 器坪・甕、 須恵器蓋 が少量 出

土している。 ま た、 柱穴 埋土から ロク ロ 調 整 の土 師器片 が出土している。

【S1841 住居跡】

2区 西側で 確認した。 東側は削 平され ている 。 SD853、 SK878 · 88 4 より 古く 、 SB88 6、 Sl8 4 2· 8 4 3

より 新 し い。

［ 平面形・規模］ 隅丸長 方形で、 南北4 . 4 m、 東西 は主 柱穴 の位置 から 4 . 5m程 と推定され る 。

［ 堆積土］ 地山土の粒 を少し含む黒色シ ル ト で、 自 然堆積で ある 。

［壁］ 斜 めに 立ち上 がる 。 高さは最も残り のよい西辺で12cmで ある 。

［床 面］ 地山 プロ ッ ク を多く含む黒褐 色シル ト の掘方埋 土を床 面とする 。 中央やや南西 より の部分は
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第30図 Sl841 住居跡

明黄褐色粘土で一度補修 し て い る 。 全体に平坦だが、 補修前は中央付近が窪んでいた と み ら れる 。

［主柱穴] 3 ヵ 所確認 し た。 配臨か ら みて本来は 4 個 あ り 、 南東主柱穴は SK884 に壊さ れた も の と 思

われる 。 掘方は長軸 （辺） が35cm前後、 短軸 （辺） が30cm前後の楕円形や隅丸長方形で、 深 さ は深い

も ので24cmあ る 。 柱痕跡は径15cm前後の円形である 。 柱間寸法は東西が2 . 3m、 南北が1 . 9m で あ る 。

［周溝］ 北 • 西 • 南辺で確認 さ れた。 西辺は一部途切れて い る 。 幅は15,......,30cm、 深さ は深い と こ ろ で

15cmあ る 。 地山小プロ ッ ク を含む黒色 シ ル ト で埋め戻 さ れて お り 、 壁沿い に は壁材の痕跡 と 思われる

幅 5 '"'-'14cm、 深 さ 10cm前後の黒色 シ ル ト の堆積土が認 め ら れ る 。

［ カ マ ド］ 検出 さ れな か っ た 。

［方向］ 西辺で N - 5 ° -W で あ る 。

［遺物］ 堆積土から土師器坪•甕、 須恵器坪、 鉄鏃（図版10-30) 、 掘方埋土 か ら 土師器甕、 須恵器坪・

高盤、 周溝埋土 か ら 土師器甕が出土 し て い る 。 土師器はいずれ も 非 ロ ク ロ調整であ る 。 図化 し た も の
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はヘラ切 り 無調整の須恵器坪で、 掘方埋土か ら 出土 し た も の で あ る 。

【S1842 住居跡】

2 区西側で確認 し た 。 Sl841 な どに よ り 床面以下まで大幅に 削平 さ れて お り 、 主柱穴と 西側の周溝・

掘方埋土が一部残存 す る の み で あ る 。 SB886、 SI841 よ り 古 く 、 Sl885 よ り 新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 隅丸長方形で、 南北3 . 5m、 東西は主柱穴の位置から4 . 0m 程 と 推定さ れる 。

［床面］ 地 山 プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト の掘方埋土を床面 と し て い た と 思われる 。

［主柱穴J 3 ヵ 所確認 し た 。 配饂か ら みて本来は 4 個 あ り 、 北西主柱穴は SI841 に壊さ れた も の と 思

われる 。 掘方は長辺18----2-8cm、 短辺15----25cmの隅丸長方形で、 深 さ は深い も ので12cmで あ る 。 柱痕跡

は 2 ヵ 所確認した 。 径15cm前後の円形を し て い る 。 柱間寸法は東西が2 .8m、 南北が2 .3m で あ る 。

［周溝］ 北 • 西 • 南辺で確認 さ れた 。 北 • 南辺は残 り が悪い。 幅は15----20cm、 深 さ は深 い と こ ろ で 6

cmで あ る 。 地山小プロ ッ ク を含む黒色 シ ル ト で埋め戻 さ れて お り 、 壁沿いに は壁材の痕跡 と 思われる

幅 5 ,...._, 8 cm、 深 さ 10cm前後の黒色 シ ル ト の堆積土が認め ら れ る 。

47 



48 

［方向］ 西辺で N-25 ° -E で あ る 。

［遺物］ 出 土 し て い な い。

【S1843 住居跡】

2 区西側で確認 し た 。Sl841 な ど に よ り 床面以下まで大幅に削平さ れてお り 、 南西隅の周溝 と西側の

主柱穴が残存 す る の み で あ る 。 Sl841 よ り 古 い。

［平面形 ・ 規模］ 周溝 と 主柱穴の位置か ら東西1 . 7m 以上、 南北4.6m 程の隅丸長方形 と 推定 さ れ る 。

［主柱穴] 2 ヵ 所確認した。 配置か ら みて本来は 4 個 あ り 、 東側主柱穴は 削平 さ れた も の と 思われる 。

掘方は長辺22.....,38cm、 短辺20.....,26cmの隅丸長方形で、 深 さ は深い も ので12cmあ る 。 柱痕跡は径10cm前

後の円形を し て い る 。 柱間寸法は南北が2 . 55m である 。

［周溝］ 南西隅の南辺 と 西辺で確認さ れた 。 隅部分では途切れて い る 。 幅 は12.....,18cm、 深 さ は深い と

こ ろ で 5 cmで あ る 。 地山小プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻 さ れて お り 、 壁沿いに は壁材の

痕跡 と 思 わ れ る 幅 6 .....,12cm、 深 さ 10cm前後の黒色 シル ト の堆積土が認め ら れ る 。

［方向］ 南辺で E-5 ° -N である 。

［遺物］ 出土 し て い な い。

【S1885 住居跡】

2 区西側で確認 し た。 SI841 · 842 な どに よ り 床面以下まで大幅に削平 さ れて お り 、 西側の周溝 と 掘

方埋土が一部残存す る のみである 。 Sl842 よ り 古 い。

［平面形 ・ 規模］ 周溝の あ り 方か ら 東西0 . 5m 以上、 南北3 . 2m 以上の隅丸長方形 と 思われる 。

［床面］ 地山小プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト の掘方埋土 を床面 と し て いた と 思われる 。

［周溝］北•西辺の一部が確認 さ れた。 幅は 16.....,24cm、 深 さ は深い と こ ろ で10cmである 。 地山小プロ ッ

ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻 さ れて お り 、 壁沿いに は壁材の痕跡 と 思わ れ る 幅 8 cm前後、 深 さ

10cm前後の黒色 シ ル ト の堆積土が認め ら れ る 。

［方向］ 西辺で N - 26 °
-E である 。

［遺物］ 出土 し て い な い。

(3) 井戸跡 （第28 · 32図）

1 基確認した。

【SE849 井戸跡】

2 区西側で確認 し た 井戸跡である 。 完掘 し て い な い た め構造は不明である 。 平面形は楕円形で、 規

模は長軸1 . 0m、 短軸0.9m で あ る 。 深 さ は88cm以上、 断面形は箱形 と み ら れる 。 堆積土は 4 層に分け

ら れ る 。 1 · 4 層は砂プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト 、 3 層 は オ リ ー プ褐色砂、 2 層 は黒褐色 シル

卜 質砂で、 すべて人為的な埋土である 。 遺物は出土 し て い な い。

(4) 溝跡 （第28 · 32図）

22条確認 し た。 1 区 と 3 区 に 多 く 、 2 区では ま ば ら であ る 。 大 き く 東西溝と南北溝に分け ら れ る が、



南東から北西に延びる も の (SD1069) や南北・東西の溝が T 字状に連結す る も の (SD1068) も あ る 。

規模は①上幅1 . 5m を越え る も の (SD802 • 810 · 859 · 860) 、 ②上幅0 . 5--....,l . 5m の も の (SD803 · 812 ·

831--....,833 · 853 · 1069) 、 ③上幅0 . 5m 未満の も の (SD81 1 · 834 · 1067 · 1068) 、 ④不明な も の (SD661 ・

817--....,819 • 861 ・ 1087 • 1088) がある 。 後述する 溝跡以外の断面形は U 字形や皿状、 堆栢土は黒 • 黒褐

色 シ ル ト の も のが主体で、 SD819 の 最上層に は灰白色火山灰の 一次堆積が み ら れ る 。 ま た 、 遺物は

SD802 で土師器甕、 須恵器坪、 SD803 で土師器 と 須恵器の坪 ・ 甕、 SD818 で土師器坪、 SD819 • 833•

834 で土師器甕、 SD831 で土師器 と 須恵器の甕、 SD859 で土師器 と須恵器の甕、 瓦 （ 第32固 8 ) 、 陶器

がいずれも 堆積土から極少屈出土 し て い る 。 土師器に ロ ク ロ調整の も の はみ ら れない。

【SD810 溝跡】

1 区北側で確認 し た 南北溝跡で15.8m 分 を 検 出 し た。 SD818 · 819、 SK.815 · 816 · 821 よ り 新 し い。

上幅は3 . 3--....,5. lm、 下幅は2.9--....,3.Sm で、 深 さ は36cmである 。 断面形は皿状で、 方向は N - 18°-W で

あ る 。 堆積土は 3 層 に 分 け ら れ る 。 3 層がにぶい黄橙色粘土質 シル ト 、 2 層が黒褐色 シ ル ト 、 1 層が

黒色シ ル ト で、 いずれ も 自然堆積である 。

遺物は堆積土か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 ・ 甕 • 高坪、 須恵器坪 ・ 甕が出土 し て い る 。 土師器坪に

は 口 縁部が内湾気味に立ち上がる有段丸底の坪 （第32図 1 ) の ほ か、 関東系の も の も あ る ( 2 ) 。 ま た 、

須恵器坪には器形か ら みて 7 世紀代の も の と み ら れる も の ( 3 ) も あ る 。 た だ し 、 こ れ ら の遺物は本

溝が灰白色火山灰の一次堆積が み ら れ る SD819 よ り 新 し い こ と か ら 、 周辺の遺物が流れ こ んだ も の と

思われる 。

【SD860 溝跡】

3 区中央で確認 し た南北溝跡で8 . lm 分を検出 し た 。 SD859、 SK1098 よ り 古 く 、 SD661 よ り 新 し い。

上幅は0 .6,..._,l . 6m、 下幅は0.3--....,0.4m で、 深 さ は88cmである 。 断面形 は U 字形で、 方向は N-6°-E で

あ る 。 堆積土は 4 層 に 分 け ら れ る 。 4 層が暗褐色、 3 層が黒褐色の砂質 シ ル ト 、 2 層が灰白色火山灰

の一次堆積層、 1 層が黒色 シ ル ト で、 いずれ も 自然堆積である 。 遺物は出土 し て い な い。

(5) 土壊 （第28 · 32図）

64基確認した。 そ の 分布 は 1 • 2 区で は建物跡や住居跡の周辺に集中する傾向がある 。 3 区では沢

の南側で平均的に分布する 。 平面形は楕円形が主体で、 他に隅丸長方形の も の な どがある 。 規模は①

長軸 （辺） が2 . 0m を越え る も の ( 8 基） 、 ②長軸 （辺） 1 . 0,..._..,2.0m の も の (38基） 、 ③長軸 （辺） 1 .0m 

未満の も の (18基） があ り 、 大 き い も の は少な く 、 ②が多い。 後述す る も の以外の断面形は皿状や逆

台形、 堆積土は黒色や黒褐色 シ ル ト の も のが主体である 。 ま た 、 遺物は SK807 で土師器坪•甕、 須恵

器坪 • 高台坪、 SK809 · 821 · 830 · 836 · 852 · 856 · 884 で土師器甕、 SK813 で土師器 と 須恵器の甕、

SK822 で土師器坪 • 甕、 SK835 で土師器甕、 須恵器坪 （第32図 5 ) 、 SK846 で土師器坪 ・ 甕、 須恵器

坪、 SK857 で土師器坪、 須恵器坪 ・ 甕、 SK883 で土師器坪 ・ 甕、 須恵器甕が各々堆積土か ら 出 土 し て

い る 。 土師器は非 ロ ク ロ調整が主体だが、 SK807 · 857 の甕に は ロ ク ロ調整が含 ま れ る 。
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No 種 別 出土遺構 ・層位 特 岱 口径 底径 器高 残存率 写真図版

1 土師器 · 坪 SD8】0 . 堆積土 有段丸底 外面 ： ヨ コ ナデ ・ ヘラケズリ 内 面 ： ヘ ラ ミ ガキー黒色処理 (15.9) ( 4.4) J/4 9-2 

2 土師器 · 坪 SD810 · 堆積土 関東系土師器 外面 ： ヨ コナデ ・ ヘラ ケズ リ 内面 ： ヨ コ ナ デ (11.4) 3.3 2/5 9- 3 

3 須恵器 ・ 坪 S0810 · 堆積土 外 面 ： 切 り尾し不明→手持ちケ ズ リ 内面 ； 立J:り沈線状 7 .6 6.2 4.5 3/4 9·4 

4 土師器 ・ 坪 SK815 · 堆積土 有段丸庭 外面：ヘラケズリ→ヨ コナデ 内面 ： ヘ ラ ミ ガキ→凧色処理 (19.1) 4.1 1/4 9- 6 

5 須恵器 ・ 杯 SK835 · 堆積土 外 面 ： 切 り 離 し不明→回転ケズリ ロ縁部に使用痕 (14.4) ( 8.3) 4.2 1/4 

6 土師器 • 鉄鉢形土器 $KS70 · 堆積土 外ilii: マ メ ツ 内面： ヨコナデ (14.4) 1/3 

1 土製品 ・ 訪鍾車 SK806 · 堆積土 厚さ2.4cm 1/2 10- 27 

8 平瓦 SD859 ・ 堆積土 桶巻き作り 凸面 ： タ タ キ 凹面 ： 布目 • 模1't痕ー指ナデ（一部） 一部 10- 26 

第32図 U 区井戸 ・ 溝跡、 土壌断面図及び出土遺物
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【SK806 土墳】

1 区北 側で確認した 。 SD819、 SK808 よ り 新 しい。 平面形は楕円 形である。 規模は長軸 が1 .3m、 短

軸 がl . Om で、 深 さは17cm である。 断 面形は皿 状である。 堆積土は 2層が褐灰色、 1 層が黒色の シ ル ト

で、 と もに 自 然 堆栢 である。

遣 物は、 堆積土から非ロクロ 調 整の土 師器坪 ・甕、 須恵器甕、 土製紡垂車 （第32図7 ) が出土して

いる。 土師器坪 に は 関東系の もの もある。

【SK815 土墳】

1 区北側で確認した。 SD810 よ り 古く 、 SD819、 SK816 よ り 新 しい。 平面形は隅丸長 方形である。

規模は長 辺 が1 . 4m、 短 辺 が1.3m で、 深 さは35cm である。 断 面形は箱 形である。 堆積土は 地山 プロッ

ク を含 む黒色 シル ト で、 人為的な埋土である。

遺物は、 埋 土から非ロクロ 調 整の土師器坪 ・甕、 須恵器坪 •甕 が出土している。 土 師器坪に は 口縁

部 が内湾気味に 立ち 上 がる有段丸底の坪 がある （第32図 4 ) 。

【SK823 土壊】

2 区東側で確認した。 SK824 • 828 よ り 新 しい。 平面形は楕円 形である。 規模は長軸 が1 . 9m、 短軸

が1 .6m で、 深 さは50cm である。 断 面形は逆台形である。 堆積土は 4 層に 分けられる。 地山 小プロック

や焼土の粒 を少 し含 む黒色 や黒褐色の シ ル ト 、 暗褐色の シル ト 質砂 など で、 自 然 堆積である。

遺物は、 堆積土から非ロクロ 調 整の土 師器坪 ・甕、 須恵器高盤 が少薦 出土している。

【SK824 土壌】

2 区東側で確認した。 SK823•828 よ り 古く 、 SK825 よ り 新 しい。 平面形は楕円 形である。 規模は長

軸 が2 . 9m、 短軸 が1 . 2m 以 上で、 深 さは 9 cm である。 断 面形は皿状である。 堆積土は 地山プロック を

多く 含 む黒褐色 シル ト で、 人為的な埋土である。 遣 物は 出土していない。

【SK825 土墳】

2 区東側で確認した。 SK824 よ り 古く 、 SK826· 1074 よ り 新 しい。 平面形は楕円 形である。 規模は

長軸 が1 . 6m、 短軸 が1 . 2m で、 深 さは20cm である。 断 面形は皿 状である。 堆積土は 2層が地山 小プロッ

ク を含 む黒褐色 シ ル ト 、 1層が黒色 シ ル ト で、 ともに 自然 堆積である。 遺物は 出土していない。

【SK845 土壊】

2 区西側で確認した。 平面形は隅丸長 方形である。 規模は長 辺 が2 . 4m、 短 辺 が1 . 9m で、 深 さは32

cm である。 断 面形は 皿状である。 堆積土は 2層が灰黄褐色 シ ル ト 、 1層が地山 小プロック や焼 土の粒

を含 む黒色 シル ト で、 と もに 自 然 堆積である。

遺物は、 堆栢 土から非ロク ロ 調 整の土 師器坪 •甕、 須恵器坪 ・蓋 ・甕 が少獄 出土している。

【SK870 土填】

2 区 西側で確認した。 平面形は楕円 形である。 規模は長軸 が0.4m、 短軸 が0 . 35m で、 深 さは 8 cm で

ある。 断 面形は皿 状である。 堆積土は 地山 小プロック を含 む黒色 シル ト で、 人為的な埋 土である。 遺

物は 埋 土から非ロク ロ 調 整の 土師器甕 •鉄鉢 形土器 （ 第32固 6 ) が極少屈 出土している。 鉄鉢 形土器

の外 面は摩滅 しているが、 内面に は ナ デ 調 整 がみとめられ る。
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【SK878 土壊】

2 区西側で確認 し た。 平面形は楕円形であ る 。 規模は長軸が1 . 7m、 短軸が0 . 7m で、 深 さ は12cmで

あ る 。 断面形は皿状である 。 堆積土は炭や焼土の粒、 地山小プロ ッ ク を含む褐灰色シ ル ト で、 人為的

な埋土であ る 。 遺物は埋土か ら ロ ク ロ 調整の土師器坪・甕、 須恵器坪、 鉄製品が極少量出土 し て い る 。

鉄製品 は小刀で刀身か ら 茎 に か け ての破片で あ る （囮版10-29) 。

7 .  V 区 （第28 · 33 • 43固）

第III工区北の中央部 と 西部の調査区である 。 中央部は東側の南北調査区を南か ら 1 • 2 区、 西側の

南北調査区を 5 区、 2 · 5 区の間の東西調査区 を東から 3 • 4 区 と した 。 1 区 は確認調査部分で あ る 。

ま た 、 3 · 4 区は東端から40m 西の SD888 ま で を 3 区 、 そ こ か ら30m 西の SD975 ま で を 4 区東、 そ

れ よ り 西 を 4 区西 と し た。 一方、 西部は U 区の北側か ら の び る 沢の沢頭に あ た り 、 大部分が溜池や湿

地 に な っ て い る 。 こ の た め遺構の存在は考 え に く く 、 標高の高い部分を 6 区 と して調査す る に と どめ

た。

遺構は掘立柱建物跡14、 竪穴住居跡 5 、 溝跡48、 溝の付属施設 （橋跡 ? ) 1 、 土塙119 を確認した。

建物跡や住居跡は4区東 ま での V 区東側に分布する 。 遺物 も そ の周辺で多い。 4 区西から西側は 、 4 区

西の東側に土壊が密集 す る 以外は 、 5 区南側と 6 区に溝跡と土壊が ま ば ら に あ る 程度である 。 4 区西

の西側 と 5 区北側では遺構は確認 さ れな か っ た 。 こ れ ら の調査区では遺物 も 極 め て 少 な い。

1 "'J 3 区 （第28 • 33固）

(1) 掘立柱建物跡 （第33図）

9 棟確認 し た。 3 区 に7棟が集中する 。 ほかの 2 棟は 2 区南側で検出 さ れた。 調査区の制限から全容

がわか る も の は 少 な い。 柱穴は長辺 （軸） が30cm前後の隅丸長方形や楕円形の も のが主体であ る 。 ま

た 、 柱穴の並びは 1 ,...._, 3 間程度で と ま る も のが多い。 したがっ て小規模な建物が主体 と み ら れる 。 方

向は①ほぼ真北の も の (SB917) 、 ②北に対し 9 ,...._,15• 東にふれる も の (SB918 · 1104 • 1105 • 922) 、 ③

4 ,..._, 6 ° 西にふれる も の (SB916 · 919) 、 ④23,...._,31· 西にふれる も の (SB920 · 921) が あ る 。 遺物は

後述す る も の以外では 、 SB1105 の柱穴埋土か ら 土師器甕、 須恵器甕が極少抵出土 し て い る 。 な お、

SB920 は建物跡 と し た が、 柱穴の形や配置から 竪穴住居跡の主柱穴のみが検出 さ れ た も の で あ る可能

性があ る 。

【SB919 建物跡】

3 区中央で確認 した東西3間、 梁行 2 間以上の建物跡であ る 。 SI887 よ り 新 し い。 柱穴は 7 ヵ 所で検

出 し て お り 、 そ の う ち 4 ヵ 所で径15cm前後の円形の柱痕跡を確認した。 平面規模は東西が北側柱列で

総長5 .0m、 柱間寸法は東から 1 .8m、 1 . 5m、 1 . 7m、 南北は西側柱列で総長3.9m 以上、 柱間寸法は北

か ら 1 . 9m、 1 . 9m、 以下不明である 。 方向は北側柱列で E-3°- N で あ る 。 柱穴は隅丸長方形や楕円

形で、 長辺（軸）が30,...._,35cm、 短辺が25-30cmであ り 、 深 さ は深 い も ので18cmあ る 。 埋土は地山 プロ ッ

ク を含む黒褐色シル ト であ る 。
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第34図 S1868 住居跡

遺物は柱穴埋土か ら非ロ ク ロ 調整の土師器甕が極少品出土 し て い る 。

(2) 竪穴住居跡 （第33---36図）

4 軒確認 し た。 SI868 の み 2 区で、 他は3区 に あ る 。 SI868 以外は残存状況が悪い。

【S1868 住居跡】

2 区中央で確認 し た。 SK906 よ り 古 く 、 SD1106 よ り 新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 東西2 . 9m、 南北3 . lm の隅丸長方形であ る 。

［堆積土］ 地山プ ロ ッ ク を多 く 含む暗褐色粘土質シル ト や黒褐色 シル ト な ど ( 1 --- 3 層） で、 埋め戻

さ れ て い る 。

［壁］ ほぼ直立する 。 高 さ は最 も 残 り の よ い と こ ろ で22cmで あ る 。

［床面］ 地山プロ ッ ク を 主体 と す る 黄褐色粘土の掘方埋土 を床面 と し て い る 。 ほぽ平坦である 。

［主柱穴 ・ 周溝］ 検出 さ れな か っ た。

［カ マ ド］ 北辺中央のやや東 よ り に付設さ れて い る 。 カ マ ド側壁は黄褐色粘土で構築 さ れ て い る が、

残存状況が悪 く 、 東の側壁は残 っ て い な い。 西の側壁は一部壊れつ つ も 長 さ 70cm、 高 さ 10cmほ どが残

存 し て お り 、 焼面 も わずかに認め ら れ る 。 西の側壁 も そ れほ ど残存がよ く ない こ と か ら 、 カ マ ド は住

居廃絶時に壊 さ れた も の と 思われる 。 堆積土は前述の 1 ・ 2 層の下に赤褐色の焼土(4層）が認め ら れ る 。

なお 、 煙道は検出 さ れな か っ た 。

［貯蔵穴］ カ マ ド の両脇に あ る （貯蔵穴 1 • 2 ) 。 1 は長軸72cm、 短軸66cmの楕円形で、 西側には段が

付 く 。 深 さ は28cmで あ る 。 堆積土は地山 プ ロ ッ ク や砂を含む黒褐色や褐色の シル ト で、 埋め戻 さ れて

い る 。 2 は長軸58cm、 短軸48cmの楕円形で、 深 さ は16cmで あ る 。 堆枝土は炭粒や焼土粒を含む暗褐色
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第35図 S1879 住居跡

シル ト で、 埋 め戻 されている。

［ 方向］ 東辺 でN- 6° -W である。

［ 遺物］ 床 面からロクロ 調 整 の土師器甕、 須恵器坪 が極少量 出土している。 須恵器坪 にはヘ ラ 切 り 無

調 整 のものがある。 堆積土からは土師器坪 • 甕、 須恵器坪 •甕 が少量 出土 した。 須恵器坪 にはヘラ切

り後ナデ 調 整 のものがある（第34固1) 。 そ のほ か掘方埋土と貯蔵穴 2 から土師器の破片、 貯蔵穴 l から

須恵器甕 が各 極々少量 出土 している。

【S1879 住居跡】

3 区 東側で確認した。 北側は沢 に壊 されている。 ま た、 南側も床 面以下ま で削 平されており、 周 溝

掘方埋土など が残存 するのみである。 SK907 • 908 より古く、 SD913 より 新 しい。

［ 平面形・規模］ 東西4.8m、 南北1 . 5m 以上 の隅丸長 方形と思 われる。

［床 面］ 地山プロック や炭化 物を多く含む黒色砂質 シル ト の掘方埋土を床 面としていた と思 われる。

［周 溝］ 南 辺 と西辺 で確認された。 幅 は7 ""'13cm、 深 さは深 いところで10cm ある。 地山小プロ ック を

含む黒褐 色シル ト で埋 め戻 されている。

［ カ マ ド］ 検出されなかった。

［そ の他 の施設]pit を2 個 確認した (P 1 · 2 ) 。 1 は検出面で長軸50cm、 短軸46cm の楕円 形、 検出面か

ら20cm下 がると長 辺24cm、 短 辺18cm の隅丸長 方形となるpit で、 深 さは52cm ある。 主柱穴 の可 能性 もあ

るが、 断定でき なかった。 2 は長 辺48cm、 短 辺20cm 前後 の不整 な長 方形のpit で、 西壁 はオ ーバーハン

グ している。 深 さは71cm ある。

［ 方向］ 南辺 でE-4 ° - N である。

［ 遺物］ 掘方埋土とp 1 から非ロ ク ロ 調 整 の土師器甕 が各 極々少量 出土 している。

【S1887 住居跡】

3 区 中央で確認した 。 北側は沢 に壊 されている。 SB919 · 920、 SD894 より古い。

［ 平面形・規模］ 東西5.6m、 南北3.2m 以上 の隅丸長 方形と思 われる。

［ 堆積土］ 地山土の粒 と焼土を含む黒褐 色砂質シル ト ( 1層）である。
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第36図 Sl887 住居跡

［壁］ 残存状況が悪 く 不明瞭だが、 ほぼ直立する 。 高 さ は残 り の よ い と こ ろ で 6 cmで あ る 。

［床面］ 地山プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト の掘方埋土を床面 と して い る 。 西側がやや高いが、 ほ

ぼ平坦であ る 。

［周溝］ 検出 した全辺を一続 き に巡る 。 幅 は13-33cm、 深 さ は深い と こ ろ で14cmあ る 。 地山プロ ッ ク

を多 く 含む黒褐色 シル ト で埋め戻されてお り 、 壁沿いに は壁材の痕跡と 思われる幅 6 ,...__, 16cm、 深 さ 4

......, 9 cmの極暗褐色シ ル ト の堆積土が認め ら れる 。 壁材痕跡はカ マ ド や 南西隅では途切れて い る 。 そ の

先端では押さ え と み ら れる 灰白色粘土塊を 2 ヵ 所で検出 し た。 塊は と も に長 さ 20cm程、 幅10cm程、 高

さ 4 cm程の も のであ る 。

［ カ マ ド ］ 南東隅の東壁が外側に掘込ま れてお り 、 そ こ に付設されていた と み ら れ る 。 側壁やその痕

跡は残存 し な い。 ま た 、 焼面 も 検出 さ れな か っ た。 堆積土は前述の 1 層の下に 、 地山土の粒と焼土、

炭化物 を 多 く 含む黒褐色砂質 シ ル ト ( 2 層） 、 橙色砂 ( 3 層） 、 黄灰色 シ ル ト ( 4 層） が あ り 、 3層 は カ

マ ド の崩落土、 4 層 は機能時の灰層 と み ら れ る 。
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［方向］ 南辺で真東である 。

［遺物］ 掘方埋土か ら非ロ ク ロ 調整の土師器坪 • 甕、 須恵器坪 ・ 甕が少楓出土 し て い る 。 須恵器坪に

は回転ヘラ ケ ズ リ 調整 の も のがある 。 堆積土か ら は非 ロ ク ロ調整の土師器坪 • 甕、 須恵器坪 • 甕のほ

か、 砥石 （第36図 1 ) と 鉄鏃が少批出土 し て い る 。 須恵器坪 に は ヘ ラ 切 り 無調整の も のが あ る 。

(3) 溝跡 （第28 · 33 · 37図）

21条確認 し た 。 お お むね東西に の びる 溝 と 南北 に の びる 溝 と に分 け ら れ、 1 区は東西溝、 2 · 3 区

は南北溝が多い。 1 区の溝は調査区全体に分布する 。 こ の う ち SD861 ・ 1087· 1088 は U - 3 区 で も 確認

し て お り 、 前述 し た も のである 。 2 • 3 区では各々 中央部に小規模な溝が集中 し 、 他の部分では2区南

端 と 3 区西端にやや大 き い溝があ る 。

規模は①上幅1 .5m を越 え る も の (SD863·864·865·888) 、 ②上幅0 . 5---1.Sm の も の (SD881 • 1101 ・

1102 · 1 106---1108) 、 ③上幅0 . 5m 未満の も の (SD894 · 913 · 923---925 · 1109 ・ 1110 • 1 115) があ り 、

全体に小規模な溝が多い。 後述す る も の以外の断面形は U 字形や皿状、 堆積土 は 黒 • 黒褐色 シ ル ト の

も のが主体である 。 ま た 、 遺物は SD881 で土師器甕、 須恵器坪、 剥片石器、 SD894 で土師器と 須恵器

の坪 ・ 甕、 縄文土器、 SD913 で土師器坪 ・ 甕がいずれも 堆積土から極少凪出土 し て い る 。 土師器はす

べて非ロ ク ロ調整である 。

【SD863 • 864 溝跡】

と も に 1 区北側の沢の下で確認 し た 東西溝跡で、 2 . 7m 分を検出 し た 。 2 つ の 溝 は 重複 し て お り

SD864 が古 く 、 SD863 が新 し い。 確認調査部分のた め掘下げは し て い な い。 上幅は SD863 が2 . 7---3 . 0

m、 SD864 が1 . 4---2.2m である 。 方向は SD863 が ほ ぼ真東、 SD864 が E-4°
-N である 。 検出面での

堆積土 は と も に グラ イ 化 し た緑黒色粘土で、 自然堆積 と み ら れる 。 遺物は出土 し て い な い。

【SD865 溝跡】

2 区南端で確認 し た 東西溝跡で6 . 2m 分を検出 し た。 SB1105 よ り 古 く 、 SB1104 よ り 新 し い。 上幅は

3.4---5.2m、 下幅は1 . 9---3.4m で、 深 さ は55cn1で あ る 。 断面形は皿状で、 方向は E-3
°
-N で あ る 。 堆

積土は 2 層が黄褐色シ ル ト 質砂で自然堆積、 1 層は地山ブロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト で、 人為的な埋

土であ る 。

遺物は 1 層か ら 土師器坪 ・ 甕、 須恵器坪 • 高台坪 （第37図 2 ) ・ 甕が出土 し て い る 。 土師器に は ロ ク

ロ調整の も のが含 ま れ る 。 須恵器坪 に は ヘ ラ 切 り 後ナデ調整の も のがある ( 1 ) 。 底部に は 「口万」 の

墨書 も 認 め ら れ る 。

【SD888 溝跡】

3 区西端で確認 し た 南北溝跡で6 . 8m 分 を 検 出 し た。 SB922 · 986、 SD892 よ り 新 し い。 上 幅 は

2 . l---2.7m、 下幅は0.5m で、 深 さ は132cmで あ る 。 断面形はロ ー ト 状で、 方向は N-9°
-E である 。 堆

積土は 3 層 に 分 け ら れ る 。 3 層は砂を含むオ リ ー プ粘土質 シ ル ト 、 2 層は黒褐色 シ ル ト 、 1 層は黒色

シル ト で、 いずれも 自然堆積である 。

遺物は堆積土から須恵器高台坪 ・ 甕が極少址出土 し て い る 。



(4) 土壕 （第 28 •33• 37図）

30基確認した。 2 区北端と建物跡や住居跡のある 2 · 3 区 の中央 部と に 集中 し、 他 の部分では少 な

ぃ。 ま た、 2 区北端のSK8 7 4,..._,8 7 6· 89 3 と 、 2 区中央 部のSK9 06•9 09----912に は各々 形態的に似 た特

徴 がある。 平面形は楕円 形や隅丸長 方形が主 体である。 規模は①長軸 （辺 ）が2. 0m を越えるもの ( 7

基） 、 ②長軸 （辺） 1. 0,..._, 2. 0m のもの( 15基） 、 ③長軸 （ 辺 ）l . Om 未満 のもの ( 8 基） があり、 ② が多

い。 後 述 するもの以外 の断 面形は皿 状、 堆積土は黒色 や黒褐 色シ ル ト のものが主 体である。 また、 遺

物はSK8 66 で須恵器甕、 SK8 7 7 · 89 0 で土師器甕、 SK8 7 3•88 2· 9 15で土師器 と 須恵器 の甕、 SK867 ·

914 で土師器 の破片 が各々 堆積土から 出土している。 土師器 に ロ ク ロ 調 整 のものはみ ら れ ない。

【SK872 土填】

2 区北側で確認した。 SK1112 より新 しい。 平面形は径 3. 4m の円 形である。 深 さは17cm で、 断 面形

は擢鉢 状である。 堆積土は地山 プロ ック を多く 含 む黒褐 色シル ト で、 人為的な埋土である。

遺物は、 埋 土から非 ロ ク ロ 調 整 の土師器坪 •高坪、 須恵器甕 が極少凪 出土している。 土師器坪に は

有段丸底 の坪 がある （第 37図 5)。 高坪 は脚 部のみ の破片 である。

【SK874 •875 · 876 • 893 土墳】

2 区北端で確認した。 これ ら は形態的に似 た特徴 を持ち 、 配 置も雁 行状で規則 性 が認めら れ るこ と

から 一括 して述べるこ とに する。 平面形はいずれ も隅丸長 方形である。 規模は長 辺 が1. l,..._,1. 4m、 短 辺

が0. 6m で、 深 さは38,-...,8 2cm である。 横断 面形は箱 形、 逆台 形のほかU 字 形もあるが、 基本的に は箱 形

を基調 とするとみ ら れ る。 堆積土は地山 プ ロ ック を多く含 む黒色 や黒褐 色シル ト など で、 人為的な埋

土である。 遺物は出土していない。

【SK882 土凛】

3 区 中央 で確認した。 SD881、 SK889 より新 しい。 平 面形は楕円 形である。 規模は長軸 が1. 7m、 短

軸 が1.lm で、 深 さは30cm である。 断 面形は皿 状である。 堆積土は地山プロ ッ ク を少 し含 む黒色シ ル ト

で、 人為的な埋土である。

遺物は、 埋 土から非ロ ク ロ 調 整 の土師器甕、 須恵器甕 が少凪 出土している。

【SK889 土墳】

3 区中央 で確認した。 SD881、 SK88 2 より古く、 SK89 0 より新 しい。 平面形は不整 な楕円 形である。

規模は長軸 が3.5m、 短軸 が1. 6m 以上 で、 深 さは22cm である。 断 面形は皿 状である。 堆積土は地山プ

ロ ック を多く 含 む黒色シル ト で、 人為的な埋 土である。 遺物は出土していない。

【SK906 •909 • 910 • 9 1 1 •  9 12 土墳】

2 区 中央 で確認した。 こ れ ら は形態的に似 た特徴 を持 つこ とから一括 して述べること に する。 平面

形はいずれもやや不 整 な楕円 形である。 規模は長軸 が0. 7----1. 0m、 短軸 が0. 6---- 0. 8m で、 深 さは19---- 4 0

cmである。 断 面形は播鉢 状を主体と する。 堆積土は地山プ ロ ック と 炭粒、 土器片 を多く 含 む黒褐 色 シ

ル ト や褐 色砂質シル ト など で、 人為的な埋 土である。

遣 物はSK9 06 で土師器甕、 須恵器坪•高盤 ・ 甕、 SK9 09 で土師器甕、 須恵器坪・甕、 SK9 1 0 で土師

器甕、 須恵器坪 ・ 蓋 •盤、 SK911で土師器甕、 SK912で土師器甕、 須恵器坪 ・ 蓋 が埋 土から 出土して
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第37図 V - 2 • 3 区溝跡、 土墳断面図及び出土遺物



いる。 土師器甕 は非 ロ クロ 調 整 が主 体だが、 SK906 · 909 · 912 で はロ クロ 調 整 のものも混 じ る。 須恵

器坪 の底部資料 はいずれ もヘラ切り後ナデ 調 整であ る（第37図6 • 7 )。 また、 須恵 器盤 の底部 には「内」

の墨書 が認 められ る ( 8 )。

【SK907 土壌】

3 区中央で 確認 し た。 SI879 より新 し い。 平面形は楕円 形であ る。 規模は長軸 が0 .8m、 短軸 が0 . 7m

で、 深 さは20cmであ る。 断 面形は揺鉢 状であ る。 堆積土は地山プロ ッ ク と焼土粒、 炭粒 を多く含む黒

褐 色砂質シル ト で、 人為的な埋土であ る。

遺物は埋 土か ら非 ロ クロ 調 整 の土師器甕、 須恵 器坪 が少量出 土し ている。 甕 の内面には漆 が付着し

ている （図版10-23) 。

【SK908 土壇】

3 区 中央で 確認 し た。 SI879 より 新 しい。 平面形は楕円 形であ る。 規模は長軸 が0 .9m 以 上、 短軸 が

0 .8m 以 上で、 深 さは25cmであ る。 断 面形は皿 状であ る。 堆積 土は地山小プロッ ク や焼 土粒、 炭粒 を含

む黒褐 色砂質 シ ル ト で、 人為的な埋土であ る。

遺物は、 埋土か ら非 ロ クロ 調 整 の土師器坪 ・甕 が極少量 出 土し ている。 甕 の内面には漆 が付着 し て

いる （図版10-22) 。

【SK1114 土墳】

2 区中央で 確認 し た。 平面形は径0 .4m の円 形であ る。 深 さは45cmで、 断 面形は摺鉢 状であ る。 堆積

土は地山小プ ロ ッ ク を含む褐 色砂質 シ ル ト で、 人為的な埋 土であ る。

遺物は埋 土か ら非 ロ ク ロ 調 整 の土師器甕 （第37図9 ) が出土し ている。

4 区東 （第39図 ）

(1) 掘立柱建物跡 （第38 · 39図 ）

5 棟 確認 した。 東側に多い。 柱穴 が隅丸長 方形で長辺 （軸 ）35cm 前後 のものが主 体だが、 SB980 の

柱穴 はl m をこえる大き なものであ る。 方向は① ほぼ真 北のもの (SB980 • 987 • 989) 、 ② 北に対し 4

--.... 6 •  東にふれ るもの (SB986 • 988) があ る。 遺物は、 後 述 するもの以外か らは出 土していない。

【S8980 建物跡】

東側で 確認 し た桁 行3間、 梁 行1間の東西棟であ る。 SD892 · 978 より 古 い。 柱穴 は8 ヵ 所 検出 し てお

り、 すべ てで 柱の抜取穴 を確認 し た。 柱痕 跡が残っていないため推測 となるが、 平面規模は桁 行が南

側柱列で 総長5 .6m、 柱間寸法 は東か ら1.8m、 1 .9m、 1 . 9m、 梁 行は西妻で 総長3.5m であ る。 方向 は

南側柱列で E-1 ° -N であ る。

柱穴 は方形に近い隅丸長 方形だが、 西妻 柱穴 は長辺 が長 い。 規模は西妻 柱穴以外 の長辺 が1 .2m 前

後、 短辺 がl . lm 前後で、 深 さは深 いもので91cmあ る。 西妻 柱穴 は長辺 が1 . 4m、 短辺 がI . Om で、 深 さ

は南西隅 柱穴で110cmあ る。 また、 南西隅 柱穴 の北側には段があ る。 埋 土 は地山プ ロ ッ ク を多く 含む黒

色シル ト であ る。 抜取穴 はやや不 整 な楕円 形が主 体であ る。 長軸 は0 .9--....l . 3m、 短軸 は0 .6--....1.Zm で、

深 さは深 いもので1 14cmあ る。 地山小プロ ッ ク を含む黒褐 色 または灰黄褐 色シル ト で埋戻 され ている。
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第38図 v - 4 区東建物跡等柱穴断面図

遺物は抜取穴埋土 から非 ロ ク ロ 調 整 で外 面に段を持つ土 師器坪 と須恵 器坪 ・甕 が極少誡 出土 してい

る 。

【$8986 建物跡】

東側で確認した桁 行3間、 梁 行 2間 の東西棟 である 。 SD888 · 892 より 古い。 柱穴 は 6ヵ所 で検出

しており、 そのうち 5ヵ 所 で径 1 0�12cm の円 形の柱痕跡 を確認した。 平面規模は桁 行が南側柱列 で総

長 6. 7 m、 柱間寸法 は西から 1. 9m、 2. 4m、 2. 4m、 梁行 は西妻 で総長 4. l m、 柱間寸法 は南から 1. 9m、

2. l m である 。 方向 は南側柱列 でE- 4° -S である 。 柱穴は隅丸長 方形や楕円 形で、 長 辺 が30�50cm、

短 辺 が30� 40cm で、 深 さは深 いもので46cm ある 。 埋土 は地山プロ ッ ク を含 む黒色シル ト である 。 遺物

は出土 していない。

【$8987 建物跡】

東側で確認した東西1間 以上、 南北3間 の建物跡 で、 SD892 より古い。 柱穴は 4 ヵ 所 で検出 してお

り、 すべ てで径 1 2cm 前後 の円 形の柱痕跡 を確認した。 また、 南西隅 柱から 北に1間目 では柱痕跡 のみ

が確認された。 平面規模は東西が南側柱列 で総長 2. 5 m 以 上、 南北は西側柱列 で総長 4. 7m、 柱間寸法

は北から 1. 6 m、 1 . 6m、 1.5m である 。 方向は西側柱列 でN-3° -E である 。 遺物は出土 していない。

(2) 竪穴住居跡 （第39•40図）

1 軒確認した。

[Sl985 住居跡】

中央で確認した。 東側は削平されている 。 SK 994 よ り古く、 SK 981 よ り 新 しい。
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第40図 S1985住居跡

［ 平面形 ・規模］ カ マ ド の位置か らみて東西2.8m 前後、 南北2. 4 mの隅丸長 方形 と推定される。

［ 堆積土］ 地山土の粒、 焼土粒、 炭粒 を含む暗褐 色シル ト ( 1 層） で ある。

［壁］ 斜 めに立ち上がる。 高さは最も残り のよい西辺で20cmで ある。

［床 面］ 南西部 は地山、 他 はSK 981 埋土を床 面としている。 ほぼ 平坦で ある。

［ 主 柱穴・周溝］ 検出されなか っ た。

［ カ マ ド］ 北辺 中央に付設されていたと思 われる。 壁 を外 側に掘込んで つくられている。 側壁 は黄褐

色粘土で 構築 されている。 粘 土は掘込 み部 の両壁か ら張り つけられ、 住居 内に延びる。 東の側壁で は

南端が削 平されているが、 西の側壁 は長 さ60cm、 高さ7 ""'17cm が残存 する。 堆積土は前述 の1 層の下

に、 焼土と炭粒 を含む地山小プロック 主 体のにぶい黄褐 色シル ト ( 2層） が認められた。 カ マ ド の崩

落土とみられる。 また、 その底 面で は薄 い炭層が確認されたが、 焼 面は検出されなか っ た。

［ 方向］ 西辺で N- s • - E で ある。

［ 遺物］ 堆積土か ら非ロ クロ 調 整 の土師器甕、 須恵器坪、 転用硯、 鉄鏃 （図版10-31) が少量 出土し

た。 転用硯 は須恵器坪 の転 用で、 体部 を打欠 いて整形 し、 内面を硯 に使 用する（第 40図1 )。 なお、 坪

は静止糸切 り 後 に手持 ちヘ ラ ケ ズ リ 調 整 されたもので、 底部 には焼 成前のX 状の刻書 が認められる。

(3) 溝跡及び付属施設 （第3 9• 41図）

溝跡 7 条と付属施設 （橋 ？ ） 1 基を確認した。 溝跡 は西端に3 条、 中央に2 条、 東端か ら3 区にま

“ 



たがって1 条あり 、 東端 のもの以外 は南北溝である。 また、 西端 のもののうちSD682 · 960 は窯跡調

査区とQ- 2 区で南の延長 が検出されている。 規模は① 上幅1 .5m を越えるもの (SD682 • 960) 、 ②

上幅0 . 5......,l.5m のもの (SD892 • 971) 、 ③上幅0.5m 未満 のもの (SD977) 、 ④不明なもの (SD978 •

983) がある。 後述 するもの以外 の断 面形 は皿 状やU 字形 で、 堆積土は黒•黒褐 色シル ト のものが主 体

である。 また、 遺物はSD983 から土師 器の破片 が極少量 出土している。

【SD682 溝跡】

西端 で確認した南北溝跡で8 . 4m 分を検出した。 窯跡調査区とQ- 2 区で南の延長 が検出されてお

り 、 全体では長 さ235m以 上に及ぶものとみられる。 SD971、 SK973 より 古く、 SD960 より 新 しい。 以

下、 本調査区での所 見を中心 に述べ る。 上幅 は1 . 5......,2.3m、 下幅 は0 .4.......,1.0m で、 深 さは90cm である。 断

面形 はU 字形 で、 方向 はN-T-E である。 堆積土は自 然堆積の上層 ( 1 ......., 3 層） と人為的な埋土の

下層( 4層）に大別 される。 下層は地山小プロック を含む黒色シ ル ト である。 上層は 3層がにぶい黄

褐 色砂質シ ル ト 、 2 層が黒褐 色 シル ト で、 1 層は灰白 色火 山灰の一次 堆積層である。

遺物は本調査区の下層から土師 器坪 •甕、 須恵器坪 が極少量 出土している。 土師 器坪 ・ 甕 にはロク

ロ 調 整 のものがある（第41固 1 · 2 ) 。 また、 須恵 器坪 にはヘラ 切 り 無 調 整 のものがみられる。 その他、

窯跡調査区の下層から須恵 器甕 が極少量 出土している。

【SD892 溝 跡】

東端 から3 区にまたがっ て確認した溝跡で、 4 区でL 字 状 に8 .0m 分、 3 区で逆 L 字 状 に5 . lm 分を

検出した。 北側が削 平されているので不 明だが、 4 区北端 で溝の方向 がやや東にふ れることから、 方

形 または長 方形 に巡る溝であった可能性 がある。 SD888 より 古く 、 SB980 · 986、 SK976 • 992 • 993 • 

1118 より 新 しい。 上幅 は0.4.......,1 .0m、 下幅 は0 . 3.......,0.Sm で、 深 さは14......,27cm である。 断 面形 はU 字形

で、 方向 は西辺 で真 北である。 堆積土は暗褐 色 シル ト で、 自 然堆積である。

遺物は、 堆積土から土師 器坪 ・ 甕、 須恵 器坪 • 高 台坪 ・ 甕 が出土 している。 土師 器坪 ・ 甕 にはロク

ロ 調 整 のものがある（第41図 3) 。 また、 須恵 器 高 台坪 には焼成 前に底 部に一 状の刻書 をしたものがあ

る ( 4) 。

【SD960 溝跡】

西端 で確認した南北溝跡で8 . 4m 分を検出した。 窯跡調査区とQ- 2 区で南の延長 が検出されてお

り 、 全体では長 さ235m 以上に及ぶ ものとみられる。 SD682 より 古 い。 以下、 本調査区での所 見を中心 に

述べる。 SD682 に西側が壊 されているため明確ではないが、 上幅 は1 . 8m 以上、 下幅 は1 . 2m 以上ある。

深 さは86cm である。 断 面形 は逆台形 で、 方向はN-2°
-E である。 堆積土は3 層に分けられる。 3 層が

灰黄褐 色、 2層が黒褐 色、 1 層が黄褐 色 のシ ル ト で、 いず れも地山小プロ ッ ク を多く 含む人為的な埋

土である。

遺物は埋土から非ロクロ 調 整 の土師 器坪 ・ 甕 が極少量 出土している。 土師 器坪 には関東系のものが

ある（第41図5 ) 。

【SX990 付属施設】 （第38 · 39図）

西端 にあるSD960 溝跡の東壁 に沿っ て確認した3 個 の柱穴跡である。 SD960 溝跡の東壁 に沿 うこ
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池 種 別 出土遺構 ・ 暦 位 特 徴 口径 底径 器高 残存平 写真図版
1 土師器 ・ 坪 S凶2 . 下層 外 面 ： 切 り 繕 し不明一回転ケ ズ リ 内面 ： ヘ ラ ミ ガキー馬色処理 13.7 7.9 3.7 ほぼ完形 9-17 
2 土師器 ・ 甕 SD682 • 下層 外面：手持ちケズリ（ナデ状） 内面：粘土紐積上げ痕 両面にスス状の付苓物 (15.0) 6.5 (14.3) 1/2 9-20 
3 土師器 ・ 坪 SD892 • 堆積土 外面： ヘラ切り-·手持ちケズ リ 内面 ： ヘラ ミ ガキ→黒色処理 14.1 8.2 7.7 4/5 9-15 
4 須恵器 • 高台坪 SD892 · 堆積ゴ 外面： ヘラ切り→高台接合後 ロ ク ロ ナ デ 底部に焼成前の一状の刻楊 (14.0) 8.6 5.8 3/5 9-14 
5 土師器 ・ 杯 SD960 · 堆積土 関東系土師器 外面 ： ョ コナ デーヘラケズ リ 内面 ： マメ ッ (I0.7) ( 4. 3) 1/3 9-16 
6 須恵器 • 坪 SK981 ・堆積土 外ilii: ヘラ切り — ・ナデ (13.8) ( 9.4) 3.7 1/3 9- 18 

第41図 V-4 区東溝跡、 土塙断面図及び出土遺物

と 、 北側は不明だが東 と 南に は展開 し な い こ と 、 西側が SD682 に壊さ れた可能性があ る こ と 、 中央の

柱穴が小さ い こ と な どか ら 、 SD960 溝跡に伴う 橋跡か と 思われる 。

東側柱列の総長は3.7m で、 柱間寸法は1 . 85m 等間である 。 柱穴の平面形は隅丸長方形で、 南 と 北の

柱穴が長辺80........,90cm、 短辺70cmで、 深 さ は北の柱穴で98cmあ る 。 中央の柱穴は長辺46cm、 短辺42cmで、

深 さ は63cmあ る 。 埋土は地山小プロ ッ ク を含む暗褐色 シ ル ト であ る 。 柱痕跡は円形で、 南 と 北の も の

が径25cm前後、 中央の も のが径16cmあ る 。 遺物は出土 し て い な い。
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(4) 土壌 （第39 · 41図）

17基確認 し た 。 住居跡の あ る 中央 に 多 い。 平面形は楕円形 と やや不整な隅丸長方形が主体で あ る 。

規模は①長軸 （辺）が2 . Qm を越え る も の ( 8 基） 、 ②長軸 （辺） 1 . 0�2.0m の も の ( 5 基） 、 ③長軸 （辺）

I . Om 未満の も の ( 4 基） があ り 、 ①が多い。 後述す る も の以外の断面形は皿状や逆台形、 堆積土は黒

色や黒褐色 シ ル ト の も のが主体である 。 ま た 、 遺物は SK976 で土師器甕、 静止糸切 り 後回転ヘラ ケ ズ

リ 調整の須恵器坪、 SK979 で須恵器甕、 SK987 で土師器坪•甕が各々堆積土から極少麓出土 し て い る 。

土師器はいずれ も 非 ロ ク ロ調整の も のである 。

【SK973 土墳】

西端で確認 し た 。 SD971 よ り 古 く 、 SD682 よ り 新 し い。 平面形は楕円形である。 規模は長軸が2 . 7m、

短軸が1 . 9m で、 深 さ は56cmである 。 断面形は皿状である 。 堆積土は 4 層に分け ら れ る 。 4 層が黄褐色、

1 · 3 層が暗褐色、 2 層がにぶい黄褐色の シ ル ト で、 いずれ も 地 山 プ ロ ッ ク を多 く 含む人為的な埋土

である 。

遺物は 、 埋土か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 ・ 甕、 須恵器甕が極少量出土 し て い る 。

【SK981 土填】

中央で確認 し た 。 S1985、 SK984 よ り 古 く 、 SK1158 よ り 新 し い。 平面形は不整な楕円形である 。 規

模は長軸が3 . lm、 短軸が3 .0m で、 深 さ は60cmである 。 断面形は皿状である 。 堆積土は 3 層 に 分 け ら

れる 。 1 · 3 層が黒褐色、 2 層が黒色の シル ト で、 地山ブロ ッ ク を 多 く 含む人為的な埋土である 。

遺物は 、 埋土か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器甕、 ヘラ 切 り 後ナ デ調整の須恵器坪 （第41図 6 ) が極少屈

出土 し て い る 。

【SK982 土墳】

中央で確認し た。 SK988 よ り 新 し い。 平面形は楕円形である 。 規模は長軸が3 .5m、 短軸が1 .3m 以

上で、 深 さ は44cmである 。 断面形は逆台形である 。 堆積土 は地山プロ ッ ク を含む黒色シル ト で、 人為

的な埋土である 。

遺物は、 埋土か ら非 ロ ク ロ 調整の土師器坪 ・ 甕、 須恵器坪が少量出土 し て い る 。

【SKl 158 土墳】

中央で確認 し た 。 SK981 · 984 よ り 古 く 、 SK987 · 988 よ り 新 し い。 平面形は隅丸長方形であ る 。 規

模は長軸が2 . 2m、 短軸が1 .3m で、 深 さ は58cmである 。 断面形は逆台形である 。 堆積土は地山 プロ ッ

ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト で、 人為的な埋土である 。 遺物は出土 し て い な い。

4 区西 （第33 • 42図）

(1) 溝跡 （第33 · 42國）

12条確認 し た 。 東側に比較的広 く 分布 す る 。 南北溝が多い。 こ の う ち SD683•684 は窯跡調査区 と Q-

2 · 3 区で南の延長が検出 さ れて お り 、 SD683 に つ い て は前述 し た 。 規模は①上幅1 . 5m を 越 え る も

の (SD683 • 684 · 928 · 975 · 1000) 、 ②上幅0.5,.....,1 .Smの も の (SD926 · 944 • 945 · 999) 、 ③上幅0 . 5m未

満の も の (SD997·1151) 、 ④不明 な も の (SD998) が あ る 。 後述す る も の以外の断面形は皿状や U 字
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第42図 V-4 区西溝跡、 土墳断面図

形 な ど で、 堆積土 は 黒 • 黒褐色 シ ル ト の も のが主体である 。 ま た 、 遺物は SD944 か ら 非 ロ ク ロ調整の

土師器甕、 須恵器の破片が極少最出土 し て い る 。 なお 、 SD1000 は形状な ど か ら 北側の沢の分岐 し た も

の と 思われる 。

【$0684 溝跡】

中央で確認 し た南北溝跡であ る 。 12.7m 分を検出 し た。 Q - 3 区で南の延長が検出 さ れて お り 、 全体

では長さ 235m に及ぶも の と み ら れる 。 SD926 · 928、 SK929,..._,931 · 933 よ り 新 し い。 上幅は2.2,..._,2.4

m、 下幅はl. 3,..._,l .6m で、 深 さ は78cmである 。 断面形は逆台形で、 方向は N - 13° - E であ る 。 堆積土

は 4 層に分け ら れ る 。 4 層が にぶい黄褐色砂質 シル ト 、 3 層が黒褐色 シル ト 、 1 層が黒色 シ ル ト の 自

然堆積層で、 2 層 は灰白色火山灰の一次堆積層である 。 遺物は 出 土 し て い な い。

【$0928 溝跡】

中央で確認 し た 。 SD684 溝跡に T 字に つ なが る東西溝跡で、 3 . 7 m 分 を検出 し た。 SD684 よ り 古 く 、

SK931 よ り 新 し い。 上幅は 2 . 7,..._,3.0m、 下幅は0.5,..._,l .4m で、 深 さ は94cmであ る 。 断面形は段 を も つ

U 字形で、 方向は E-12° - N であ る 。 堆積土は 3 層 に 分 け ら れ る 。 3 層が にぶい黄褐色砂質 シル ト 、

2 層が灰黄褐色 シ ル ト 、 1 層が黒褐色 シル ト で、 自然堆積である 。 な お、 平面上で SD684 溝跡 と 切 り

合いが確認で き た こ と 、 堆積土の状況 か ら み て 、 本溝跡は SD684溝跡よ り 早 く 埋没 した と み ら れる 。

遺物は底面か ら 剥片石器が 1 点出土 し て い る 。

【S0975 溝跡】

東端で確認 した南北溝跡で、 7 . 2m 分を検出 し た 。 安全のため完掘 し て いない。SD683•997、 SK995·

996 · 1119 ・ 1120 よ り 新 し い。 上幅は5.5,..._,6.0m で あ る 。 下幅は3.9m未満、 深 さ は 135cm以上 と み ら

f-w 
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れ る。 断 面形は東側 に段をも つU 字 また はV 字 形と思わ れ る。 方向はN - 20° -E である。 堆積土は

黒色粘 土質 シル ト で、 自然堆積である。

遺物は堆積土から土師器甕、 須恵器坪 •甕 が極少量出 土し ている。 土師器甕 にはロク ロ 調整の も の

がある。 また、 須恵器坪 にはヘラ切 り後ナ デ 調整の も の がある。

(2) 土墳 （第33 · 42図）

67 基確認した。SD975 とSD926 の間に密 集する。 平面形は楕円 形が主 体である。 規模は①長軸 が2 .0

m を越えるも の ( 2 基）、 ②長軸1 . 0,.....,2.0m の も の (38 基）、 ③長軸1 .0m 未満の も の (27 基） があり、

大きいも の は少なく 、 2 .0m 以下の も の が多い。 断 面形は皿 状が主体で、 底 面が凸凹 した も の も みられ

る。 深 さは10,.....,30anの浅 いも の が多いが、 なかには64cm あるも の も ある。 堆積土は黒色 や黒褐 色シル

ト が主 体で、 底 面付近で灰黄褐 色シル ト が認められ るもの (SK951 · 952 など ）も ある。 いずれ も 地

山プロック を多く含み、 人為的に埋 め戻 され ている。 遺物は少なく、 SK931 で土師器-の破片、 SK952

で縄文 土器と土師器の破片、 SK953 で土師器甕 が各々埋 土から極少量出 土した の みである。

5 •  6 区 （第43固 ）

(1) 溝跡 （第43図）

5区で6 条、 6 区で2 条確認した。 5 区の も の は南端と中央 に分布する。 東西溝が主体で、 南北溝
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はSD8 95のみである。 規模は南端 のも の (SD8 95""8 97 )は上幅 0. 5"" 1. l m と小規模で、 中央 のも の

(SD8 98"" 900) は上幅l.5"" 7 . 7 m と大き い。 確認調査部分であり 、 掘下げ てい ない ため下幅 や深 さは

不明である。 検出面で確認された堆積土は黒• 黒褐 色 シル ト のも のが主 体である。 遺物は出土してい

ない。

6 区のも の (SD1 153 · 115 4 )はとも に南 北溝である。 規模は上幅 0. 3"-'1. 0m、 下幅 0. 2m 前後、 深 さ

1 6"-' 28cmと小規模である。 断 面形はU 字形で、 堆積土は黒色シル ト で、 自 然堆積である。 遺物は出土

してい ない。

(2) 土墳 （第 4 3図）

5 区で5 基確認した。 南 側にまば らに分布する。 平面形はい ず れも楕円 形、 規模はI . Om 程 度の小

さい も のが多い。 確認調査部分であり 、 掘下げ てい ない ため深 さは不明である。 検出面で確認された

堆積土は、 黒• 黒褐 色シル ト のも のが主 体である。 遺物は出土してい ない。

ヽし
i

8 .  その他の出土遺物 （第 4 4図）

上述 した以外 にも 堆積土やpit などから遺物が出土してい る。 全体に土師 器と須恵器が多い。 土師 器

は非 ロ ク ロ 調 整 の坪 ・甕 が主 体で、 関東系のも の （第44図 2 )も ある。 ロ ク ロ 調 整 のも のも あるが、

数は少ない。 須恵器には坪 • 高台坪 ・甕 のほか、 蓋 ( 8 ) がある。 坪 は図化 したも のをみると、 ヘラ

切 り 後ナ デ 調 整 のも の( 3 · 4 · 6 · 10) が多い が、 静止糸切 り 後 に手持ちヘラ ケ ズ リ をしたも の ( 5)

や回転糸切 り 無 調 整 のも の ( 9 ) も ある。 また、 高台坪 も 含めて 9---- 1 3 には底 部や体部に墨書 や刻書

がある。 墨書 のう ち 9 は「下 」、 1 0は「本」、 11 は 「口 人ヵ 」 （則 天文 字） と判読 した。 刻書 は12が焼 成

前のX 状の刻書、 1 3 は焼 成後 の刻書 で「太 」 である。

以上のほかでは縄文 土器、 弥生 土器 ( 1 ) 、 瓦、 硯、 鉄製品、 石製品 （砥石、 剥片石器） が出土して

い るが、 出土最 は極少ない。 硯 には転 用硯 のほか、 円 面硯 がある（固版10- 21、 V - 3 区検出面出土）。

III. 考察
今回 の調査区は広範囲に及ぶ。 検出遺構は塀 跡、 掘立柱建物跡、 竪穴住居跡、 井戸 跡、 溝跡、 土壊

などであり 、 遺物も 土師 器、 須恵器を中心に多数出土した。 遺構・遺物の分布は調査区東側が濃密 で、

西側では希薄 である。 そこで以下 では東側と西側に分けて検討する。

A. 東側調査区(N · 0 · P · Q- 1........, 4 · U · V 区）

塀 跡 2、 掘立柱建物跡23、 竪穴住 居跡1 0、 井戸 跡 6、 溝跡1 4 3、 土壊3 07 を検出した。 また、 遺物の

大部分がこの東側調査区から出土してい る。 なかでも 土師 器と須恵器が圧倒的に多い。

1 .  遺物について

縄文 ・ 弥生土器、 土師 器、 須恵器、 瓦、 硯、 鉄 ・土•石• 木製品 がある。 その大半は東側調査区で

も v- 4 •  Q- 2 区のSD 960 溝跡の東側で出土しており 、 特にU - 1 ・ 2 区、 v- z ....._ 4 区東の掘立
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ぬ 種 別 出土遺構 ・ 眉位 特 徴 口経 底径 器応 残存率 写真図版
I 弥生土器 V-4 区 ・ Pit65 剌突文・ 弧諒文 横走縄文 (LR) 天王山式？ 一部 10- 19 
2 土師器 ・ 坪 V-2 区I頃55·掘方埋土 関東系土師器 外面 ： ヨ コ ナデーヘラケズ リ 内面 ： ヨ コ ナデ ・ ナデ 0 1 .0) 4.2 J/2 9·19 
3 須恵器 ・ 坪 N·4 区 ・ 表採 外面 ：ヘラ切り ー・ナ デ 両面に火ダスキ (13.6) ( 7  .6) 4.6 2/5 10·1 
4 須恵器 • 坪 N - 4 区 ・ 表採 外面： ヘラ切りーナデ 底部に火ダスキ 内面全体に降灰 (ll.8) 6.8 3.6 2/5 10- 2 
5 須恵器 · 坪 Q - 1 区 ・ 検出面 外面： 静止糸切りー手持ちケ ズ リ (14.4) 9.8 4.2 3/4 
6 須恵船 ・ 杯 U·2 区 · Pit50 外面 ：ヘラ切り ー・ナデ ロ縁部に使用棋 産地 ： 大衡窯群 (12 6) ( 7  .4) 4 35 J/3 10·3 
7 須恵器 • 高台坪 V - 2 区 ・ 表採 外面： ヘラ切り→回転ケズリ→高台接合後 ロ ク ロ ナ デ 外体部に自然釉 Cl4.0) 8.9 4.3 4/5 1 0 -4 
8 須恵器 ・ 坪蓋 N -4 区 ・ 検出面 宝珠つまみ（径2.6cm) 外ilii: 回転ケズリ 一部
9 須恵器 ・ 坪 N賣4 区 ・ 表採 外面： 回転糸切り無調整 庭部に墨書 「下J ( 7  .4) 一部 10-12 
10 須恵器 ・ 坪 N-5 区 ・ 検出面 外面： ヘラ切り→ナデ 底部I�墨警 「本」 13.8 7. 7 3.8 ほぽ；；；形 10- 5 • 15 
I I  須恵器 • 高台坪 N-4 区 ・ 表採 社四、：こばら,krrt"! ロ ク ロ ナゲ ( 9.0) 蔀
12 須恵器 • 高台杯 Nべ 区 ・ 表採 外ilii: 切り離 し不明一高台接合後ロ クロナデ 厖部に焼成前のX状の刻嘗 一部 10·13 
13 須恵器 ・ 坪 V-3 区 ・ 検出面 口縁近く の外体部に焼成後の対書 「太」 一 部 10-14 
14 転用硯 Q - J 区 ・ 検出面 須恵器高台杯内 面 外 面 ： ヘラ切り →高台接合後ロ ク ロ ナ デ 底面に曼付行 9.6 

第44図 その他の出土遺物

柱建物跡と 竪穴住居跡周 辺 に 多 い。 以下、 遣物の大部分 を し め る 土師器 と須恵器について述べる 。

土師器は坪、 高坪、 甕、 甑、 須恵器は坪、 高台坪、 蓋、 高盤、 甕、 壷 な ど が あ る 。 破片資料が ほ と

ん ど で、 撮的には坪 と 甕が多い。 以下では特徴を と ら えや す い坪を中心に年代的な様相を み て み る こ

と に す る 。 な お 、 土師器坪に は関東系の も の も あ る が、 こ こ では在地の も の に ついて述べる。
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土師器坪には非 ロ ク ロ調整の も の と ロ ク ロ調整の も のが あ る 。 主体を し め る 非 ロ ク ロ調整の坪は、

有段の も のが多い。 そ れ ら は丸底で、 口縁部は内湾気味で あ り 、 内面に段や屈曲がな い も のが主体で

あ る （第11図 5 、 第32図 4 ) 。 一方、 ロ ク ロ調整の坪は少な く 、 底部切 り 離 し後に回転•手持 ち ヘ ラ ケ

ズ リ が施さ れ る も のが主体 を し め る （第41図 1 · 3 ) 。 以上の よ う な特徴の土師器坪は 、 東北地方南部

や県内の土師器編年 （氏家1957、 加藤1989) か ら みて 、 7 世紀末から 9 世紀前半の も の と い え る 。

須恵器坪には底部切離しが静止糸切 り の も の と ヘ ラ切 り の も のがあ る 。 前者の器形 は ほ と ん どが皿

形 と み ら れ、 切離しののち手持ち ・ 回転ヘラ ケ ズ リ が施 さ れ る も のが主体であ る 。 後者の器形は皿形

の も の （第11図 3 、 第41回 6 な ど ） と 、 底径がやや小 さ く 器高 も 少 し高いi宛形に近い も の （第34図 1 、

第37函 1 な ど） が あ る 。 ま た 、 切離し後に回転ヘラ ケ ズ リ ・ ナ デ調整が施さ れる も の と 、 無調整の も の

がみ ら れる 。 以上の よ う な特徴の須恵器坪は、 色麻町 日 の 出山窯跡や利府町硯沢 ・ 大沢窯跡、 築館町

伊治城跡 Sl173 竪穴住居跡の須恵器坪な ど に類例があ る （古川1993、 宮城県教育委員会1987、 菊地

1991) 。 年代的に は 8 世紀......., 9 世紀初頭の須恵器坪の特徴 を も つ と い え る 。

な お、 須恵器には体部がやや内側に く びれ、 口縁部が直立 す る 坪、 胴部が算盤玉状の広口壷な ど 7

世紀に遡る特徴を も つ も のが少 し あ る 。 広口壷は色麻町色麻古墳群に類例があ り 、 年代は 7 世紀後半

と さ れている （古川1985) 。

以上の こ と か ら 出土 し た土師器 ・ 須恵器坪 は 8 世紀代を中心 と し 、 やや広 く みれば 7 世紀後半から

9 世紀前半に わ た る も の と い え る 。 と こ ろ で、 他の遺物 も 土師器・須恵器坪 と 分布状況は同様である 。

し た がっ て、 縄文 ・ 弥生土器、 剥片石器以外の も の は概ね同じ頃の も の と 思われる 。

2 • 古代の遺構について

①塀 ・ 掘立柱建物跡

古代の塀跡は 2 条、 掘立柱建物跡は20棟検出 し た。 v- 4 •  Q - 2 区 SD960 溝跡の東側 に あ る 。

〈年代〉 以下の も の は遺構の重複 • 位置関係や方 向 な ど か ら 、 あ る 程度限定でき る 。

【S8625】 8 世紀代 と み ら れ る SD611 に近接し 、 方向 （南妻） が揃 う こ と か ら8世紀代 と 考 え られる 。

【S8886】 8 世紀末....._, 9 世紀初頭の SI841 竪穴住居跡よ り 古 く 、 それ以前 と み ら れる 。

【S8980】 SD892 よ り 古い。 SD892 は ロ ク ロ 調整で手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れた土師器坪（第41図 3 )

が出土 し た こ と か ら 9 世紀初頭頃の も の と み ら れる 。 よ っ て 、 SB980 は そ れ以前 と 考 え ら れる 。 ま た 、

近接する 7 世紀後葉- 8 世紀の SD960、 SX990 と 方向が揃 う の で同時期 と み ら れる 。

【S8986】 SD892 よ り 古 く 、 9 世紀初頭以前 と み ら れる 。

塀や他の建物は遺物や遺構の重複関係が少な く 、 年代は特定で き な い。 し か し、 上記の建物 の 近 く

に あ り 、 方 向 も 類似す る こ と や、 周辺か ら 多 く 出土す る遣物の年代観 な ど か ら 、 そ れ ら も 上記の建物

と 同 じ頃の も の と 思われる 。

〈規模 • 構造 ・ 建替 • 柱穴〉 調査区の制約のため全容がわ か る も の は少ない。 検出状況か ら桁行 3

間、 梁行 2 間程度で、 床面積が30吋以下の小規模な も のが主体 と み ら れる 。 構造は側柱建物のみであ

り 、 建替も SB627 に あ る のみ で あ る 。 柱穴は平面形が隅丸長方形を基調 と し 、 長辺が50cm以下の掘方

の も のが主体だが、 SB980 の掘方は長辺1 . l......,1 .4m、 短辺0.85-1 .2m、 深 さ 1 . 0m 以上あ り 、 本遺跡



の政庁内部の建物の も の に匹敵す る ほ ど大型である 。

〈重複関係 ・ 方向〉 掘立柱建物跡同士の重複が少な い こ と や、 竪穴住居跡 と 重複が あ る こ と か ら 、

竪穴住居跡の項で述べる。

②竪穴住居跡

10軒検出 し た。 すべて SD960 溝跡東側の U · V 区 に あ る 。 残存状況はいずれ も よ く ない。

〈年代〉 以下の も の は遺物や遺構の重複関係 か ら あ る 程度限定で き る 。

【S1804】 主柱穴の掘方埋土か ら ロ ク ロ 調整の土師器が出土 し て お り 、 9 世紀以降 と 考 え ら れる 。

【S1841】 住居の掘方埋土か ら境形に近いヘラ切り 無調整の須恵器坪 （第30図 1 ) が出土 し て お り 、 8

世紀末,..._, 9 世紀初頭 と み ら れる 。

【Sf842 • 843 • 885】 8 世紀末,..._, 9 世紀初頭の SI841 よ り 古 く 、 それ以前 と み ら れる。

【S1868】床面か ら ロ ク ロ 調整の土師器甕、 住居を埋め戻 し た 土 か ら境形に近く 、 ヘラ 切 り 後ナデ調整

の須恵器坪 （第34図 1 ) が出土 し て お り 、 9 世紀初頭頃の も の と 考 え ら れる 。

【S1985】 皿形で、 ヘ ラ 切 り 後ナ デ調整の須恵器坪 （第41図 6 ) が出土 し た 8 世紀後半の SK981 よ り

新 し く 、 それ以降 と み ら れる 。

他の住居は遺物や遺構の重複関係が少な く 、 年代が特定でき ない。 し か し 、 上記の住居跡 と 同様 に

U·V 区 に あ り 、 方向 も 類似す る こ と 、 周辺か ら 多 く 出土する遺物の年代観 な ど か ら 、 そ れ ら も 上記の

住居 と 同 じ頃の も の と 思われる 。

〈平面形・規模〉 残存状況等 か ら すべて隅丸長方形 と み ら れ る 。 規模は一辺が5.0m 前後の大 き い も

の と 3.0m 前後の小さ い も のがあ り 、 床面積は前者が20面前後、 後者は10面以下であ る 。

〈構造〉 すべて掘方埋土を床面 と す る 。 主柱 ・ 周溝は小 さ い住居 に は な い。 大 き い住居で主柱がわ

か る も の は いずれも4本である 。周溝は全辺に巡る も のが多い。壁沿いに板状の壁材痕跡があ る も の と 、

丸材 ま た は割材を並べていた と み られる も の と が あ り 、 前者が主体であ る 。

カ マ ド は北 に あ る も の が 3 軒、 東に あ る も のが 1 軒である 。残存が悪 く 詳細は不明であ る が、 SI887•

985 の カ マ ド は壁を掘込んで構築 さ れて お り 、 関東型の カ マ ド に類似 し て い る 。関東型の カ マ ド は志波

姫町御駒堂遺跡や宮崎町東山遺跡の ほ か、 本遺跡内 に も類例があ り 、 壁 を掘込む構築法や側壁等の構

築材に 白色粘土を使用する な どの特徴があ る （村田2000) 。 ま た 、 7 世紀後葉,..._, 8 世紀前半に盛行した

と み ら れ て い る 。SI985 の カ マ ド の構築材が黄褐色粘土であ る 点 は 、 白色粘土を使用 す る 関東型 と は異

な る 。 し か し 、 こ れ は SI985 の年代が 8 世紀後半以降なので年代差 に よ る も のか も しれない。 よ っ て 、

こ こ では壁を掘込む構築法を重視 し て 、 関東型のカ マ ド と みて お き た い。

〈方向 • 重複関係〉 掘立柱建物跡 も あわせて検討する 。 A : 北で西に振れる も の 、 B : ほぼ真北の

も の、 c : 北で東に振れる も の に大別でき る。 数的には A- 2 棟 と 3 軒、 B- 8 棟 と 1 軒、 C-10 棟 と

5 軒で B · C が多い。 ま た 、 重複関係は C → B (SB988 → SB987) 、 C → A (Sl885 → SI842 → SB886 

→ SI841、 SB918 → SI879) と い う 関係が認め ら れる 。 A と B の関係は不明だが、 官街内部の小館地区

では第II期以降に C → B、 城内地区では B → A の傾向がある （天野ほか2000) ので、 大 き く は C → B

→ A へ と 変遷す る と 推 定 さ れ る 。
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③井戸跡

古代 と み ら れ る の は堆積土に灰白色火山灰を含む N- 4 区の SE551 の み で あ る 。確認調査部分であ

り 、 掘下げて な い た め詳細は不明である 。

④溝跡

古代の溝跡は多数あ る が、 性格 ・ 年代な どの詳細があ る程度わ か る も の は SD611 · 661 · 682----684 •

692·960·928 の み で あ る 。 そ れ ら は後述す る よ う な性格から I 類 (SD611·661·960) と II類に (SD682

----684 · 692 • 928) に分け ら れ る 。 各々 に つ い て述べる 。

〈 I 類〉 SD611 は東西溝、 SD661·960 は南北溝である 。 今回確認で き た範囲では 、 南北溝は各々長

さ 175m 以上 と 長 い。 SD960 に は橋跡も付属する 。 と こ ろ で、 SD661 · 960 で は そ れ ら を境に遺構 ・ 遣

物の密度が大 き く 異な る 。 V - 4 区の SD960 周辺では東に建物・住居が あ る が、 西 に は な い。 遺物も

東 に 多 く 、 西は極めて少ない。 Q- 1 区の SD611 と 2 区 の SD960 周辺では SD611 の東の L·M 区（昨

年調査区） に建物が多いが西 に は な く 、 SD960 の西では溝や土壊 も 少な い。 追物量 も こ れに 准 じ る 。

な お 、 I 類の方向はいずれも ほぽ真北 ・ 東で整合性が高い。 逍物は SD611 · 661 で多い。

こ れ ら の 溝の性格は長さ や方向の整合性、 周囲の状況か ら み て 、 場を画す る 溝 と 考 え ら れ る 。 SD611

は南側の状況が不明だが、 溝 自 体の特徴は SD661·960 に類似 し て お り 、 同 じ性格 と 思われる 。 年代は

SD611•661 では皿形で回転•手持ちヘラ ケ ズ リ の坪、 皿形でヘラ切 り 後ナデ調整の坪 （第1 1図 1 ---- 3 、

第14囮 3 • 5 •  6 ) が出土 し て お り 、 8 世紀代 と み ら れる 。 SD960 では丸底で口縁部が直立 す る 関東

系土師器坪 （第41図 5 ) が埋土か ら 出 土 し て い る 。 関東系土師器坪の変遷 （村田2000) に よ る と 、 7

世紀後葉---- 8 世紀前半の坪 と み ら れる 。 ま た 、 SD960 は後述の SD682 よ り 古いので 7 世紀後葉--., 8 世

紀代 と 考 え ら れ る 。

〈II類〉 SD692 · 928 は東西溝、 SD682----684 は南北溝である 。 今回確認でき た範囲では 、 南北溝は

各 々 長 さ 230m 以上 と 長 い。 いずれも I 類で最 も 西 に あ る SD960 の さ ら に西側に あ る 。 II類の溝周辺

に は建物 ・ 住居がな く 、 II類の溝が主要な遺構である 。 堆校土は基本的に 自 然堆積である 。 方向は南

北溝が北 に 対 し 東、 東西溝が東に対し北にふれる 。 遺物は少ない。

II類 は長 さ の点 は I 類 と 同 じだが、 周囲の状況の違いか ら I 類 と 異な る性格が考 え ら れ る 。 周囲に

建物・住居がな く 、 長 さ の あ る 溝の類例は 、 隣接する上代遺跡に430m 以上に及ぶ南北溝があ る （菅原

1997) 。 場所は本追跡東側の段丘下の沖積地で、 溝の形状 ・ 規模 ・ 堆積土 ・ 遺物出土状況は II 類 と ほ ぼ

一致する 。 ま た 、 溝の性格は周囲が水田 であ る こ と か ら基幹水路 と み ら れ て い る 。 こ う し た 隣接地で

の類例 か ら 、 II類 も 水路 と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 今回の調査区 は開田時に お け る 削平が著 し い た め 、

II類が水田 に伴う も のかは不明である 。 よ っ て 、 耕作域に伴 う 水路 と み て お き た い。 年代は SD928 以

外では灰白色火山灰の一次堆積が認め ら れる こ と 、 SD928 が SD684 よ り 古 い こ と か ら 、 すべて 10世紀

前葉以前である 。 ま た 、 SD682 では 回転ヘラ ケ ズ リ 調整の土師器坪 と ロ ク ロ調整の土師器甕が出土し

て お り （第41図 1 • 2 ) 、 9 世紀初頭が上限 と み ら れる 。

⑤土壊

古代 と み ら れ る 土堀は多数ある 。 そ の分布に注 目 し て み る と ①住居近辺に集中す る も の (U · V 区住



居周辺） 、 ② ま わ り に建物や住居がな い と こ ろ に密集す る も の (N - 4 区、 Q- 1 区東、 V - 4 区西） 、

③その他の も のが あ る 。 こ の う ち② • ③ に つ い て は 出土遺物 も 少な く 、 年代や性格等の詳細は不明と

せ ざ る を え な い。 以下では、 ①の U · V 区の住居近辺に集中する土塙について述べる 。 こ れ ら は分布

状況から住居と 密接な関わ り を も つ と 考 え ら れ る 。

住居近辺の土塙は楕円形で径 1 .0m 前後の A 類 と 、 A 類 よ り 大 き く 、 形 も 不整な楕円形や隅丸長方

形の B 類がある 。A 類の う ち SK906 · 909----912 · 11 1 4 は V- 2 区 Sl868 近辺に あ る 。 こ れ ら は黒褐

色シル ト や褐色砂質 シ ル ト で人為的に埋め戻 さ れて お り 、 埋土に は炭粒や土器片が多 く 含 ま れ る 。 遺

物は土師器 に は ロ ク ロ ・ 非 ロ ク ロ 調整の も のが共に あ り 、 須恵器坪 に は婉形に近 く 、 ヘ ラ 切 り 後ナ デ

調整の も の （第37図 3 · 6 ) があ る 。 年代は 8 世紀末,.._, 9 世紀初頭と 思われる 。 そ の性格は住居の近

く に分布 し て い る こ と 、 埋土の状況 な どか ら ごみ穴の可能性 も 考 え ら れ る 。

B 類は住居近辺に多 い こ と 以外に こ れ と い っ た特徴がな く 、 詳細は不明である 。 た だ し 、 U- 2 区

Sl841 近辺の SK845 は 、 形状や規模から 竪穴遺構の可能性があ る 。 竪穴遺構の類例は多賀城市山王遺

跡に あ り 、 本遺跡で も 昨年の調査で7基検 出 し た。 その性格 に つ い て は工房や作業所 （佐藤ほか1997)

に 加 え 、 収蔵施設 （物置） の可能性 も 考え ら れ て い る （村田ほか2000) 。

3 . 奈良 • 平安時代の官街外側 （南西部） の様子

〈官術南西外側の様子〉 遺構・追物の あ り 方か ら SD960 南北溝を境に大 き く 東西 に分 け ら れ る 。 東

側は建物 ・ 住居があ り 、 遺物も 多い こ と か ら集落域 と 考 え ら れる 。 西側は建物 ・ 住居が認め られず、

溝や土塙す ら少ない調査区 も あ る 。 遺物 も極めて少ない。 主要な遺構 は II類の溝で あ り 、 そ れ ら は上

代遺跡の例か ら 水路 と み ら れ る 。 よ っ て 、 西側は耕作域 と と ら え ら れる 。 その場合、 東西 を分ける位

置 に あ る の が SD960 であ り 、 こ の溝 は集落域 と 外側 と を画す も の と い え る 。 し た が っ て 、 官街南外側

の集落の西の広が り は SD960 ま で と 考え ら れ る 。 な お、 V - 4 区の SD960 は小館地区政庁のほぽ真西

230m に位置する 。

と こ ろ で、 奈良 • 平安時代の官街外側の集落で、 集落を画す施設 を も つ例に は大和町一里塚遺跡、

古川市権現山遺跡がある 。 両遺跡では多数の建物や住居が大溝 （壕） と塀で囲 ま れ て お り 、 環壕集落

と と ら え ら れ て い る 。 大溝 （壕） と塀の区画施設は山王遺跡で も 検 出 さ れ て い る 。 こ う し た 例 と 今回

検出の遺構を比べる と SD960 は長いが、 幅や深 さ は大溝 と い え る ほ どで は な い。 塀 も 未検出で あ る 。

ま た 、 検出 さ れた の は合の と こ ろ 西側の SD960 のみで、 他の三方の状況は不明である 。 よ っ て 、 一里

塚・権現山遺跡の よ う な環壕集落 と 本遺跡は現段階では同列に論 じ ら れな い。 規模の小さ さ か ら み て 、

む し ろ異 な る あ り 方の可能性があ る 。 その位置付け は来年度の調査 を は じ め 、 周囲の調査の進展 を ま

ち 、 今後の課題 と し た い。

0落内の様子〉 昨年の調査の結果、 名生館官衡遺跡の南正面が一般集落 と は異 な り 、 井戸を伴う

建物群が展開す る こ と 、 そ こ に郡司や郡家出仕の役人 層 な どの人々 が集住 し て い た こ と が明 ら か に

な っ て い る 。 それに今回の調査成果 も ふ ま え 、 官街の南西外側の集落の様子を述べる 。

ま ず、 本調査で は V - 4 区で大型の柱穴を も つ SB980 建物を検出 し た 。 こ の建物は集落域の西を画

す SD960 と そ の入口 に あ た る橋跡 SX990 に近接し 、 方向 も ほぼ揃 う こ と か ら 、 そ れ ら と 同時期 と み ら

75 



76 

れる 。 建物 と し て は 3 間 X 1 間で、 平面規模も 約20m2 と 大 き く な い。 だが、 柱穴の規模は昨年検出の

郡家役人層の住 ま い と し た建物群の柱穴を上 ま わ り 、 名生館官街遺跡の政庁の建物に匹敵す る ほ ど大

型である 。 したがっ て、 昨年の建物群 と は異な る性格が考 え られる 。 周囲の状況が明確では な く 、 そ

の性格も不明 と せ ざ る を え ないが、 政庁建物に匹敵する 大型の柱穴や、 集落域を画す溝 と そ の橋に近

接 す る 位置か ら みて 、 官術集落の入口 に設け ら れた郡家に付属する 公的施設の建物の可能性があ る 。

次に 、 U • V 区で竪穴住居跡が10軒検出 さ れた こ と か ら集落内 に お け る 庶民の生活空間の存在が指

摘で き る 。 特筆さ れる の は関東型 と み ら れる カ マ ド を持つ住居があ る こ と で あ る 。 周辺では関東系土

師器 も 出土 し て お り 、 居住者には関東出身の移民やそ の子孫が含 ま れて い た と 考 え られる 。 ま た 、 今

回出土 した鉄製品 6 点の う ち 4 点が住居、 1 点が住居 よ り 新 し い土堀か ら 出土 し て い る の も 注 目 さ れ

る 。 種類は鏃 と小刀であ り 、 そ れ ら か ら軍事に関わ る 居住者の存在 も 想定で き る 。

以上の こ と か ら 、 官街南側の集落には郡家役人層の住 ま い の ほ か、 庶民の生活空間 も あ り 、 さ ら に

郡家に付属する 公的施設が存在した可能性 も あ る 。

と こ ろ で、 集落内の建物群や住居の分布は一様ではない。 V- 3 区、 V- 4 区東では建物や住居が濃

密だが、 U 区や V- 2 区では建物や住居が点在する 。 ま た 、 昨年の調査 し た L • M 区や N - 2 · 3 区

では建物や井戸 は 多 いが住居 は な い の に 対 し て 、 U · V 区では建物と住居が検 出 さ れ、 井戸は ほ と ん

ど認め ら れな い。 よ っ て 、 集落内での場の利用状況は一様では な く 、 あ る 程度使い分 け さ れ て い た と

考 え ら れ る 。 特に L · M 区、 N - 2 · 3 区 と U · V 区での住居 • 井戸の有無 と い う 違い は 、 郡家役

人層 と 庶民 と い う 居住者の違 い を 示 し 、 同時に両者の居住域の差を示す と み ら れ る 。 方格地割が施さ

れた多賀城下 （ 山王遺跡） で は、 東西大路に面 した区画に国司 ら 上級役人の邸宅が あ り 、 階層の低い

人々 は その裏に居住 した と と ら え ら れ て い る （菅原ほか1996) 。 遺構の あ り 方の差か ら みて、 同様のこ

と が名生館遺跡の集落内 で も 同 じ こ と が考 え ら れ る 可能性がある 。

B .  西側調査区 (Q- 5 ,.._, 9 · R •  S · T 区）

検出さ れた遺構は、 掘立柱建物跡 4 、 溝跡19、 井戸跡 2 、 土壊83で あ る 。 し か し 出土遺物が少な く 、

年代や性格が分か る も の は ほ と ん どな い。 東側調査区では 、 SD960 南北溝を境に西側は古代の遺構の

密度が非常に低 く な る 。 そ の さ ら に西の本調査区では明確に古代の遺構 は な く 、 東側 と は時代や性格

の異なる遺構が検出 さ れ て い る 。 以下では 、 そ の中 で も ま と ま っ て検出 さ れた土塙について記述する 。

①類、 ②類は落 と し穴である 。 時代を特定でき る遺物は出土 し て い な い が、 同 じ調査区から僅かに

縄文土器が出土 し て い る こ と や 多 く の類例から推定す る と 縄文時代の可能性が高い。

③類は西側調査区の 中 で も 南東部に 多 く 見 ら れる 。 中 で も Q- 9 区の SK699 は人為的に埋め戻さ

れ、 底面から は須恵器壷が正位で、 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪が伏せ ら れた状態で出土 し て お り 、 墓壊

と 考 え ら れ る 。 ま た③類は 、 多数の木棺墓が検出さ れた古川市新谷地北遺跡 （木皿 • 早川 1992) に も

類似 し て お り 、 墓壊と推定で き よ う 。 ③類か ら は年代を特定でき る遺物は出土 し て いないが、 SK699 の

出土遺物及び新谷地北遺跡の年代よ り 、 8 ,.._,10世紀の可能性を指摘 し て お く 。

④類は 、 平面形が長方形や方形を 基調 と し 、 大 き さ で a、 b 類に細分で き る 。 長軸方向を南北 に し 、



長辺の一方の壁がオ ーバーハ ン グす る と い う 点が最大の特徴であ り 、 そ の多 く は標高の高い西側の壁

で あ る。 対応す る壁は緩やかに立ち上が り 、 a 類の底面は傾斜を持ち 、 b 類は段を持つ も のが多い。 こ

の付近は開田の際に50cm以上削平 さ れて お り 、 本来の深 さ は70-90cm以上あ っ た と 思われる 。 堆積土

は明確に人為堆積 と判断で き る 下層 と 、 自然か人為堆稜か判断で き な い上層に大別でき 、 いずれ も オ ー

バーハン グ し た部分に入 り 込 む よ う に斜めに堆積 し て い る 。 上層 は②類土壊の杭状痕跡 と 堆積土が類

似 し て お り 、 板材痕跡、 あ る い は板材の抜 き 取 り 痕跡の可能性 も 考 え ら れる 。 a 類、 b 類 と細分さ れた

が、 形態や堆積土の類似性、 それぞれ重複 し な い こ と な どか ら 同 じ時期の も ので あ る 可能性が高い。

そ し て時期は SK720 の 1 層 か ら 天王山式土器の破片が出土 し て お り 、 弥生後期以降 と 見 ら れ る。 こ の

よ う な特徴を持つ土堀は こ れ ま で ま と ま っ て検出さ れた例がな い。今回の よ う な限 ら れた調査区では、

時代や性格な ど に つ い て判断でき る資料を十分得 る こ と はで き ず、 類例の増加を待ち今後の検討課題

と し た い。

IV. ま と め

1 .  今回の調査区は古代玉造郡家 と み ら れ る 名生館官衡逍跡の南西外側に位置する 。 検出遺構は塀跡、

掘立柱建物跡、 竪穴住居跡、 井戸跡、 溝跡、 土壊で、 遺物は 7 世紀後半......, 9 世紀前半の土師器 ・ 須

恵器を中心に多数出土した 。 遺構 ・ 遺物の分布は調査区東側が濃密、 西側は希薄であ る 。

2 .  東側調査区は遺構 ・ 遺物の分布 か ら 南北溝 SD960 を境に さ ら に東西に分け ら れ、 東側に は掘立柱

建物跡や竪穴住居跡が多数分布 し、 遺物 も 多 い こ と か ら集落域 と み ら れ る 。 西側は遺構 ・ 遺物が少

な く 、 水路が検出 さ れた こ と か ら耕作域 と 考 え ら れ る 。 そ し て SD960 は官街南西外側の集落の西を

画す る も の と と ら え ら れ る 。

3 .  昨年の調査では官衡南外側 に お け る 郡家役人層の住居域が明 ら か に な っ た。 そ して 今回の調査で

は、 東側調査区に お いて竪穴住居跡が検出さ れ庶民の居住域の存在が明 ら か に な っ た。 さ ら に は、

そ の 中 に お い て官街政庁の建物に匹敵す る 規模の柱穴を持つ掘立柱建物跡が検出 さ れた こ と に よ

り 、 官街南外側に は郡家付属の公的施設 も 存在 した可能性 も 考 え られた。 ま た 、 掘立柱建物跡 ・ 竪

穴住居跡 • 井戸跡な どの遺構の構成が昨年 と 今年の調査区では異な る こ と か ら 、 郡家役人層の居住

域、 庶民の居住域な ど官衛南外側ではある程度の場の使い分 け が な さ れ て い た と 推定 さ れる。

4 . 西側調査区か ら は土壊群が ま と ま っ て検出さ れた。 性格が分か る も のでは縄文時代の落 し 穴 と 8

......,10世紀の墓壊が あ る 。
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第 1 表 遺構属性表
塀 ． 掘立柱建物 ・ （橋） 跡属性表

遺構名 区 構 遣 規 模（閲I 鯰 艮(m) 往間寸法(ml 柱穴平面形と規模（長軸 ・短輪•沢さ ： cm) 柱(cm) 万Fl(') 璽 覆 閲 係
SA630 P2 I本往列 I閏以上 2.3↓:u: 北から不明・?.3・不明 楕円形 お 20-25 お 閉材 N- 3'-E 
SA1020 QI 往月 S.3以上 惰l'I形 30 お 13 径12 N- 3'·\Y 
s祁お n 藉北棟 4間X2111J 7.0X4.2 附からI.ヽ · 1.8· 23 • (1 .5) 西から2. 1 ・ (2.1) 隅丸長方形 50 40-50 況 径15 真北 SB6お ーS邸22
SB6t!A P2 2飢虹XI閏以上 u以上 XI .&以上 百から2.2 ・2.2 雨からl.8 隅方 お 20 15 径JS E-13'- S S勤27 →Sll621 
SB627B P2 2閲以上XI間以上 UVJ..l:Xl.9以t 百から2.3 ·2.2 耐から1.9 隅方形 30 お 20 径18 E- 13'- S S1*27→ SD621 
SB6i<J P2 l扉は；X I鳳吐 2.2社X2.0紅 百から2. 0 南から2.2 隅丸長万影 筏 お 18 径13 N·l9'·W 
SB631 P2 l間以上Xl間以上 2.1以上Xl.6以上 北から1.6 覺からZ.1 隅丸艮万影 23-30 20-お IS 径LO 真北
S87ヽ 5 RI 澗以�XI問以と 5.3tJ.1:x4.l以t 棗から2.6 ·2.7 北から4 1 隅丸艮方形 25-30 34 34 径l?-16 E-S'· S 
$8746 RI 東五棟 3間x2閲 8.8XS 2 iliから2.8 •3.I ・ (2 8) 頁から2.6·2.6 隅丸長方形 20-30 2, 2� 径10-18 E·lt·S 
S87ヽ 7 RI 寮棟 3関X2閲 9.0XS 0 百から3.1 ·3. 0 ・ 2.9 捐から(2.5)·2.5 隅丸艮万影 20-30 22 22 径10-16 E- 10'- S 
S81姻 即 2間XI閲以上 5.0XU以上 稟から2.3·2.7 北から4.2 隅丸長方杉 沿～” 濁-40 •2 径 E- 33' - S 
S郎II U2 東棟 2問XI問 2.6x2.2 累から1.35 • 1.お 北から22 隅丸長方形 24-32 22-30 ＂ 程H E-6"·S 
S即 U2 lllllx 1 間 3 .6Xl 2 百から3.2 雨から3.6 隅丸長方彩 50-70 40啜 20 径IS N- 10'- E S図55
S細 U2 1問XI間 3.9X3.3 6から3.9 北から3.3 隅丸1i形 45 lO J I  径10-15 N- 1'- W S郎54
S関,11 U2 嘱以l:Xl問以t l.7以上X2.3以上 夏から2.2 · 2.5 北から2.3 隅丸長方形 2,-15 扮-32 23 径15 真東
S郎86 U2 東 3問X2間 S.6X3.7 稟から1.8 . I. 岱 ・ 1 .85 /tb• ら1.8 ・ 1.9 隅丸万彩 lS お 21 径20 E·lT· S S訪42- S寧→ S1841 
SBII04 V2 2間X2間以上 4.8X4.l以上 北から(2.4) · (2.S) 棗から (2.0) 2.1 楕円形 箕 20 14 程8 N-Ir-E S81104-S籾6S
SBIIOS V2 2間XI問以上 3.9X2.-\>:lJ: 北から1.9 ・ 2. 1 軍から2.3 惰円形 30 20 II 径10 N·IS'·E ssno,-s障,. SKllll 
S籾16 \『3 躙XI関以上 5.I Xl .6以上 西から2.6 · 2.S 北からl.6 隅丸長方影 岱滋 ⑳ -, ゚ 18 径10-20 E- 6● -N SB916→ SD913 
S即17 \13 3間XI間以上 1.9X2.I以上 i!!iからS.4(2閲分） ・2.S 酎から2.1 隅丸長方影 35 25 15 径10-15 E- 4'- N S籾17-函S況81'1115-寧•889
S閲18 V3 棗棟 潤X2間 3.9X3、 8 洒から2.1 ・ 1.1 捐から2.0 · l.9 楕円形 35-l5 25 17 程10 N- 9'-E $8918 -SK915 
Sll919 VJ 3間X2問以上 S.OX3.9以 上 棗からI.8 · 1.5· 1.7 北から1.9・1.9 隅丸長方形 30---お 25-3() 21 径12 E·3"·N SI訪7ーSB919
SB920 \13 1間XI間 3 0X2.7 消i. 1 西3.0 楕円影 30-的 祁-is 20 径12-15 N- 28' -IV SI訪7-Sll920
SB921 Vl 2閲X I間以上 UX2.6以上 百から2.9 · 2.o 北から2.6 偶丸長方形 •5 30 21 佳15 E-31"- N $1887 -S即l
S8922 V3 棗棟 2閏X2間 s.sx3.4 百から2.3 · 2.1 北： から1.8 • 1.6 楕円形 40-;5 泊-•o 13-:n 径10-25 E·IO'·S SB922- SKlll8 -S呻 -SD886
SB9SO ＂ 棗百棟 潤XI間 S.6X3.S 寮から1.8 • 1.9 · 1.9 i'li3.S 贔丸艮方形 110-1船 ss-120 110 径30-40 E- 1'- N SS980 -SD892 ·978 
$8986 Vヽ 顆樟 潤X2閃 67XU 百から1.9 • 2.4 ·2.4 清から1.9 ・ 2.1 隅丸長万形 囮澤 柏-�o 46 田0-12 E- 4'-S SB9S6 -S0092 · 訪8
S89訂 Vl 3間XI閏以上 ux2.s以上 1t� ヽ ら1.6 · l 6 ・ 1.5 i!!iから2.5 隅丸艮方形 30-35 20-25 34 径12 N·3'·E S8981→S況92
SB瑯 VI I閏以上XI関以上 2.2以上X2l);人と 雨から2.2 百から2.l 隅丸方形 35 20-30 19 往12 N- 6'- E 
SB偲9 V4 夏棟 1間XI問 •.sxz.; 由.5 憎25 隅丸艮方形 25-35 30 29 往10-15 N-r- E SB辮 → 印
SX990 vi 嶋 2間x不明 3.8X不明 1.85苓間 隅丸長方形 的 70 98 径25 · 15 N·4'·E SX990 -SD960B 

竪穴住居跡属性表

遺構名 区 平面形 規 模(m) II!(叩） 主柱穴 周 溝 カ マ ド 方 向 その他 璽 複 関 係
SI珈 UI 隅丸長方形 4.8X 4.6 慣長 •一 4 本 ほぽ全渇 北辺中央 N-12"- E 壁柱穴布り S1804 - SD853 
S1841 U2 （隅丸長方形） (4.5)XU 12 ( 4 ) 本 西 • 南 ・ 北辺、 璧材痕跡利り N·5'·W 中央部床補修 如·瓜S脳ら→幽—血碑碑
SJS-IZ U2 ⑮丸長方形） (4.0)x3.5 ( 4 ) 本 西 ・ 惰 •北辺、 壁材痕跡有り N-25·- E Sl885 - Sl842 - SBS86、 Sl841
S1843 U2 （隅丸長方形） (4.6) X l 7以上 ( 4 ) 本 西 ・ 雨 辺、 豊材痕跡有り E- s·-N S1843 - SI84l 
$1885 U2 （隅丸長方形） 3.2以上xo.s以上 西 • 北辺、 墾材霞跡＂り N- 26·-E SI邸s - S1842
S1868 V2 隅丸艮万形 3.I X2.9 22 焦し 篤し 北辺中央 N•G'•W 貯蔵穴2開有り SDl 106ー SI邸8- SK906
S18i9 V3 （隅丸畏力影） 4.8Xl .5以上 " 西 ・ 附辺 E- 4'- N SD913 ー S1879 一 SK瑯 · 907
S1880 V3 （隅丸長方形） (38)X2. 7以上 ( 4 )本 東•南辺 E·ll"· S 
S1887 V3 （隅丸長方形） 5.6X3.2以上 6 稟 · i'!i ・ 崩辺、 壁材痕跡打り 東辺附端、 関東型 真東 璧材の押さえに白色粘土使用 S1887 - Sll694、 S8919 · 980
S19お V4 （隅丸方形） (2.8) X2.4 20 撫し 霊 し 北辺中央、 関東型 N- 5'- E SK981 → S1985 - SK994 

井戸跡属性表

遺構名 区 平面形 断面形 規模（艮軸xlll輪m) 深さ((II) 重孜閲保 堆憤土などその他の特徴
SE551 NI 隅丸方形 l.5X I.I以上 S応51 - S凶7 灰白色火山灰プ ロ ッ ク を 含む昂褐色シルト主体
S碑 NS 楕f'I形 l.2X I . I  黒褐色シルト主体
SE: 唸9 NS 惰円形 l .5Xl ,2 鳳褐色シルト主体
S邸12 Pl 円形 箱形 径1.0 70 S因I I → S邸12 上層ー 地山プn ッ クを多量に含む黒色粘土＂シルト （人為）、 下層ー黒色・褐灰色砂質シルH自然）
S胚13 Pl 円形 笞形 往0.8 60 上眉ー地山 プ ロ ッ ク を多量に含む昂色粘土9シ ル ト （人h)、 下層ー黒色•褐灰色砂質シルH自然）
SE764 S2 円形 0ート状 径1.4 168 地山プロックを多く 含む黒色シル トと黄褐色・ 筍褐色砂打シルト （人Al
SE77S S3 円形 逆台形 径2.5以上 140 J:層ー黒色シルト （自然）、 下層ー地山プロッ ク を 多 く 含む昂色シルトひcl.\)
SE849 U2 楕円影 箱形？ l .OX 0.9 88以上 1-41111一砂プロ ッ ク を 多 く 含む島褐色シルト、 2層一昂褐色シル＂質砂. 3層ーオリープ褐色砂（人Al

溝跡属性表 1

遺構名 区 上幅(m) 下幅(m) 深さ(cm) 断面影 方11,J(') 重 複 関 係 埴積土などその他の持微
SDJ72 N4 u-2.1 0.6 40噸 逆台形 真東 Slll7l• 蕊·611·印. s碑·邸・劾•6ll-SOJi2 黒色シルト主体（自然）
S図74 N4 0.4 逆台形 t:·T·N SK560→ SD314 → SD312'l98·SS2 鳥色砂＂シルト主体（目�)
SD398 N4 0.7-l.l  0.3 ｀゚ U字形 E- 9'-1, 匹! · 印 • 印. SK641 -SD398 -SD372 細プロックを含U愚色シルト主体（人Al
SD553 N4 0.2----0.3 •S E·l'·N SK648 -SDS54 -SDS53 黒色シルト主体（自然）
S応54 Nヽ 0.2へ.s 51 E- 1'- N SK6l8 -SIJ55ヽ →SIJ553 黒色シルト主体（自然）
S応” Nヽ 2.3-3.4 38 N· :J!l"·\V S臨1→S碑 黒色枯土貫シルト主体（自黙
s瞑7 NI 0. 8-2.2 36 E· l8'·N SD587-S畑·586一SD55S 暴褐色シル ト 主体（自然）
SD637 NI D.1-1.0 0.6 50 U字形 N- 6"- E SIJ638、 SE551 -Sll637 I層→砂Rゃ炭化物を少し含む黒褐色シルト、 2 111 -lil灰色帖土、 3 層 ー仄色枯土(g然）
SIJ638 N4 2.3-1.0 2,0 2$ llll状 N· T W S況39-SJJ6謁-s蕊I -SD637 1層ー黒褐色シルト ， 2層ー黒褐色砂賃ンルト、 3111一褐灰色シルト買粘土（自然）
SD639 NI 0.2--0.4 0.2 ” U'i'形 N•2'•W SIJ639-Sll638 地山プnックを多く 含U賃灰色秒＂シル トU..Al
S凶O N4 0.7--<l.8 0.4 10 逆台形 N- 3'- W SKS80→S凶O 昂褐色防土主体（自然）
SD&l2 N4 0.2一0.4 0.l ” 真東 S1J5S2'312'39S →S凶2 属褐色シ／日卜主体（自然
S凶3 N4 o.s-1.1 0 l 34 U字影 N·34'·11' SK557-SIJ643 - SKI 156- SD398 地プ0ックを含U黒褐色帖土主体（人Al
S臨2 N4 0.2-0.4 0.2 5S U字影 N- 3'-E SK56l·S62、 SD374-642-S臨2 愚色枯土＂シルト（自侶）
S匹 N; 2.0 1 .6 ;o 箱影 E- 8'- N S四 -s血 如プロッ9 を含U黒褐色砂nシルト （人1.1)
Sll634 NS 0.8 0.5 so 逆台影 Eも'•N SD643 -SK593·o9l・1157. S0636 細プ0ック を含む墨•患褐色の枯土とり(Al!)
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溝跡属性表 2

遺構名 区 .t暢(m) 下蝙(m) 深さ(cm) 断画形 万向 (' ) 重 複 関 係 I 崖積土などその他の特微
s邸 NS 1.1-1 S 0.7-1.l lO 逆台形 N-10'-E $0636→S邸 11層→黒褐色シルト買粘土、 2-4眉ーにぷい賣褐色枯土、 3-5層ー地山小プロックを含U黒褐色栴土(6然）
S血 N5 3.7 2.0以上 30 皿状 E- 8'-N S血·紐 S碑·班IISl→S暉→SD63S 1•2111一 鼻褐色じ土主体((jl!). 鴻 —紐プロッ9を含U鼻褐色は土(Ali,)
SD590 N, o.s-1.1 E·12'·S 黒褐色シル ト主体
SD591 NS 0.5-0 8 E·S'·N 鳳褐色シルト主体
SD600 02 22.0 E- 19' - S 黒色枯土主体（自然）、 沢

S渕IA O'l 0.6-1 I 0.2---0.、 25 U字 £·31'·N SK595·596•597• 臨→ SD6()IA•8 .ti· 息Ida:クをJ(含U綱責虹濱シ外と輩匹シルト(All. l'I· 砂を少し含0111・鼈員色じ土(01!)
$06018 O'Z 0.7 o., 20 U字形 E·32'·N SKS95-596•597·� → S渕IA·B 黒褐色砂賃シルト
Sll602 (P. 0.7--0.9 0.6 JO U字影 N- 4>'-W S碑·603- SD602 黒褐色砂質シルト主体
S0603 02 0.4-..-0.5 0.2へ.3 7 U字形 E· IO'·N s⑩3→ S0012 闘色砂＇シルt主体
SD604 02 2.3 0.7 75 U字影 E- 32'-N S0606·601- SD60� 這•地山10ック を含む黒褐色駐土貫シルH人為）、 下層一晨•晨褐色砂•防土主体（自然
S碑 ゜ O.H.6 0.4 13 U字彰 N- i9' -£ S血- SD607. S応98·· S囚04·602 黒褐色砂賃シルト主体
SD6()7 O'Z 0.2�.J 0.1---0.2 16 U字形 N·T·W Sll606- S碑-s珈 黒褐色砂質シルt主体
SD6IO 02 0.?-0 4 0.1---0.? 30 U字形 N·20' ·E SKm·799•1001 -S邸IS- SIJ610 黒褐色砂＂シルト主体
SD617 02 0 2-0 3 O.lへ.2 13 U'i'影 N- 6' -E S0618 - S0617 - SK616 黒褐色砂胄シルト主体
SIJ618 oz 0.1-1.2 0.3-l.O 14 U字形 E· 28'·S SKIOIO・1011 -Sll618 -Sll617 属褐色妙買シルじ主体
SD611 Pl 2.6 u-2.2 5(1 逆台形 E・2"·S SD611→ SE612 11層一灰白色火山灰層、 2-3.111一 息•黒褐色帖土9シル ト. .� 層ー地山土と黒色砂質シルトの互層（自然）
S0619 P2 OH.8 0.3----0.4 45 U字形 £- 20'-N SD619→ Sll620 1層ー地山10ック主体の淡負色シ朴(All)、 鳩—員色雑シ，，�m霞）
SD620 l'Z OH.8 0.3 40 U字形 E- 18'ボ SD619·1018- s応？〇 1層ー舅色シル ト、 aー畠色砂質シルH自懇）
50621 P2 0 4---0 6 02へ.4 10 U字形 E・8'·S SB627A-627B、 SB6お→50621 黒色シルト主体(8然）
SD1018 l'2 0 2へ.3 0.1 17 Uキ形 E-30 ' -S SDl018→ SK622、 SD620 黒色シルト主体（自然）
SD1019 P2 0.5 0,3 5 U字形 N·IT·W SB62iA-621B一SD1019 黒色シルト主体（自然）
SD632 Pl 0.6-0.7 03 20 U字形 N·l'·E 層灰色帖土主体（自然）
S碑 QI 0.8-1. 0 0 4 II U字形 E- 21'- IV S以82-S凶9 属色シルト主体
SD649 QI 1.4-1.8 0.3--<I.! 90 段付U字影 N-19'-E S0l82 - SD619 上層ー黒色駐土、 下眉ー蜻山プロックを多く含む黒色貼土（自然）
Sll6Sl QI 0.5-1.0 0 2-0 8 27 U字 N·l3'·E S啜3·知、 SKI081→SK687-Sll65l 黒色シルト主体
Sll65? QI u-u 0臼.9 15-� 皿状 E·l'·S 血 SKIOl!-匹-s碑•681•1暉. sおII 属色艇貫シルト(8然）
SD653 QI 0.2-0.4 0.1 6 U字影 E- 42'-S 黒色シルト主体
S0654 QI 1.5-2.0 0.6-1.4 お llll状 E- r- s SK656-Sll654→ SK釦・磁 l/11ー昂色シル ト、 環—鴫灰貴妙、 3屠一愚褐色砂胃シルH自然）
$0655 QI 1 .6-2 9  1. 2-2.s 19 皿 N·IO'·\V SKIOlO ・ 磁-s碑 -SDI昭 ・ 磁 • 偽8 晨褐色シル ト主体
S澤I Ql•VJ 1.9 1.6--1.7 、1S 逆台形 真北 SK662 -50661 -SK臨 ー SK即 上層ー黒色シルト、 黒褐色砂貫シルト（自然）、 下胃一褐灰色枯土
s訪63 QI O.H.8 0.1-0.5 16 U字形 真東 S澤S·総8�Sll663→SK総7•お1 黒色シルト王体
S0611 QI 0.2-1 0 0.1--0.6 お U字形 E-28'·5 SDI028-S0671 → S0102N72$K670 晨褐色砂貫シルト主体
S以72 QI 0. 臼6 0.2-0.4 12 U字彩 N-10'-E SD671 - SD6n 属色シルト主体
Sll677 QI 0.3へ�.. O.l"-0.3 16 U字杉 N- 29'- E 属色シルト主体
SIJ678 QI 0.9-1.3 0.6-0 9 笈＇ U字杉 N·J'·W SKI043 → SJJ678 黒色艇胃シルト主体
SD619 QI 0.3ヘ-0 6 0.2へ.4 13 U字影 N- 3'- W 息褐色シルト主体
SD680 QI O.H.8 0.3へ.6 ， Uキ杉 N-r- w 黒色シルト主体
S肉I QI 0.2-0.3 0.1へ-0.2 20 U字影 N·2!r·E SD1028→ SD681 - SD1027、 SK670 星色シルト主体
Sll688 QI 0 2-0 7 0.1---0.6 17 U字影 E- 23' -N 50655、 SKI的7- · SD68S -SD663 鳳褐色シルト主体
SD1021 QI 0.2-0.、 0.2 5 U'i'彰 E-S'- N 黒色シルト主体
SD1022 QI 0.2-0.s 0 Iへ0 2 14 U字影 E·9'·S 黒色シルト主体
SDI023 QI G.3-0.S 0. 1---0.2 ， U字影 E·5'·N 鳳色ンル ト主体
SD1024 QI 0.3 0.1 8 U字影 N- 29'-E S邸- SD1021 暴色シルト主体
SD1025 QI 0.3-0.6 0 Z---<J 5 I& U字形 N・ 8"· W S01025一 S01026→ SD1027 鼻褐色シルト主体
SD1026 QI 0.3 0 l 12 U字杉 N·30'·E SD1025 -SD1026- SD1027 昌褐色シル ト主体
SD1027 QI 0.1-0.6 0.3 5 U字影 E- 19'- S  SDI位i→S0l026 - SD1027 鳳褐色シルト主体
SDl028 QI 0.4-0.9 0.3--0.S 20 逆台形 E-1'- S SDI028 -Sll681·671 -S邸10 地山プロック を含u鳥褐色シル｝ （人Ill
SD1029 QI 0.2-0 5 0 1-0. 2  14 U字 N·:l'·E 黒色シルト主体
S血 Q2•V4 2.9-3.1 2.3-2.6 謁 逆台形 N-15'-E l-3'5·6111一黒・昂褐色帖土·Iii土＂シルト主体、 J /1 一灰白色火山灰Ill(自然）
S碑 Q3 O.l-0.7 0.2---0.4 34 U字形 N-15'-E 1111ー 黒色帖土胄シルト、 2層ー員色砂貫ンルト（自然）
SDIOヽ 5 “ 0.3-0.S 0.2-0. 3 10 U字影 N•r·E S0l1M5 -SDl1M6 黒色シルト主体
SD10l6 Q3 0.6-0. 8  o 2...;i.s ?2 U字彩 E-rr- s  SDlOIS- SD10l6 黒褐色シルト主体
SD689 Ql 0.l-0.7 0.2へ.6 ?3 逆台形 E- 20·-s 鼻色砂貫シルト主体
S0690 “ 1.3-1.6 1.1-1. 2 3ヽ 逆台影 N· 2S'·E SD690 -SD691 愚色砂9シルト主体
S0691 QI 0.6 0. 23 U字彩 E-tr-s SD690 -SD691 昌色シルト主体
50692 “ 2.9-3.2 1.8-2.2 82 逆台形 E-28'- N 1-3·S-1層倶•黒褐色枯土•枯土質シルト•砂賃シルE主体、 4層仮白色火山灰層(t:I然）
SD695 Q5 0.3-..0.6 0.2-0.4 19 U字形 E· IO"· S 黒色シルト主体（自然）
SOI邸 “ 0.1-0.3 0. 1 2 U字影 E·n'· S 黒色シルト主体 （自然）
SD189 Q8 1.3-1.7 0.7-1.0 30 口状 E- 3"-N Sll694 -SD7防 鼻色シル ト （自然
SD1052 Q9 0.3 0. 1-0.2 ， U字形 E・12·-s 黒色シルト（目然）
S応引A Q--S 1 .3-2.0 0.1---0.8 況 U字形 E·19'-35·- s  SK1Jl• 732 - SIJ6� -SDI臨·139 I層ー黒色シルト、 2 層 ー黒褐色シルH自然
s訪94B Q-S 1.1-1.1 0.4-1.0 n U字形 E-19'-35' -S SK731·732 -S応94 -SDI臨·739 1/1ー尾山ブロックを多く含U黒•黒褐色シルト、 2 111 -黒褐色シルト（人1.1)
SD696 Q-S 0.4-1.3 0.2へ0.1 38 U字形 N- Jr--so·-w S0697ーS0696 I 層 ー培山土の粒を多く含U黒褐色シM-(人b)、 2層ー黒色シル（自然
s訪97 Q-.S 0.8 0.2 16 U字形 N·ll"·II' S0101 -S0697→函％ 1/11一晨褐色シルト、 2/11-灰褐色砂賃シルH自然）
SD698 Q-S 0.5-1.0 0.2�.s 蒻 U字形 E- 29'-3r -s SK699'7お·7:lo·737-SD698 灰褐色シルH自然）
SD701 RI 0.3-0.7 O.Z---0.l ， 皿状 N·ff· W Sll6!l7- ·SD70l 黒褐色シルt主体 （人A)
$010)4 RI 0.2�0.9 0.1へ-0.6 21 U字形 E·22"·S 黒色シルじ主体
SDIOお RI 0. 臼.8 0.3へo•• II U字形 E-IT- S 黒色シル杞主体
SD1056 RI o. 臼.6 0.1へ. 4 27 U字形 N· 31"·E Sll694.H�B→ SD1056 黒色シルト主体
SD7位 R3·Sl 2 2-3.1 1.,-2. 0  95 逆台影 N- 30'- E SK128 → SD702 1・2層一炭位や地山土位を含む黒褐色シルト、 3 層 ーにぶい黄褐色砂（自然）
SD729 R3'SI o s-1.6 o.、--4.1 箕 逆台影 N-i9'-33'- E SD729→ SD730 I眉ー属色シルト、 2層ー黒褐色砂9シルH自侶）
SD1060 応 0.2鼻.3 0.1---0.2 14 U字形 N- 4·-E 黒色シルト主体
S0703 R6-SI o.s�1.0(1.E6l 0.3ヘ., 54 段付U字形 N•6"-IO'•E 1層 ー地山プ0ックを含U鳳褐色シルト（人1.1), 2-4層ー黒•黒褐色シルトの互層（自然）
SD730 SI 0. 臼．？ 0.3へ.. 13 Uキ形 N- 21"- E SD729→ $0030 鼻色シルH自然）
SD781 Tl 1.0 0.5 66 逆台影 N- 38'-E SD784 -SD78.I I H層ー地山上位を含む黒褐色枯土賃シル ト （自然）、 3層ー亀山プ0ックを含U愚褐色帖土買シル ト（人Zl)
501お Tl 2.2一2.4 u-1.s 綿 逆台影 E・:lr· S SD784 → SD785 I 1-3眉―培山遠を含U黒褐色粘土貫シルH目然）、 4層ー地山プ0 ック を含U黒褐色砂買シルト （人為）
亨 Ul 1. 9-2.1 1.8-2.0 18 llll状 真買 黒褐色シルト主体
SD切3 UI 0.7--0.8 0.6以上 16 U字影 E·l3"· N S籾11 -SD803 黒色シルH自然）
S諒10 UI 3.3-U 2 9-3.S 36 llil状 1'"13"· W Sll818'819、 S邸15·816-821 →S総10 1·2層ー黒•島褐色シルト、 3層ーにぶい賃橙色砧土貫シルfぽl然
SD811 UI 0.4 12 E- 12"- N S灰II →SDS03 黒色シルト（自ti)
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溝跡属性表3
遺構名 区 上蝙(m) 下蝙(m) 汲さ(cm) 断薔形
SD812 UI 0.4--0.8 0.2へ.5 s 皿状
50817 Ul l.2以上 I.I以上 ＂ 皿状
S総18 Ul l.2以上 0.1以上 29 U字形
SD819 Ul 0. 3-1.2 0.3以上 30 逆台形
SD8>l UI O.H.7 0.4へ.s ＂ Uキ形
S籾31 In 0. ヽ -1.0 0.2--0.4 l 皿状
SD紐 U2 0.、--0.6 0.2---0.4 42 U字形
50833 l/2 0.3�.6 0.1へ.3 16 U字形
匹ヽ U2 0.2へ.4 0.1---0.3 13 U字形
SD1067 in 0.2-0.3 0.1以上 3 U'i'形
SDI臨 l/2 0.2へ.5 0.1-0.3 ＇ U字形
SD1069 In u-1. s 0. 7-1. 0 20 U字形
四 UJ 1.7 0.6 56 Uキ形
SD860 田 0.6-1.6 0.3"--0.4 88 Uキ形
S障I ぼ•VI 1. 6 
SD862 UJ•VI 7 2-8 .0 S. 3 l6 皿状
SD1087 Ul•VI 1.5以上
SDI仰8 lll·VI 0.7以上
SJJ863 VI 2.1-3.0 
S灰阻 VI u-2.2 
SDIIOI Vi o.s-1.2 
SD1 102 VI 1.1-1.1 
S籾65 V2 3.4-5.2 1.9-st.3 お ll1l状
S01106 V'I 0.9-1.3 0.3�.5 6 U字形
SD1 107 V2 0.4-0 6 0. 2--0.3 10 U字形
SD1108 V2 0.2-0.6 0.1へ.3 16 U'i'形
SD1109 1'2 O.l 0.2 4 U字形
SDl110 V2 0.2-0.3 0.1 ， U字形
S戚l V3 0.4--0.6 0.3---0.4 I↓ llll状
S血 V3 2.1-2.7 0.5 I況 0ー ト状
SD894 V3 0.2-G 3 0. 1へ.2 6 U字形
SIJ913 VJ o.z�.• 0. 2へ-0.3 12 Ill!伏
SD923 V3 0.2 
SD924 VJ 0.2 
Sll925 V3 0.2へ.3
SDl115 V3 0.1--0.4 0.1へ.z 10 Jill状
S況9? W・\'3 0.4-1 .0 0.3--{).8 11-ri U字形
S�82 W・⑰ 15-2.3 0.4-l. O 90 U字形
Sll684 V4·QJ 2.2-2.4 1.3-1. 6 18 逆台形
S0926 vi 0.7-0.9 0� へ0.6 23 U字
SD928 Vl 2. 7-3.0 o.s-u 94 段けU字形
S0944 V4 0.7-1. 0 0.3へ.6 23 U字形
SD945 Vヽ 0.5-1.0 0.3---0.7 “ Uキ形
SD960 V4·Q2 1.8以上 I 2以上 杖i 逆台形
SD97t Vl 0.4-1. 0 0.2�.6 29 III状
SD'J75 V4 5ふ-6.0 3.9未潰 1お以上 段付U字形
SD977 Vl 0.4 0 2 ％ U字形
SD978 Vヽ l. l以上 0.8以上 32 逆台形
S0983 Vヽ 1 .3以上 0.7以上 ヽ0 逆台形
SD997 Vl 0.3--0. 5 0 2-0. 3 12 塁状
SD998 Vヽ 0.3以上 0.2以上 s 口状
SD999 V4 0. 臼.9 0.3--0.8 お Uキ影
SDIOOO V4 2.3以上 I 2以上 31 U字杉
S01151 Vヽ 0.2-0.3 0.1---0.2 5 U字影
S鰈95 v, 0.5以上
S函 v, I.I 
S籾97 I'S l.l 
SD&98 VS 7.7 
S呻 vs 41 
S碑 v, l.5 
SD1153 V6 0.7-1.0 0.3以上 Z$ U字形
SDIIS4 V6 0.3-0.S O. l--0.3 16 U字影

主要土塙属性表 1

万向(') 重 複 関 係
E-s·- N 
N-9"- W 
N•S"•W 
N-l8'- W SDS19-S碑·SIS-S0810

真東 S1804 - Sll353 
N·IS"•E SD1067→S灰131
N- 36' -E 
E· IT· S S134I - SD833 
E·ZO'- S 
E- 16' -S SKI071- S1JI067-SD831 
E· IT· S SK硲 一SDI綴
E·26··N 
N·T- E S寧→ S伐9
N- 6'-E SOS60→S槌59- • SKI媒·1098
真百 SK1096·· S諏l

E-10' - S S戚3•即→ S寧
N- 41'- W 
E・23"-S

真棗 SDS64 → SD863→ S璃I
E- 4'- N 碑4 →SDll61· 恥3
E・�-s SK1103-SD1101 

N- 45'- W 
E- 3'- N S81104 →  SDS65 -S81105 

N- 41'-W SI磁. SK柘1- •SD1106
N· ll'·E 
N- 29'- E 
E疇 Z'· S

N·16'·E 
N-ZT- E S8917→ SK防0→S戚1 -s双82-914
N· 9··E S8922· 蜘、 S0092→ SD888 

N-14'會w S8920. SI胡7→S澤4
N- 22'- E S8916→ 勁13- • S1879, SKil16 
E- 23' - S S邸91、 SD924- SD923 
H·N SD!l24 ーSD925·923
N·6"· E SD9'24→ S0925 → SK891 
N- 冗 -E S6917- SD1ll5- • SK1111 

真北·E、3"·S 寧·綴． 函6•霰・搾l·lll!-Slll9?-S1逗
N·T·E S碑ーS曲→ SK913、 S0971
N-13'-E 潤％ ・ 蟷ぷ硯9 • 蠣 ・ 饉 · '33 - 暉
N·3l'·£ SD926一 SOOS.
E·12'·N SK931 -SD928一S況“
N·23'·E S隅7-9胡•1139-SD91ヽ

E- 知滋·- s 澤9•96l•ll!2•112l•ll!Hl27•1111·11渇-Sl5Cs
N・,- E SX蜘-SD960→Sll682 
N・l'·IV SK972•913-S0911 
N-20' -E 血·節. SK恢·9'J6·1119・1120�叩叩
E· 36"·N 
N·S'· E S細-SIJ978
N- 5'- E 
E・13'·N
N-8' - W S碑→ SK93M39 
H-N S碑→SK953 
E・ 40'-N SDIOOO ·· S珈5
E·23'·N SK1150 -SDll51 
N-2 1' -E 寧-s総�,→S氾01
E-10"-S S寧-SDS%-S四I
E· 32'·S 
E·lO'·S 
E- 30·-s 
N'•N 
N·7'· E 
N-lf- E 

堆積土などその他の符微
黒色シルト主体
黒褐色シルト主体
亀山ブロックを多（ 含U鼻褐色シルH人h)
1111-灰白色火山灰層、 M眉ー黒褐•貨褐色シル ト （目然）
黒色シルト主体
黒色シルじ主体
黒色シルH自然）
黒色シルト（自然｝
黒色シルト（自包）
黒色シルじ主体
腑褐色シルト主体
舷色シル�flllo土 （自然）
黒褐色シル忙主体(fl然）
I眉ー黒色シルト、 2 層 一灰白色火山灰JII、 3•4眉ー黒褐・略褐色砂nシルト（自然）
黒色シルじ主体
上層ー黒色粘土買シルト、 下眉ー灰白色火山灰（自然） 沢
黒色ンルトま体
黒色シルじ主体
グうイ化したU黒色粘土（自然）
グ9イ化したほ霊色帖土（自侶）
黒色シルト主体
贔色シルト主体
1/1ー地山プロック を含U嘉褐色シル H人為）. 2層一貴褐色シル�l'I砂（目ti)
黒褐色シ，，，ト主体
黒褐色シルト主体
黒褐色シル ト主体
黒褐色シルト主体
鼠褐色シルト主体
晶色シルト主体
I層ー黒色シM、 :II -鳥褐色シルト、 3111 -1+を含UオリープB土賃シM(l!!!I)
晨褐色砂胃シルト
黒色シルじ主体
黒色シルト主体
熊色シルト主体
黒色シルト主体
犀色シルト主体
爵褐色シル ト（自然）
I●ー反M畑j 灰●. !.1-1嗣a>M. 31-t.:い貴員包'1!Y外(61!), ti- 馴1•77lctb墨色ツルH人•l
渭 — 黒色シルト、2 層 一灰8色火山灰層、3 眉 ー黒褐色シルM層ー にぶい貴褐色紗胃シル（自侶）
黒褐色シル ト （自然）
1·211-黒褐•灰賣褐色シルト、 3層ーにぷい負褐色妙＂シル ト（自然）
暗褐色シル ト（自然）
厨褐色シル ト（自然）
地プロックを多く含む貨褐•愚褐•灰黄褐色シル ト（人1.1)
息褐色シル ト （自然｝
鳥色砧土買シルH自然）
黒色シルト主体
恩色シ，，， ト主体
晶色シルト主体
黒色シルト主体
昌色シルト主体
地山プロックを含む黒色シルト u、為）
鼻色シルト （自然） 沢
黒色シルト主体
黒色シルト主体
昂色シルト主体
昌色シルト主体
鳳色シルト主体
罠色シルト主体
篇色シルト主体
黒色シルト主体
黒褐色シル｝主体

遺構名 区 平 断 規撲（長饒X短給ml 深さ (cm) ll 複 閲 係 椎積土などその他の特Ill
SKS58 Ni 不覧形 I← , t.J..tXI.I以上 SK淑→ SDm 砂位を含〇嘉褐色シルt (A贔）
SKS59 Nl 隅丸畏方形 2.5Xl.4 SKお9 ーsom 砂Rと地山プロックを含む黒褐色シル � (人)))
S碑 Nヽ 1111'1影 I.SXI 0以上 SK劾→ SD372 砂位を含む昂褐色シル� (人為）
S殴3 Nl 不蔓惰円形 1 }X0.7 砂位を含U黒褐色シル� <AAJ
SK566 Nl 不璽影 2.2以上Xl.5 SK646ー S碑 砂位•地山プロ ック を含IJ晨褐色シル ト LJ-AJ
SK641 Nl 不贄影 3.9X2.3以上 30 SK641 - SD398 妙位•地山プ0ック を含U黒褐色シルト 仏為）
SK644 Nヽ 不 皿状 l 5以上Xl.5以上 15-30 l 層 ー砂位を含�オ リ ープシM、 2 111 ー地山プロガを含むオリ ーブ黒色シルト（人14)
SK64S NI 不楕Pl形 袋状 0.9X0.7 お 1層ー黒褐色砂貫シルト. 2層一貴灰色砂9シルf (人Al
S邸46 NI 不整形 llil状 2.3以上XI .S 8 SK646ーSK64M66 妙位と培山プロックを含む黒褐色シル ト い、Zll
SK647 NI 惰円形 llil状 0.9XO 8 “ SK646→ SK647 砂プ0ックを含む黒褐色シ，，，ト（人おl
SK648 N4 不薦 袋状 3.SXl.0 お S碑→SK6ヽ 8 渭-!;I奴地山プ0ックを含U黒褐色シルト、 2層一培山ブ0ックを含む貨灰色シルM人Al
SK5!13 KS 惰円形 置鉢伏 0.6以上X0.3以上 ％以上 SK591 -SK593 恩褐色砂買シル ト
SKS9l NS Ill円形 袋 0.6以上xo-.以上 26以上 SK594 -SK治3 黒褐色砂買シルト
SKll57 NS 不明 麟状 2.0以上xo.s以上 34以上 SX636 -SK 1 157 - S訪ぶ 黒褐色砂胃シルト
SK596 02 捐円形 l!I状 0,8X0.6 “ SK605-SK596 -Sll601 地山プロックを含む黒褐色粘土



主股土墳屈性表 2

遺構名 区 平面影 断面形 規模｛長軸X思鶴m) 深さ(a,) 重 複 関 係 壇積土などその他の符徴
SK597 02 惰1'l影 llll状 0.6X0.4 l3 SK姻-SKS97 一 SD6(JJ 地山プロ ック を含む欝褐色栴土
SK磁 02 楕円影 袋状 1.0紅X0.5紅 25 SK60,-S応96·597 →S拗I 捨山ブロ 7 ク を含む黒褐色店土
SK磁 02 !Kl'! 影 皿状 I.I X0.9 切 SK609• 793 -SK磁 尾山プロ ックを多く 含U極暗褐色枯土買シルト（人�)
SK的9 02 惰円影 皿状 l.9Xl,4 お �K7● ,.791ネS細ceSK608 尾山プ0 ックを多く含む鼻褐色佑土（人為）
SK793 O'Z 不緊楕円形 皿状 0 6X0 6 33 

"' 地山プロ ックを多く 含む極園褐色枯土11シルト（人為）
SK7� 02 不llll'l形 皿状 0.5以上X0.4以上 1 SK7りi →SK793→ SK609 地山プロックを多く 含U極陪褐色枯土nシル!-(.A.為）
SK614 Pl 惰円杉 Jill状 Ut.U:x0.7以上 49 晨色砂シル ト主体（自然）
SK622 ” 惰円移 皿状 L. 8以上XL.2 お SDl018 -SK6況 l層ー砂を含U黒色シルト、 211-賃灰色帖土胃シル}(Q然）
SK623 P'l 惰円影 Jll1状 0.9X0.S ” I眉～砂を含U黒色帖土買シルト、 2層—灰賃色ij(自然
SK624 P2 惰円杉 JIil状 0.9X0 8 2ヽ 黒色砂買シル ト（自然）
SK626 n 惰f'I影 皿状 0. 7X0.6 12 黒色シルじ主体（自然）
SK殴 Ql 円形 逆台形 l.6Xl.6 56 Sll6S2 -SK紬 地山プnックを含む贔色砧土9シルH人為）
SK殴 QI 不整形 皿状 u以上xo.9以上 21 SK656-Sll654· 蕊 黒 色シ，，，ト主体
SKお7 QI 楕円形 逆台影 l.7X06以上 37 上 Iii ー黒色シルト（自然）、 1'111-地山プロ7クを含(/農色；；ルH入A)
SK臨 QI 円形 逆台影 I. I以上X2.0 6? 上 層 —黒色シルト（自然）、 下肩ー地山プロックを含む鼻色シルト（人為）
SK6;9 QI 祠 逆台影 2.SJ.:ll:X0.9f.lJ: 貌 SK659→ SK磁 上ー黒色シルH自然）、 下層ー地山プロックを含む黒色シルト（人 ）^
SK660 QI 惰円形 逆台彩 2.5X2.3 56 SK絲9·磁 - SK660 I上眉—1りーブ昂叫辻貫シ朴＆潤灰包辻ともの互眉旧船. 1'置→紬101?を択含鴎•鼻褐色暉シMと騎灰負お土(�)
SK662 QI 不 逆台形 1 .4以上xo.s以上 93 SK約2-SD661 晨色シルト主体
SK66ヽ QI 捐円影 逆台形 J.5XI.O 42 SK綴→ SK664 炭位を少し含む黒色粘土胃シル ト（自燃）
SK臨 QI 隅丸艮万影 逆台形 2.0X0.9 20 SK緬-SK磁ーSK細 叫プロックを多く含U黒・貴灰色シルト（人ti)
SK磁 QI Ill円影 逆台形 J.0X2.I 56 Sll654 → SK邸→ SK664•665 細プ0ッ クと砂を多 く 含U覇患褐•褐灰色シルト （人Al
SK661 QI 構 逆む形 3.5以上X2.I 52 Sll661、 SK668-674→ SK667 上層ー黒色シル比褐灰色枯土（自然）、 下層ー逓山ブロックを含U又貴褐色妙＂シルト（人bl
SK668 QI 円形 笥形 I.9XU 85 $0661-SK磁 一 SK667 軸プロッ9 を含む昂•黒褐鰈土主信 （人お）
SK的9 QI 楕円形 逆台形 2.I Xl.9 SI SK673- SK約9 晨色シルト主体
SK670 QI 隅丸長方影 ●状 3.6以上X3.0 28 SD671·681・1028- SK670 I層ーJI\色砂胃シルト、 2-3層ー黒色砧土賃シルト主体(8然）
SK673 QI 不明 逆台形 2.0駄Xl .S祉 40 SK67l- SK673一SKli69 ひと地山プロックを含む黒•灰負色シルト（人為）
SK674 Qi 帽円形 逆台形 l.7X l.3 65 SK61• - SK667'673 上眉ー黒色シルト（自然）、 下Illー地山プaッ9主体のにぶい貢•浅貨色粘土（人為）
SK6乃 QI 祠 羅状 l.l以上x0.7以上 13 SK675-SK616 黒褐色シル E主体（自然
SK676 QI 楕Pl形 □状 l 4XJ I 22 SK67> -SK676 黒色シルト主体（自然）
SK邸？ Qi Pl形 ll1状 0.8以上Xl.6 岱 SD6S2· お3 →SK687-Sll651 黒色シルト主体（自然）
SKI姻 Ql 惰円形 璽状 0.8以上Xl.2 lS SD652 → SKI鵡 鳥色砧土9シルト主体（自然）
SKIOll QI 惰円形 ●状 0.6以上XO6 30 SKI的I -SKID況·SD651 黒色シルト主体
SKI匹 QI 嘉丸只万影 匿状 i.2X0.5以上 お SK1033·1031→ SKl032-SD652 黒色シルト主体（自然
SKI的3 Qi 帽円形 墨状 0.6以上X0.6 12 SK1033→ SK1032 黒褐色シルト主体
SKI知 QI 捐円形 ●状 0.7 X0.6 22 鳥色シルト主体
SKI邸 Ql 不明 墨状 I.I以上xo.s以上 11 SKI03S-SKI036 黒褐色シルト主体
SKI関6 QI 楕円形 量状 0.8以上X0.9 16 SKJOお-SKI036 晨色シルE主体
SK1031 QI 楕円形 Ill状 0.5以上XOA 31 SKJ037-SD6簡 賃灰色砧土賃シルト主体
SKI邸 QI 不明 皿状 0.7以上XO.I以上 5 島色シルト主体
SK!039 QI 不明 IDl状 0.8社x0.3紅 & 黒色シルじ主体
SKlOlO QI 不明 皿状 0.8社xo.sv..u: i SKJ040-Sll655 黒色シルト主体
SKIIMI Ql Ill円形 llll状 0 6以上XO6 l? S協I -SKl041 黒色シルr主体
SKIIM2 Qi 不塁形 皿状 u以上X I.I 2ヽ 黒褐色砂胃シルじ主体
SKIOl3 QI 隅丸長力形 llil状 0.7以上X0.7 お SKJ043 -SD678 恩褐色妙買シルH自然｝
SK秘6 Ql 惰円形 逆台影 l.2Xl.0 48 l/11一黒色砂質シルト、 2111一貴褐色砂n粘土（自然）
SKI046 Q3 惰円形 皿状 l.4X0.9 34 鳥色シル｝主体
SKI047 Q3 惰Pl影 Jill状 l.8X0.9 16 黒褐色シルト主体
SK1048 Q3 円影 Dll状 0.5 • 黒色シルト主体
SKI049 Q3 ＂円影 llll状 0.6X0.S ， 黒色シルト主体
SK693 Q5 隅丸長万形 逆台形 J.2X0.4 62 地埠を下葛に多く含む黒色砧土胃シルH自然）
SK1051 Q8 円形 Dll状 0.9以上XO.l以上 31 昌色シルト主体
SK6怜 Q9 帽円形 筍 0.9X0.S 22 S碑··S慮 I 層 ー地山土位を多く含し屯償シルト、 ：Ill-地山土主体”爾褐色砂灯シルH人為J i都から土唇出土
SKI053 “ 楕円形 Ill状 l.6X0.、 7 屋褐色砂f1シルト
SK700 RI 隅丸方形 箱形 1.0X0.4 16 ③霞 黒褐色砂貫シルト主体
SKI057 RI 隅丸長方彩 逆台影 0.9紅X0.4紅 8 SKI的7- SD701 ⑤扇 昂色シルト主体
SKID箕 RI 惰円形 逆台形 0.7XO.Z 13 ⑤類 晨色シルト主体
SK741 R2 隅丸艮方杉 細 uxo.6 55 ③類 蜘土粒•地山プロックを含む黒色砂買シル� (人為）
SK7l2 R3 溝 U字影 l.!X0.2 45 暉 l/11一應山プロ ッ クを含U褐色砧土賃シルト、 N·4層ー黒•褐色妙賢シル ト と爵褐色帖土（自然
SKm RI 溝 U字影 2.8X0.4 60以上 ① l層-�此t位を含む黒色妙質シルト、 2-3·直 — 培山プロックを主体とする褐•黒色シル ト（自然
SK119 R6 肩 U字形 2.1xo.2 29 暉 l層ー黒褐色シルト、 2 層 ー尾山土主体の責褐色粘土（自然）
SK乃O R6 濤 U字彩 2 6X0.2 75 〇 地11 土拉を含U晨色シルト(Isl然）
SK751 R6 隅丸長万形 笥 z oxo.7 30 ③ 地山ブ0ック を下昴に多 く含む黒褐色砂nシルト （人為）
SK7似 SI 隅丸艮方形 逆台形 0.8X0.4 15 領 紬プ0ッ9を含む褐色砧辻シルト心l
SKIお Sl 隅丸長方形 袋状 1 .9X0,9 18 ④ 埠ー地山土位を多く 含む鼈褐色粘土買シルト． 下層ー地山プロックを含む褐色枯土質シルト （人為）
SK706 SI 隅丸長方彩 箱形 I 4X0 1 33 畑 埠一黒色砂＂シルト（自然）、 下層ー地山プロック主体の褐色枯土貫シルト（人為）
SK707 SI lill丸長方影 袋状 0.9X0.1 13 ④ 埠ー地山埠を多量に含U暗褐色枯土買シルト、 下眉ー培01土主体の褐色帖土IfシルH人b)
SK708 SI 隅丸艮万影 袋状 J.1X0.6 26 饂 埠—紬土粒•プロックを含U爵褐色枯土貫シル., 下眉ー地山土主体の褐色枯土買シルH人為）
SK709 SI 隅方形 袋 u以上XO8 “ ④ 埠—細プ0ックを含む黒色帖土貫シルト、 下層一均山プロ ッ クを含む褐色帖土胃シルト （人Al
SK710 SI 隅蟻万影 箱 l.6X0.4 13 狐 地山土主体の褐色粘土＂シルH人I)
SK711 SI 隅丸艮方形 平行四辺形 J.8X0,6 岱 ④ 直—黒色帖賃シルト、 下 層 ー地山土主体の褐•暗褐色貼土買シルH人Al
SKm SI 隅丸艮方形 袋状 I.OXO 1 15 ④ 上眉ー1111褐鰈土買シルトごFIii-�山土主体の褐色帖土nシルト （人為）
SK7l3 SI 隅丸長万形 袋状 0.9以 上X0.8以上 ” ④扇 上層ー地山土校を含む晨色帖土胃シルト 、 下眉ー地山土主体の褐色粘土貫シルト （人1.\)
SK714 SI 隅丸長力形 袋状 1.oxo.1 22 ④扇 上層ー地山土位を含む黒色砧土胃シル｝、 下層ー地山土主体の褐色枯土貫シルH人ll)
SK71S SI 隅丸長方形 袋 1.LX08 30 ④ 上層ー地山土位を多く含U暗褐色粘土＂シルト、 下層ー地山土主体の褐色砧土買シルト （人為）
SK716 SI 隅丸長方形 袋状 I.OX0.6 腐 頷 這—地叫を多く含い韻色シル｝ 、 下11f—軸註体磁色粘土＇シルH心）
SK717 SI 隅丸万影 箱 0.9X0.8 13 〇顕 地山土主体の褐色帖土胃シルト （人為）
SK118 SI 隅丸艮方形 平行四辺形 1.9X0 S 35 ④ 埠—騰褐釦責シル ト． 下Illー尾山土主体の褐色粘土＂シルト（人11)
SK719 SJ 楕円影 ロー ト状 l.2X0.8 110 ⑤ 頃 —培山土位を含む鳳色砂胃シル｝（目然J、 下層ー地山土主体の褐色砂貫シルH人お）
SK720 SI 隅丸艮方形 袋状 1.6X0.8 32 ©Jl( 上眉ー尾山土ttt多量に含む笥褐色帖土9シルト、 下層ー亀山土主体の褐色帖土貫シル ト （人Al
SK121 SI 隅丸艮方形 袋 0.8X0.6 18 ④讃 上層 ー尾山土位を多く 含む蜻褐色砂＂シルト、 T層ー地山土主体の褐色シルH人A)
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主要土墳屈性表 3

遺構名 区 平面形 断 規模（長輸X短輪m) 汲さ(cm) 費 複 関 係 填積土などその他の特a
SK'm SI 属丸長万形 袋状 I.OX0.5 34 ®扇 上眉4紬埠を含む黒色咋シルト、 下層ー地lJ ヰ即）褐色&I'!シルト（人為）
SKnl SI 不明 袋状 0.8以上X0.1VJ..I: 35 暉 上層 ー尾山士Rを多く 含U陪褐色砧土買シルL 下層ー地山プロックを含む褐色帖土質シルトu、ZIJ
SKm Sl 不明 袋状 l.Otll:X0.6祉 35 ④頑 上眉ー尾山土泣を多く 含び竜褐色シルト 、 下 層 一均山土主体の褐色砧土買シルM人Al
SKm Si 累丸万形 箱影 0 sxo. 7 10 鴎l 軸註靭紐滋土彬い（心l
SK71.6 SI 塁丸畏方形 袋状 l.7X0.9 37 鴎 J:Iー尾山プロックを3む褐色砂胃シルト． 下爾ー尾山土主体の褐色帖胃シルH人A)
SKm SI 累丸艮方形 逆台影 1.2以上xo.1以上 23 ©扇 上層ー尾山プ0ックを含U黒色枯土nシルト、 下 層 ー 地山プDックを含む褐•暇褐色帖土賃シルト（人/.I)
SK728 SI 構状 U字形 3 6X0.3 39 SK728-SD702 暉 地山小プロ ックを多く 含む黙褐色シルト（自然）
SK刀I SI 悶丸及方形 箱杉 1.4以上xo.1 35 SK731- ·SD6!MA ③扇 地Uプロックを多く含U褐色駐土胃シルH人Al
SK732 SI 隅丸長方形 逆台形 1.7紅xo.s 40 SK1J2→S況918 ®煩 I/ifー地山プ0ック を含む褐色枯土質シルト、 2眉—褐色シルトfl砧土（人為）
SK733 SI 綱状 U字影 1 .7以上X0.3 33 暉 l眉ー地山土R・プロックを含む黒色シル ト と 褐色枯土質シルト （日熟）
SK734 SI 隅丸艮方形 箱形 2.IX0,7 55 ®扇 蜘プ0ックを多く含じ褐色枯土9シルト （人1�)
SK7お SI 隅丸万形 箱形 J.7X0.S 29 SK135- SD6偲 ®扇 細Iプロックを多く含ti褐色Iii土＇シルト （人b)
SK736 SI 構 Uキ影 2.7X0.l 33 SK7Jfj→S訪閲 暉 叫1Jヽ プ0ック と少し含む黒色ンル ト（日然）
SK737 SI 累丸方形 笥形 UXIふ 36 SK731- · SD6怜 ⑤ 蜘プロックを多く 含む褐色枯土賃シルト（人A)
SK7訪 SI 属丸長方杉 箱 l.OX0.6 IS ©霞 叫1ロックを多く含U掲色枯土胃シルト （人A)
SK739 SI 隅丸長ガ形 笥形 1.9以上x0.6 34 ③類 蜘プ0ックを多く含U褐色枯土胃シルト （人為）
SK740 SI 隅丸万形 笥影 0.9X0.7 14 暉 上—細プロックを含む屋色シルト． 下IIJー地山プロックを多く含む褐色貼土胃シルH人A)
SK143 SI 隅丸方形 袋状 O.Sx0.6 25 暉 上層ー地山プロックを含U黒色シルト． 下眉ー地山プ0ックを多く 含む褐色枯土＂シルH人11>
SK1061 SI 隅丸長万形 逆台形 0.8以上xo.s 16 ⑤類 昌色シルト主体
SK1062 St 惰円形 皿状 1.2以上X0.8 ， ®悶 黒色シルト主体
SKJ063 SI 円影 袋状 0.6以.tx0.9 32 ⑤ 昌色シルト主体
SKI064 SI 楕円形 皿状 0.9以上xo.s以上 31 ⑤類 晨色シルト主体
SK106S SI 累丸長方影 箱形 I .I以上X0 .4以上 18 ⑤ 阿色シルト主体
SK1066 SI 不明 逆台影 1.1WJ:xo.2紅 36 ⑤犠 昌色シルト主体
SK153 S? 隅丸長方形 袋 I !XOふ 23 暉 上層ー地山土位を含U黒色シルト、 下層ー地山プロックを多く含It褐色佑土買シルH人A)
SK7;4 S2 楕円影 袋状 I JX0.8 41 暉 J:J1一 黒色シル比にぶい貴橙色佑土買シルト、 下層 ー 地山プ0ックを含む黒・褐色砧土胃シルト（人為）
SK乃5 S2 隅丸員方形 袋状 2.oxo.9 24 ④悶 上眉ー地山プ0ッ クを少し含む黒色シルト、 下層ー地山プロックを多く含IJ褐色枯土買シルトいぶl
SK156 S2 鼠九長方形 袋状 1.IX0.8 35 鑢 上簾ー地山プロッ クを少し含む黒色シルト、 下層ー地山プaックを含む貴•褐色佑土＂シル H人為）
SK757 S2 凧丸長万形 平行四辺形 I.OX0.6 23 鴎 埠ー地山プロックを少し含む黒色シルt、 下層ー地tlJプロッ9を含む貢•褐色帖土胃シルH人Lil
SK1S8 S2 不整畏方杉 袋状 I .JX0.7 “ ©類 上層—蜘プOックを含IJ黒色シル ト、 下層4創Iプロックを多く 含U褐色粘土貫シルト （人Zil
SK759 S2 隅丸長方彩 袋状 I 3X0.7 33 ④類 上層ー地山プ0ックを含む愚色シルト、 下 層 ー 地山プロックを多く 含む褐色枯土買シルト（人1.1)
SK760 S2 隅丸万形 袋状 0 9X0.8 23 ④扇 埠— 如土粒を少し含U黒色シル ト、 下 層 ー 尾山プロックを多く 含U褐色枯土＂シルト（人Al
SKi61 S2 隅丸長万形 袋状 0,6X0,3 19 ©扇 埠—地山土粒を少し含U晨色シルト、 下層一沌山プロックを多く 含U褐色砧土＂シルト（人�)
SK762 sz 惰円形 逆台形 u以上xo4以上 10 饂 地I I J砂を含む黒•黒褐色妙＂シルト（自然）
SK763 S2 不繁長万影 袋状 l !X0.8 19 暉 上層 —蜘土位を少し含IJ黒色シルト、 下 層 一培山プロックを多く 含い褐色粘土fllシルト（人為）
SK765 si 隅丸長万形 Oート状 l.2X0.8 28 ④ 地山プ0ックを多く 含む褐色帖土質シルト（人ぶ）
SK祁6 S? 隅丸長方杉 箱影 uxo.1 ” ③棗 I層ー亀山土位を少し含む属色シル ト、

2層ー地山プロックを多く含む褐色±シルト（人Al
SK167 S? 捐円形 D- 卜状 I 2X0.6 89 饂 頃— 地山土位を含む屈•鳥褐色シルト（自然）、 下 眉 ー尾山砂を含む責褐色砂nシルト（自然）
SK7総 52 隅丸艮方形 籍彰 1 .0X0.9 iO(I的） ② 惚山土粒・地111,Jヽ プ ロ ッ ク を含じ黒色シルト((l然）
SK769 S? 惰円形 笥形 〇＆以上xo.4以上 ” 饂 I層ー地山土位を少し含む息色シルト 、 2眉ー地山1ロックを含む褐色桔9シルト （自然）
SK770 52 隅丸長万形 逆台形 u祉X0.5吐 27 ③ 屹此ぽ•地山プロッ クを3む黒色シル ト （人1ll
SKJJI 52 不竪長方形 袋状 0.9X0.6 22 ＠悶 上層ー 地山土位を少し含り黒色シル ト書 下層ー地山プロ，'クを多く含U褐色粘土貫シルト（人lal)
SKn2 S3雨 隅丸長方彩 逆も形 l.3XQ,6 18 ®製 I層ー地山土位を少し含l.t黒色シル ト、

2層ー地山プロックを多く含l.t褐色防土質シルH人ll)
SKJJ3 S3雨 隅丸長万杉 箱形 0 9X0,7 $4(72) ② 尾山土位・地山小プロ ッ クを含む昂色シルト（自然）
SKm $3阿 累丸長方形 逆台形 2 3X0 8 箕 ③ l層ー地山,1ヽ プロックを含む黒色シル t、 2層ー地�Iプ0ックを多く含U褐色枯胃シル ト（人為）
SKn6 S3附 惰円杉 逆台形 l.3X0,8 幼 ⑤ I層→紬埠を少し含IJ昌色シルト、 2111一郎」けを含U褐色研シルH目然）
SK777 S3 溝 U字影 2 ox0.3 “ 暉 1僧一培山土位・地山ブロックを含む黒・褐色シルト（自然）
SK718 Tl 凧力形 筍形 l.9X0.9 19 @:JI I眉ー地山土Rを含U黒色砂9ンルト、 2屑ー地山プロックを多量に含む褐色砂＂シルH人b)
SK719 Tl 鼠丸長方形 筍 l.9X0,) 15 鋼 上層ー池山土位を少し含U黒色砂貫シルト、 下層ー地山プ0 ックを含む褐色砂賃シルト（人4)
SK780 Tl 溝伏 U字影 2 2以上XO3 66 ①類 地山土R・地山ブロ ックを含む黒•褐色シルHl'l然）
SK781 TI 隅丸長方影 箱 l.8X0,9 ” ®悶 1眉—蜘土位を含U黒色砂質シルト、 2眉ー地OJ 土主体の褐色枯上（人tu
SK7鯰 Tl 隅丸ガ彩 平辺形 I.SX0.9 31 饂 上層 ー地山ブD ッ ク を含U硝褐·慇色砂＂シルト、 下層ー地山土主体の褐色枯土（人 ）^
SK183 Tl 捐円形 日 l 2X0,5 8 饂 地山土位•地山プロ ッ クを含IJ/晨色妙nシル ト （人Al
SK805 Ul 帽円形 口状 I 8X0.5V. 人t 36 黒褐色シ，，，ト主体
SK郎 Ul 情円形 I!!状 (.3X 1 .0 ll Sll819, SK瑯ーSK約6 1111一息色シルト、 2層―褐灰色シルト（自然）
SK約1 Ul 捐円形 口状 l.3x l I 11 S暉9- · S暉7 黒色シルト主体（自然）
SK潤8 UI 惰円形 llll状 I I x0.4以上 l3 SK80S- ·SK磁 地山プロックと含む晨色シルト（人1.1)
SK珈 Ul 慣l'l形 llll状 I.OX0.9 21 S幽 -SK807 黒色シルト （自然）
SK813 Ul 惰円形 箱形 1.oxo 7 30 鳥色シルト主体
SKSlヽ Ul 楕Pl形 皿状 I 2X0.7以上 21 属色シル ト主体
SKSI> Ul 隅丸長力彩 笥形 UXl.3 � SD8l 9. SK!l6-SK!IS -• 鵡10 細プロックを含U昂色シルト（人糾
SK釘6 UI 不方形 箱形 1.,x1 1 12 S閲J 9- ·SK8J6-SKS15- S総10 蜘プロックを含U暗褐色シルE主体
SK820 UI 不整楕Pl影 llll状 J.7X09 12 地l 』プ0ック と焼土位を含U昂色シルト（人1.\)
SK821 UI 隅丸長方形 箱形 0.9X0 S 19 ,l!l褐色シルト主体
SK850 UI 惰円杉 ll!l状 o.1xo.2以上 6 昌色シルト主体
SK822 U2 楕円形 1111状 I . IXO 6以上 30 地tliプ0ッ クを多く 含U黒色シルH人Al
SK823 U2 惰円形 逆台影 UXI 6 50 SK氾4•磁 一SK823 邸,1 ヽブロックや焼埠を少し含む黒色•黒褐色シルト． 暗褐色シルf!f妙（自然）
SK824 U2 楕円形 J111状 2.9Xi.2以上 ， SK況5- •SK82ヽ → SK828・紐3 地Uプロ7クを多く含IJ/1\lll色シルト （人Al
SK82S U2 楕f')形 llll状 l.6XJ.2 20 SK326• 1074 - SK825- SK82� I層ー鼻色シルト、 ”’ ー地山小プロ ックを含む黒褐色シルト（自侶）
SKSU U2 惰円形 皿状 2.2X l.2以上 ， S匹6 - SKIOU - SK825· 泣7 黒褐色シルHR然J
SK821 U2 楕円杉 皿状 l.6Xl.3 祁 SK826・1013 -SK827 1·2層→昂•昂褐色シル ト、 3-l層→灰黄氾•にぶい員色砂nシル H自然）
SKS28 U2 楕円形 llll状 1.8Xl.4 お SK氾4-82'.1 -S邸28→SK823 貴褐色砂シルト（人 ）^
SKS29 U2 不整楕円形 皿状 2.4Xl.2以上 24 SK鯰9- SDI�. SK鯰8 暴色シルト主体
SK830 U2 楕円影 皿状 2.lX0.9以上 60 地I iiプ0ッ9を含IJ鼻色シルト（人1.11
SK83S U2 楕円彩 皿状 l.)XJ ,2以上 57 S隅9・1075- SK835 麗色シルト主体（日黙）
S曲 U2 惰円影 llll状 ).6XJ.5 17 鳥色シルト（自侶）
SKS4S U2 隅丸R万形 皿状 2.4Xl.9 32 I 層 —題曲,�ヽプロッ ク ・焼土位を含U黒色シIレト、 2層一灰賃褐色シル ト（自然）
SKl146 U2 楕円影 llll状 I.OXl .0以上 36 Ill色シルト(fl侶）
S紅7 U2 惰f'I影 llll状 l.SXl.0 36 SK8ヽ s- SK84i I 層 一黒色シルト、 2層一灰色砂＂シルト(El�)
S血8 U2 楕円影 llll状 I.SX0.4 謁 SK8l8 - • S邸4i I層ー黒色ttrtシル ト、 2111一篭灰黄色シルfr!妙（自然）
SK851 U2 楕円影 IIll状 1.SXl.5 ” SKS.I - SK852·1081 /J.1色シル ト 主体（自I!!)
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主要土塙屈性表 4

遺構名 区 平影 直形 規撲(G輸X短翰m) 深さ((Ji) 貧 複 関 保 堆積土などその他の持復
SK8.;2 U2 楕円形 ill!状 l.7Xl .0 28 SKS,1 -SK852-SK1076 黒色シルト主体
SK3.'i6 U2 llll'l形 lll1状 l.lX l.0 双l SKIOJS -S邸お 尾山プD ッ ク を含U胃褐•にぶい貴褐色シル ト
S隅9 U2 惰円形 皿状 I.IX0,9以上 以l SK869-S匹5 地山プ0ックを多く含む愚褐色シルト（人1.l)
SK$70 U2 楕fり形 llll状 0.4XO.! 8 地山10ック を含む黒色シルH人入）
S邸18 U2 捐l'l形 置状 0.7Xl.i 12 S18ヽ 1·843-SK878 炭•燒土粒•地山プ0ックを含U褐灰色シルH人お）
S血 uz H形 D状 uxo.6 10 SKIOl8 -SK訪3 鼻色シルト主体（自然）
SKl070 U2 惰Pl杉 B状 o.sxo 8 “ 黒色シルト主体
SKIOll uz 情Pl杉 四状 i.lX0.8 16 SK1071 - • SD1067 鼻色シルト主体
SKI072 U2 潰伏 Dll状 i.6X0,5 15 瓜色シルト主体（自熱）
SKIO?J U2 捐円形 皿状 0.6X0.5 21 SKI013 - ·SK827 黒色シルト主体（自然）
SKIOi4 U2 惰円影 笥影 l.2X0.4 29 SK826 -SK1074 -SK況5 地山プ0 ックを多く含U愚色シルト（人1.1)
SKI075 uz 不蔓帽円形 圃 l.lXl.3 18 SKlOi5-SK835· 絡6 昂褐色シル じ主体（自然l
SK1076 l/2 隅丸長1i形 llll状 o.sxo 5 22 SKお2 →SKI076 黒色シルト主体
SK1077 U1 楕円形 llll状 o.sxo.s 18 島色シルト主体
SKI078 l/2 惰円杉 皿状 0,7X0.6以上 12 SK1078 - SK謁3 愚色シル ト主体
SK1079 m 惰門影 皿状 0.6X0.5 ， 昌褐色シルじ主体
SKIOSO U2 万形 IIIl状 0.7XO.l以上 6 島褐色シルド主体
SKIOSI U2 不皇楕円形 llll状 0,9X0,6 24 s邸I ·· SKID81 褐灰色シルト主体
SKI082 U2 不楕円形 IIll状 l.2X0.4以上 15 息色シルト主体
SKI低3 U2 不納形 皿状 l.7X04以上 19 愚色シルト主体
SKI偲 U2 不蔓惰円形 皿状 0.7X0.6 s /II色シルト主体（目然｝
SKI狐 U2 不整楕円形 IIIl状 1.S<U 12 農色シルト（自然）
SKI範6 U2 不整楕円形 1111状 l.7X I 3以上 45 愚色シルト主体
SK857 U3 惰円彩 1.oxo.s 晨色シルト主体
SKI邸9 U3 不墾楕円形 I.OXO 6以上 昂色シルト主体
SKI啜 U3 不竪楕円形 0.9�0.7以上 農色シルト主体
SKJ091 U3 不皇惰円形 1.0� 1.• 以上 晨色シルト主体
SK109? U3 不楕円形 l.6X 1.6以上 黒色シルト主体
SK1093 UJ 不楕円形 0.3Xl 0以上 SKI093- •SKI的4 黒色シルト主体
SK1094 U3 不鯰楕円形 o.sxo.s以上 SKI093- •SK109l 贋色シルト主体
SKI09, U3 不蟄惰円影 2.9X0.5以上 昂色シルト主体
SKI媒 U3 不整惰円影 3 2X2 5以上 S08閲一SK I⑲6- S伐61 黒色シルト主体
SKI097 U3 不竪惰円影 0.9X0,6以上 愚色ンルト主体
SKI総 U3 不整楕円彩 uxo.7 S総60-SKI098 属色シルト主体
SKILOl \II 不整長万影 2.IX l .3 SKJ 103-SDIIOl 黒色シルl主体
SK泌6 1'2 不整惰円影 量状 l.5X 1 .0 23 黒色シルト主体
SKS67 V2 円形 笥形 怪.3 so SDIIO. -S邸67 地山プ07クを多く含じ黒色シルト（人A)
SK81'1 1'2 円影 置鉢状 径.4 130 SKJ 112-SK872 地プ0ックを多く含U黒褐色シルト（人t¼)
SK813 1'2 不整方形 l!I状 l.6X\.I 43 黒色シルじ主体
S邸74 1'2 n丸方形 細 I .  ヽ x0,6 位 培山ブロッ ク を多 く 含むにぷい賃111·黒褐色シルト （人�)
SK815 V2 隅丸長1i形 U字形 l.2X0.6 42 培山プロッ クを多 く 含む黒色•筍褐色シル ト（人為）
SK816 V2 隅丸長力形 箱形 l.2X0.6 76 地山プロックを多 く 含U屎色•黒褐色灰オ リ ープシル ト （人お）
SK877 V2 霞丸ガ影 Ill状 ?.0以上Xl .0以上 II 属色シルK主体
SK893 V2 隅丸長万影 笥 I.I xo 6 箕 培山プロックを多く含U昂色•黒褐色シルト（人1:1)
S碑 V2 捐円彩 笥形 0.7X0.6 22 S1868- •SKI - SK姻 地山プロック ・炭位•土糧片を多く 含U黒褐色粘土＂シルトや褐色枯土い為）
SK蜘 V2 楕円形 慣 1.oxo.s 40 地山プロッ ク・炭拉•土器片を多 く 含む愚褐色シルM人ZI)
SK910 V2 楕Pl形 贋鉢状 0.9XO,ij ％ 培山プロッ ク ・炭tt·土器片を多く含む負褐色シル｝や褐色砂買シル｝ （人1:1)
SK911 \'? 不蔓惰円形 帽畑 0.9X0. 7 ” 地山プロ ッ ク ・炭位•土器片を多く 含U属褐色シルt や褐色砂灯シルト（人為）
SK912 vz 惰円影 摺鉢状 0,7X0,6 19 地!IIプロック ・炭拉•土器片を多く 含U鼻褐色シルトや褐色砂f1シルH人b)
SK!III 1'2 惰円影 Ill!状 0.8X0.6 23 SB1104・1105→ SKIii! 簾色シルト主体
SKlll2 V? 不明 llll状 1.0以 16 SK1112- S邸72 黒色シルト主体
5Klll3 vz 不蔓方形 段付Jill状 I 5Xl.3以上 :u 晨色シルじ主体
SK1114 vi Pl影 贋鉢状 径0.4 45 地山小プロックを含む褐色砂買シルト （人為＞
SK絡2 Vl fflPl影 Ill!状 1 7Xl.l 30 SK磁-SD邸l-SK882 地山ブ0ックを少し含U黒色シルト（人ll)
S碑9 Vl 不望惰円影 llll状 3 SXI ふ以上 22 SK890→ SK総9-S臨I-SK総2 邊山プDックを多く 含む黒色シルト（人Al
SK390 V3 綱伏 1111状 4.0以上X l.0 14 SI胡>-SK紺>-SK簡9-S戚I 坦山プo ッ 9を含U黒褐色シル ト
SK891 V3 不蔓形 ux u SD925 - , SK891 -SD923 黒色シルじ主体
SK9D7 VJ 惰円形 慣鉢状 0 8X0.7 20 Sl8乃ー SK907 邊山プ0 ッ ク•燒土位•炭粒を多く 含IJ嘉褐色砂nシルト （人為）
SK908 VJ 惰円影 皿状 0.9以上xo.s以上 お Sl879- S碑 達山プロック・焼土R・炭位を含U黒褐色砂胃シルH人I.I)
SK914 V3 不明 皿状 2.2以上xo.s以J: 35 SB917. SD881 → SK91↓ 盟色シルト主体
SK91; V3 惰円形 !Ill伏 i.3Xl.2 6 S8918-SK915 昂色シルト主体
SK1ll6 V3 不整形 皿状 l.2X0.8 ; SD913 - SKI 116 /ll色シルト主体
SK1117 V3 隅丸長方形 1111状 O.SX0.3 19 SDlll5→ SKlll7 /II色シルト主体
SKIIIS V3 隅腿1i形 箱影 I.OX0.6 39 SB呪2、 SKll18-SD892 JII色シルト主体
SK!130 V4 惰円形 皿状 1.6�1.I 21 SK930 -S珈 地j]jブロックを多く 含IJ昌色シルト（人11)
S四l Vl 惰円形 皿伏 uxo.9 27 SK931 -S珈8, SK933 地山プロ ックを多く含む息色シルト（人＾
SK932 Vl 惰円影 llll状 1.9XO.t 22 SK934 -SK93Z→ S0684 地山ブO ックを多く含I.J畠色シルト（人A)
SK933 V4 万形 Ill!状 I . IX0.8 58 SK9JI -SK933-S092i 地10 ッ クを含IJ黒色シルト （人Al
S氾38 V4 惰Pl影 llll状 0.7X0.6 11 S碑- SK939 培山1oック を含IJ!lil灰賃枯土貫シルト い�)
SK939 V4 惰円影 llil状 l.SX0.9 絡 SK9揺 SIJ998→SK939 地山ブロ ッ ク を多 く 含む患色シルト （人為）
SK9↓? V4 惰f'I影 llll状 1.0X0.9 33 SK9l3'940→ SK912 地山プ0ッ ク を含U黒褐色シルH人ti)
SK943 V4 不夏惰円形 IIll状 l.9X 1.6 30 SK9l3 - SK942、 SK1140 地山プ0 ック を多 く 含IJ黒色シル ト（人 ）^
SK951 V4 惰円影 U字形 1.2X0.8 33 I層→twプロッ クを含む黒色シルト、 2/1ー地山プロッ ク を多 く含U灰貴褐色シルH人Z.l
SK952 V4 不量帽円形 逆台形 2.2�1.8 22 1111-尾山プロックを含u黒褐色シルト、 2眉ー地山プロックを多く含む灰負褐色シルH人為）
SK972 V4 不整方形 IIJl状 3.0以上X2.8以上 17 SK972- S岡I 昂褐色シルじ主体
SK973 V4 惰f'I影 皿状 2.7><1.9 56 Sll682→ SK973 - · Sll9il 地山1ロ ック を多 く含む鐙褐•にぶい員褐•黄褐色シルト （人11)
SK976 \14 不影 箱影 2.6X l 5以上 38 S8987 - ·SK'f/6 -S寧 昌褐色シル ト主体（自然）
SK9i9 V4 惰円杉 Jill状 l.』以上xo.6以上 ， 鳳色シル ト主体
SK981 1'4 不整楕円形 皿状 3.IX3.0 60 SKII鵠-s氾SI-S瑯、 SK知 地山プロックを多く含U黒•黒褐色シル ト（人14)
SK9鯰 V4 惰円形 逆台彩 3.5X i.3以上 “ SK祁2- SK蹴 地山 プロック を含U黒色シル ト （人1.l)
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主嬰土填属性表 5

遺構名 区 平藝形 断面形 凩撲（長饒X短軸m) 深さ(cm) 重 複 関 係 埴積土などその他の符微
SK98l V4 似丸艮方形 llll状 1.3X0,9 13 SK怜1・即·II鴻-SK984 白色帖土ブn ックを多く 含U暴褐色シルト（人Al
SK987 V4 隅丸艮方形 逆台彩 l.6X0,9以上 51 S鴎7 一 SK9的・1158一SK呪4 昌色シルト主体
SK988 Vヽ 不整影 逆台影 2.7Xl .3以上 33 SK怜2-989 →SK988 -SK l158 地山土とB色砧土をプロック状に含む黒色シルト（人.!I)
S陪89 vi 方形 逆台影 u以上Xl.3以上 28 S隅7→ S岱的→SK臨 愚色シルト主体
SK991 V4 隅丸長力形 Jll1状 o.sxo.s 7 SB9訴 - SK991 愚色シル ト主体
SK992 \14 勇 皿状 25以上X0.3以上 I SK992→ S諏2 黒褐色砂買シルじ主体
SK磁 V4 惰円形 11J1状 0.7X0.5 16 SK993→ S0392 辿プ0ックを多く含む黒褐色シルト（人Al
SK99l 1'4 不蜃万形 皿状 1、oxo.8 扮 S1985-SK四 地山プロックを含む黒色シルトwり
S碑 V4 捐円形 JIIl状 0.9社XO7以上 4l SK995→ S珈5 黒色シルト主体
SK996 1'4 惰円形 llJl状 0.5以上XO•以上 l2 SK996→ SD975 黒色シル｝主体
SK!ll9 vi 惰円形 llll状 l.3X0,3 ＂ SKJll9 -·SD!l75 地山プロックを多く 含む黒褐色シルト （人A)
SK1120 V4 不影 Jill状 l.7X0.9 ， SKJJ21 → SKll20- SD975 蜘プロックを多く含U黒褐色シルト （人11)
SKIISS V4 隅万形 逆台影 2.2Xl.3  胡 S碑災ふ•SKJI泣→碑I •叙 地プ0ックを多く含U黒褐色シルト（人Al
SK901 vs 惰円杉 0.7V.ll:�0.8 S総96-S総％一S四l 黒色シルト主体
SK勁 v, 惰円形 0.1以上X0.7 SK903→ SK902 黒色シルト主体
SK903 VS 惰円形 0 5以上XO8 SK903→ SK902 黒褐色シルト主体
SK渕 I『5 帽円形 o,s以上Xl,0 黒色シル9主体
SK90, I'S 惰円形 0. 7X0.5 黒色シルト主体
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第四章 大崎窯跡の確認調査

I .  発見さ れ た遺構と遺物

窯は廃窯後の幾度かの開田 に よ っ て完全に削平さ れて お り 、 畦や水路に多量に散乱する破片や窯道

具 に よ っ て の み そ の存在が知 ら れて い た。 今回 、 近世以降の遺構 と し て 、 窯跡 1 基、 溝、 土壊多数、

井戸跡 2 基な ど を検 出 し た 。 し か し 調査の性格上平面を確認 し た に と ど ま り 、 掘 り 下げ等の精査は行っ

て いな い た め詳細は不明である 。 ま た 、 造物の ほ と ん ど は 、 開田時に形成された 、 窯跡周辺に分布す

る焼土、 窯壁破片 、 窯道具、 陶器破片 な ど を多最 に含む二次堆積土中か ら 出 土 し て い る 。 し た が っ て

遺物の記述は 、 そ の 中 か ら 器形、 器種などを推定で き る も の のみ抽出 し て行っ た 。

【SROl 窯跡】

燃焼室 を確認した 。 平面形は半円形を呈し 、 最大幅は奥壁の部分で3 . 75m、 奥行 き は1 . 3m で あ る 。

外壁及び焼成室 と の間の奥壁は長さ 24........,27cm、 幅15........,20cmの煉瓦で構築 さ れ て い る 。 煉瓦の厚 さ は上

部が削平 さ れ て い る た め不明であ る が残存高で最大約20cmであ る 。 煉瓦は深 さ 約15cmの掘方の上に積

み上げられて お り 、 外壁の煉瓦の隙間 に は 黄褐色の粘土が詰め ら れ て い る 。 外壁の中央には煉瓦の途

切れる部分が認め ら れ焚 き 口 と推定される 。 推定 さ れ る 焚 き 口の幅は最大60cmで あ る 。 焚 き 口 と外壁

付近には焼けて硬 く 締ま っ た床面が残存 し て お り 、 床面に は暗緑灰色の シ ル ト 質砂の土が 6 cm程の厚

さ で敷 き 詰め ら れて い る 。 燃焼室や焼成室な ど窯の上部構造は全 く 不明であ り 、 周 囲 か ら は毅い屋な

どの存在を示す柱穴 な ど も 検出 さ れな か っ た 。

出土遺物

今回、 窯跡及び付近か ら 出 土 し た も の は 、 素焼き 段階の も の も 含めた 多足の陶器、 磁器、 瓦質土器、

土器、 窯道具、 窯壁、 土製品等の近世以降の も のの他に 、 土師器や須恵器 な ど の古代の遺物があ る 。

こ こ では近世以降の遺物 に つ いて説明す る 。

本窯では陶器およ び土器が生産 さ れ て い る が、 出土 し た 陶器 に は搬入 さ れて使用 さ れた も の も あ る 。

磁器や搬入品であ る こ と が明 ら かな陶器に つ い て は別に記述 した 。

【生産 さ れた陶器類】 （第47 · 48図）

皿類 （高台付丸皿、 灯明皿、 盤） 、 婉類 （境、 小坪、 仏飯器） 、 鉢類 （高台付鉢、 捏鉢、 片口 、 香炉、

火入れ？ 、 火鉢、 煤炉、 蚊遣 り も し く は風炉、 植木鉢、 す り 鉢） 、 甕類 （甕、 切立） 、 鍋類 （土鍋、 焙

烙） 、 瓶類（徳利、 油壷）
、 水注類（土瓶） 、 お歯黒壷 ？ 、 蓋、 湯通し 、 卸金、 瓦、 土管な どが出土 し た 。

皿に は高台付丸皿 と 灯明皿、 盤があ る 。 高台付丸皿は口径13cm以下の小皿 だ け で あ る 。 内 面 に 白釉

の流し掛け に よ る 文様が描かれた も のや陶胎磁器で染付文様の認め ら れる も の も あ る 。 灯明皿は高台

が付 き 体部下部で屈曲す る も の に は鉄釉が施さ れ、 平底で体部が内湾す る も の は素焼 き も し く は瓦質

で あ る 。 盤は破片で全体形は不明であ る が、 外側に 「切込土半口」 のヘラ 書 き 文字があ る 。

7 は端反 り 口縁の境、 9 は丸形の小坪で片□状の刻みを も つ。
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A ,  

N-=:J-ピ
高台付鉢 に は ( I ) 口径20cm以上の大鉢、 (II)

口径20cm前後の中鉢、 ( Ill) 口径15cm前後の小鉢

が あ る 。 大鉢は捏鉢 も 含む。 片 口 は ( I ) 口径15

cm以上の大型品、 (II ) 口径15cm前後の中型品、

(III) 口径12cm前後の小型品がある 。 火鉢は素焼

き で、 松竹梅が型押 し に よ っ て表現さ れ て い る 。

一部浮彫部分が剥がれて い る 。 15の煤炉は素焼

き で内面に煤が付着し 、 使用 さ れ て い た こ と が

分かる 。 瓦質の煤炉の破片 も 認 め ら れ る 。 ま た 、

蚊遣 り も し く は風炉 と推定 さ れ る 、 素焼 き で非

O 2m 常に脆い破 片 も 出土 し て い る 。 植木鉢は口径20I _, ,. 一,,,,―’ーr· ,, , , I 

� 
l . 盛土 2 .  窯の崩落土 3 .  窯壁（レンガ） 4 .  掘方埋土

第46図 SROl 窯跡平面図 • 断面図

cm、 高 さ 15cmほ ど で底部中央に孔が開 け ら れ、

口縁内部 か ら 体部外面 に か け て 鉄釉が施 さ れ

る 。 す り 鉢は ( I ) 口径40cm以上の大型品と (II )

口径30cm強の小型品がある 。 I は口唇部直下に

二条、 II は一条の粘土紐を貼 り 付け て い る 。

甕 に は ( I ) 口径40cm以上の大甕、 (II) 口径25cm前後の中甕、 (III) 口径12,......,18cmの小甕、 (IV) 口

径5cmの極小甕がある 。 多 く は頸部 を も た な い が、 2 1の よ う に 口縁部直下が直立 し て 頸部の認め られる

も のがある 。 ま た 、 体部の膨 ら み の強い球胴形を呈す る も の (19) があ り 、 ケ ズ リ 出 し の 高台 を も つ。

極小型甕を除いて 白釉が施 さ れ る 。 4 号土壊か ら直立して発見 さ れた大甕は 、 高 さ 70cmで素焼 き であ

る。 内面に付着物が認め ら れ、 使用 さ れて い た可能性がある 。 切立は高台を持ち 、 甕 と 同様に大 ・ 中 ・

小があ り 、 大 に は タ ガ を模 した隆帯を数重巡 ら せ た も の も認め ら れ る 。

土鍋には、 外面の無釉部に煤が付着す る 使用痕跡が明確 な も のがかな り の割合で認 め ら れ る 。 焙烙

に は明茶色の飴釉が施 さ れ て い る （写真固版13-15 • 16) 。

徳利に は飛鉤文の施さ れる も の と 白釉で装飾 さ れ る も の な どが あ る 。 前者は32の他に肩の張る タ イ

プ も 認 め ら れ る （写真図版1 1 - 2 ) 。 後者は全体が復元でき る も のがないため詳細は不明であ る が、 28

の よ う な注口部は体部に注口 を も つ注口付徳利 に 伴 う 可能性がある 。 こ の 他、 体部が一部へ こ む、 い

わ ゆ る へそ徳利 な どが あ る 。 ま た素焼 き の 、 膨 ら み を も つ急須 ？ の把手 も 出土 し て い る。

蓋類は土瓶類の蓋 (25 · 26) の他に 、 中型の甕 （写真固版1 1 - 2 ) や壺の蓋、 飛飽文の施さ れた 小

型の蓋物蓋 も 出土 して い る 。

卸金は、 頂部を除いて全面に櫛状工具 に よ っ て棘状の卸面が作出 さ れ、 裏面に「大極上口」 「田中山

口 （荘 力 ） 」 「大口」 の ヘ ラ 書 き 文字がある。

こ の他、 湯通しの底部には径5mm 程の棒状工具で不規則に40個 余 り の孔が内面側か ら 開 け ら れ、 底

部外面 に も 鉄釉が施されて い る 。 ま た 、 素焼 き と 鉄釉の施さ れた土管 （写真固版14- 5 •  7 ) や鉄釉

の施された桟瓦 （写真固版14- 6 ) が出土 し て い る 。
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木の葉文 を施すための押し型 ( 1 ) と 恵比寿の後ろ半分の原型 （写真図版14- 4 ) が出土 し て い る 。

いずれ も 素焼 き であ る 。

［焼 き 台］

A 類 ： 円形の台 に 3 ""' 6 つの脚がつ く も ので、 a : 中央に穴の開く も の ( 5 ) と b : な い も の ( 2 · 3 •

4 •  6 ) が あ る 。 桔梗形、 梅花な ど と 呼ばれる 。 脚の数で I : 3 脚 II : 5 脚 III : 6 脚に分類でき

る 。 II が圧倒的 に 多 く 、 そ の 中 で も a が 7 割 を 占 め る 。 脚 を 作 り 出 す た め の 扶 り は直線 と 曲線があ り 、

前者が多い。 直径は数の多い IIで見る と 、 大型•••①15cm以上、 ②14cm、 ③1 1cm、 中型…④9.5cm、 ⑤8 . 5  

cm、 ⑥ 7 cm、 小型…⑦ 6cm、 ⑧ 5 cmに分類でき る 。

B 類 ： 円筒形の も の。上面 も し く は側面に孔 を も つ も のや上面に放射状の溝がつ く も のが あ る 。 I : 直
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第50図 出土磁器

径18,...._,20cmの も の ( 8 ) と II : 12cm前後の も の ( 9 ) がある 。 I は高さ 9 ....._,zocm と幅があ り 、 体部の

中央が内湾し下部が広がる。 II は高さ 6 cmで体部が直立する。

C 類 ： 中実の円筒状の も の。 いわ ゆ る ト チ ン と呼ばれ る も のである 。 両端が円盤状を呈す る。 高さ 21cm、

直径11cm前後の も の と 高 さ 12cm、 直径 7 cm前後の も の (10) がある 。

D 類 ： 方形板状の も の。 12cm四方で厚さ2cmの も の (11) と 14cm以上四方で厚 さ 3 . 3cmの大型の も の が

あ る。 本類 と 次に記す E 類 は い わ ゆ る サ ヤ と 呼ばれる も ので あ る 。

E 類 ： 円板状の も の。 I : 直径zo,...._,zzcm、 厚 さ 6 cmの厚手の も の (12)、 II : 直径16,...._,20cm、 厚 さ 2 ,...._,4 

cmで中央に孔の開き 、 放射状に 3 本の溝がつ く も の、 111 : 手づく ねで作られた直径 8 ,...._,10cm、 厚 さ 1

cmの薄手の ド ー ナ ッ ツ状を呈す る も のが あ る 。

F 類 ： 製品の破片を転用 し た も の。 高台痕跡と 焼成室床面に敷かれた砂が付着 し て い る こ と で認識で

き る 。 片口 も し く は鉢の口縁部破片を利用 した も のが多 く 、 底部破片を利用 した も の も 僅 か に あ る 。

G 類 ： 籾入 り の、 一端がすぽま る棒状の も の ( 7 ) 。 長 さ は 8 ,...._,llcmであ る 。

その他 ： 籾入 り の 「C」 字状の扁平な も のや断面が台形を呈する楕円形 （ ？ ） の破片などがある 。

［その他］

H 類 ： 長さ 10,-...,zocm、 直径 3 ......., 5 cmの棒状製品の I : 一端 (13) も し く はn : 両端に 「 コ 」 字状の扶

り の入 る も の。 手づく ねで作 ら れた痕跡が明瞭であ る 。 II は さ ら に a : 両端の 「 コ 」 字状部が水平な も

の (14) と b : 段差が あ る も の (15) に 分 け ら れ る。

【その他】

［磁器］ （第50図）

瀬戸 • 美洪系、 肥前系、 在地産の茶碗や皿が出土 し て い る。 いずれ も 18世紀後半か ら近代の も ので

あ る 。

9J 



92 

番サ 器類 器種 出土位四 口径(on)
I 皿類 小皿 J ト レ ン チ 10.2 
2 皿類 小皿 12.0 
3 皿類 小皿 SK02 (12.5) 
4 皿類 灯明皿 し ト レ ンチ ( 6.4) 
5 皿類 灯明皿 L � レ ンチ 7.2 
6 皿 盤 K ト レ ンチ
7 墳類 填 01.4) 
8 壌類 仏飯器 L ト レ ンナ， 壌類 小杯 J ト レ ン チ 6.6 
10 鉢類 片口 表採 11 .6 
11 鉢類 香炉 SK04 I I .I 
12 鉢類 中鉢 SK02 18.7 
13 鉢類 中鉢 SK02 (15.6) 
14 鉢類 火鉢 L ト レ ン チ (19.6) 
15 鉢類 恨炉 SK04 25.4 
16 鉢類 す り 鉢 J ト レ ンチ 46.6 
17 鉢 す り鉢 J ト レ ン チ (31 .8) 
18 甕類 極小甕 K ト レ ンチ ( 5. 1 )  
19 甕類 小甕 EFト レンチ 1 1.a 
20 甕類 小甕 SK02 lJ 9 
21 甕類 中甕 J ト レ ンチ 24.6 
22 甕類 切立 J ト レ ンチ 13.3 
23 その他 湯通し SK04 23.l 
24 鍋類 土鍋 J ト レ ンチ 21.9 
25 酉 滋 L ト レ ンチ
26 蓋 蛋 SK02 7. I 
27 水注類 土 J ト レ ンチ
28 水注類 注口部 L ト レ ンチ
四 康類 徳利 M ト レンチ 4.4 
30 瓶類 油壺 H ト レ ンチ ( 2.2) 
31 瓶類 徳利 J ト レ ン チ
32 瓶類 徳利 J ト レ ン チ 4.5 
33 その他 卸金 SK04 '" 

番号 類型 出土位置
l 型 表採
2 A II b 表
3 A II b 紅
4 A l b 表土
5 A II a K ト レ ンチ
6 A II b 表土
7 G 表
8 B l  溝， 811 !&± 
10 C 表土
JI  D K ト レ ンチ
12 E H ト レ ンチ
13 H I  表
H H 11 a F ト レン ナ
15 H IJ b 表土

番号 器種 出土位図 口径(on) 旺径(cm)
1 中読 K ト レ ン チ 10.8 4.2 
2 中碗 A ト レ ンチ 10.3 4.2 
3 中皿 L ト レンチ 13.4 8.0 

［陶 器］

第 2 表 陶器観察表
底径(cm) 器高(cm) 特 徴

4.6 
5.8 

( 5.0) 
3.2 
3.8 

4.2 
3. 7 
3.6 
5. 7 
4 .5 
7.6 

( 7  .2) 
(17.6) 
18.8 
23.6 
12.2 
3. 1 
6.0 
6 6 

12.3 
15.4 
10 6 
8.5 
3.4 

6.6 
· -

4.6 
8.5 

長 ・ ロ径(cm)
4.8 
6.5 
6.8 
7.8 

11.2 
14.3 
10.3 
15.4 
1 1 .8 
7.2 

12. 7 
21.0 
13.9 
19. 1 
15.9 

器高(an)
5.4 
5.8 
3.8 

2.4 
2. 1 
3.3 
1 .8 
2.4 

00.4) 
5.6 

( 2.6) 
3.8 
6.7 
5.3 
9.0 
8.7 
7.2 

19.5 
22.5 
16.9 
5.2 
9. 7 

12.7 
25.J 
7.2 

18 9 
lJ 9 
2.2 

( I  8) 
( 9.4) 

( 9  0) 
( 4  5) 
(10.2) 
24 9 

鉄釉 外内面 ： ロ ク ロ 剤出し高台 内面に白釉で楼様あ り 駐部にひび割れ
鉄釉 外内面：ロクロ 剤出し高台 外面に籾殻付芍 内面に五脚の拮梗台瓜跡 ゆがみ岱し
鉄柚 外内i]jj ; ロ ク ロ 剤出し孫台
素焼き 外内面 ： ロ ク ロ 庭部回転糸切 り 芯欠1ft
鉄釉外内面 ： ロ ク ロ 削出し高台 底部に鉢？の破片の焼さ 台付粁
鉄釉 外内面 ： ロ ク ロ 底部無釉 内面に桔梗台痕跡 表面にヘラ霧き文字 「切込土半OJ
鉄釉 外内面 ： ロ ク ロ 附出し高台
素焼さ 外内面 ： ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切り
鉄釉• 白釉 外内面： O ク ロ ロ緑Iこ片口状の刻み有り 削出し高台 庭部にひ び割れ
鉄釉 外内面 ： 0 ク o nり出し高台底部にひび割れ
鉄釉• 白釉 外面 ： ロ ク ロ 内面 ： 0クローナデ 削出し窮台 内面無釉
閃開，耳隠悶る 皿 ： 0クロ 口..., いり..., ァ，心 袖の和巴不良

� ... .,,. � .,あ,細り ,,,,._ : ロ ク ロ ロ”郡祈り II此, numし,.. ロ内""'こム脚の'"'肥 『-- -- ·
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釉 外内

●

ロ

＇ 口 ·-·へ.... "" ... ナ,_,,_, ....... 
=0クm0外ナ

内デ
1
●1覇1-.椰lfflに： 占,.. 符ら.,, ケx•J -·ロ ク ロナチ LI... 内鋼に順tit3 つ そ

ロ ク ロ 体郡上鄭lo:.R 1'\'4-の開 り糸比縞 (/\'�MI l.r.Ji .lヒ ？） 円I Iに使用によ

ク ロ 底部 ： 手持ちケズ ＇) 外面に 6 ヶ所の焼き台痕跡
鉄 釉 外 ilii : ロ ク ロナ デ 内 面 ： 0 ク ロ 底部 ： 回転糸切り 体部にひび割れ
鉄釉• 白釉 外内面 ： ロ ク ロ 開ti.Iし高台 内面に五脚の桔梗台痕跡

I,,,.<全,,.... 不,n .,_,.,. : 内漏～外嚢9上半） 外IN: a ク "'· !el転ケズリ 底郎 ： 1,,1転糸切り

,, :'含疫ぢ 序俎al£沢品ば祖翡悶品 外血： ロク ロ. , .. , 転ケX')

騎蒙釉 外●宝： " '云"
、

回
転

9；ズ
：：：リ，．＂；

内

の：● ロク. .. 'ヽ9紅傘.,., → ,, �-·-心
a ク p .. , 隠 ： IVJUIし慮白 濱白，，，伽l鋏輪 l勾両に丘
： 口 9 口 底郎 ； nり出し 外躙wm,·,半以下薫鴨で煽
: o ク 0

素焼き 上面 ： 回転ケズ リ 下面 ： ロ ク ロナデ つ ま み部欠損
鉄釉 （全面） ・ 白釉 （外伽上部） 外面 ： ロ ク ロ ナ デ 内llii : ロ ク ロ 庭部 ： 削出し
鉄釉 （全面） ・ 白釉 （外面） 外内面 ： ロ ク ロ 注口災5.4叩
鉄釉 • 白釉 外内面 ： ロ ク ロ
鉄 釉 • 白 釉 外 内面 ： ロ ク ロ
鉄釉 外面 ： ロ ク ロ 、 回転ケズ リ 内面 ： 不明 削出し高台 最大径8.5cm
ー......, 菫L7. Jeri,

U畑 Yl-DU • ロ ク ロ、 ピI転ケ ズ リ 内漬i . ロ ク ロ n11mし高台 飛諏文

鉄釉（表面） 長さ163an 幅9 4an 厚さl.5an 裏にヘラ書き文字「大極上□H田中山口（荘力）」 「大口」

第 3 表 窯道具観察表
幅 ・ 底径(cm) 厚 • 器高(an) 特 徴 登録 写真図g

4 5 1 .3 素焼き 木の葉文 85 14- 3 
7.3 2.6 快り直線的 14ー12
7 .6 2 1 扶 り 曲線的 14-12 
8.4 3.5 袂 り 曲線的 14-12 

11.0 3.6 扶 り百線的 14ー 12
14 .6 4 3 扶り直線的 14-12 
3.3 2 4 表面上半と下端に筋目の圧痕あり 14-13 

16.6 20.2 上部に穿孔(2ヶ所） 上面に径13cmの扱跡 14一LL
11.8 5 8 穿孔(2ヶ 所か） 上面に径8.Scn, の痰跡 14-IJ  

12.4 中実 14-1 1  
12. 7 2.2 表面に径2.5-3cm、 裏面に径4cmの痕跡あり Idー13

6 6 中実 囚l!i1に径14-15cmの高台棋跡・ 釉付沼 14-1 1  
9.8 14- 14 
7.5 5.2 14ー14
6.5 14-14 

第 4 表 磁器観察表
産地 特 徴
瀬戸 染付 外面：垣に笛文 内面口縁 ： 四方簿文 見込み ： 寿 削出し高台
瀬 染付 外面 ： 牡丹文 内面口縁： 四ガ●文 見込み ： が 削出し高台
肥前 染付 外面： I§� 文 内面： 輩花文 見込み ： 五弁花 （コンニャ ク判） 渦福銘 I釈

相馬 大堀焼 の、 色絵山水文土瓶 の破片 が出土して いる。

［土製品］ （写真図版14- 2 )  

素焼き の女 性像 が出土して い る。 産 地、 意匠 などは不明である。

登録 刃真穏版， 12- 5 
6 1 1- 2 
3 12- I 
16 11 ー 1
I I  12- 2 
84 12- 7 
I 12- 3 

邸 1 1- 1 
18 12- 4 
28 13- I 
72 13- 3 
20 11 3 
30 13- 4 
70 13- 7 
69 13- 6 
33 13-17 
35 ll- 4 
55 11 - l 
54 13- 8 
53 13- 9 
46 13-10 
67 13-1 1  
71 13-19 
38 13-12 
77 I I ー l
87 I I- I 
73 13-13 
75 11 - 2 
60 11- 2 
65 1 1- I 
“ 13-14 
58 13 18 
81 14- l 

I登録



II. 考察

1 . 窯の構造

窯の一部を確認 し た だ け で全体の構造は不明であ る が、 燃焼室の形態や窯道具に認め ら れ る傾斜を

も つ床面の痕跡な ど か ら 登窯であ っ た 可能性が高い。 長軸は ほ ぼ東西方向で燃焼室 は西側である 。 自

然地形が東に高 く な っ て いた痕跡は認められず、 平坦地に何ら かの構造 を も っ て登窯を構築 し て いた

と推定される 。 し か し 、 窯壁以外、 窯の構造を推定す る資料は周囲から は検出でき な か っ た 。 窯道具

に は砂が付着 し て い る も のが多 く 認め ら れ、 焼成室に も 砂が敷かれていた と 思われる 。

2 .  製品

本窯跡では多種の製品が生産 さ れて お り 、 そ の多 く は 日 常雑器である 。 遺物全て を定獄的に分析し

て い な い の で どれが中心的な製品であ っ た か は明確ではない。 た だ し、 今回の調査 に お け る 出土鼠は、

甕な ど大 ・ 中型品 も比較的多 く 出土 し て い る が、 土鍋と徳利な ど小型品が非常に多い。

器 は ロ ク ロ で整形さ れて い る も のがほ と ん どで、 型打ちや手づ く ねで作られた も の は 出土 し て い な

ぃ。 し か し 、 以前の採集品には型打ち の小角皿が出土 し て い る 。 器具に よ っ て文様が施 さ れ る も の は

少な く 、 鉢や香炉に沈線文、 徳利に沈線文と 飛飽文の他、 火鉢には型押 し に よ る 浮彫 と 彫去状の文様

が認め られる 。 ま た皿、 盤、 鉢、 小坪、 香炉、 徳利、 油壺、 土瓶、 甕、 切立には白釉が掛け ら れ て い

る が、 こ れ ら の 中 で も 深 さ 2 cm以下の浅い皿や小型の鉢な ど に は掛け ら れ て い な い。 ま た 、 皿の内面

に 白釉の流し掛け に よ る文様 も 認め ら れ る 。

本窯は 、 鉄釉に 白 の化粧釉 を 流 し た な ま こ 釉の甕や切立、 捏鉢な どの仙台の堤焼 き の系譜 を 引 く

大型品 と 共 に 、 薄い作り で鉄釉の施 さ れた婉や皿、 鉢、 土鍋、 片 口 、 香炉、 徳利 、 土瓶な どの小型品

が特徴的である 。 胎土は 、 前者はやや粗 い も ののいずれも緻密である 。 こ れ ら の特徴を も つ製品を生

産 し た 窯 は県北地方を中心に 多 く 分布 し て い る 。 文様 と して特徴的なのは 、 飛飽文 と 白釉の流し掛け

であ り 、 近 く では上野目焼や平清水焼な どに類例があ り 、 当窯の製品に は近隣の様々 な要素が認め ら

れる 。

盤の外面のヘ ラ 書 き は 、 全文が明 ら かでないた め詳細は不明であ る が、 宮崎町切込 （焼） の土を半

分用いて焼いた と い う 意味であ ろ う か。 切込焼 と の関係 を 知 る 上 で も 興味深い資料である 。

3 .  製品と 窯道具の関係

窯道具は焼台 A 類が圧倒的 に 多 く 、 重ね焼 き を駆使 し て製品を生産 し て いた こ と は製品の内面に残

さ れた焼台痕跡 （ 目跡） か ら も見て取れる 。 内面に焼台 A 類の痕跡の認め ら れる器種は、 皿、 盤、 片

ロ 、 鉢、 甕、 切立、 湯通 し 、 土鍋な どである 。 こ れ ら の中でも 内面に痕跡の な い も の は小型皿の一部

のみで、 ほ と んどすべて の製品に焼台痕跡が認め ら れる 。 製品内面の焼台痕跡や焼台 A 類、 焼台上面

に 残 さ れた 製品の高台痕跡のそれぞれの直径か ら重ね焼き の様相を推定す る と 、 内面に焼台 A 類の痕

跡が認め ら れ る 最小の製品は皿である 。 小型の焼台 II�環iが重ね ら れ、 その上面の高台痕跡か ら 灯

明皿や小坪、 極小型甕な どの小型品が乗せ ら れ て い た こ と がわ か る 。 中型の焼台 II③～⑥類の痕跡が
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付いた片口、 土鍋、 甕 (III類） 、 鉢、 切立 （小） に は そ れぞれ各製品 と 同 じ径、 も し く はやや小さ い径

の高台痕跡の付いた焼台痕跡が認め ら れ る 。 ま た 、 土鍋や片口 、 甕な ど に は 、 数少ない釉着 し て い る

例の中で も 同 じ器種が釉着 し て い る例が高い比率で見 ら れ る 。 す り 鉢 も 焼台 G 類 を 用 い て 重ねて焼か

れ て い る 。 以上よ り 、 同 じ製品を何重 に も 重ねて窯詰めを行っ て い た と推定で き る 。 中型品の中でも

大型に類する甕 (II類） や湯通し 、 切立 （中） に は 、 そ れ よ り も やや径の小 さ な高台痕跡の付いた焼

台痕跡が認め ら れ る 。 そ れ ら に は よ り 小型の も のが重ね られた と 推 定 さ れ る 。 大型品や中型品の中で

も 大型の も の は焼台 B•E ( I • II ) 類の上に乗せ られて焼成室の床面に固定 さ れて い た と 推定 さ れる 。

灯明皿などの小型品は、 皿な ど に 重 ね ら れた他に 、 焼台 F 類や 、 焼台 C 類に重ねら れた焼台 D 類な ど

に乗せ ら れ て い た。 焼台 F 類は下面に砂が付着 し て お り 、 焼成室の床面に固定 さ れて い た と推定さ れ

る。 焼台 G 類 は す り 鉢専用であ る。 H類は土管 を 固定 し た も の と 思われる 。 素焼き の土管に H 類 に

よ っ て 固定 さ れた痕跡が認め ら れ、 窯の中で立てて焼成 す る と き に不安定な土管を固定 し た も のであ

ろ う 。 土管の縁の痕跡が片側に しかない も の ( I ) は一方を窯の壁に固定 し た と 思われる。 土管はか

な り 多 く 立てて焼かれて い た と 推定 さ れる こ と か ら 、 焼成中の倒壊の危険性 を 少 し で も 少 な く す るエ

夫であ っ た のであ ろ う 。

4. 窯の操業年代

当窯につ いての文献は ほ と ん ど な く 、 近在の言い伝え に も 残っ て い な い。 た だ、 大崎焼 と 伝 え ら れ

る す ず徳利が 1 点紹介さ れ て い る に す ぎな い （本田1989) 。 県 内 に お い て 、 当窯の よ う な陶器 の 日 常雑

器を焼いた窯は20カ所あ ま り 知 ら れて い る （藤沼1997) 。 中 で も 代表的な堤焼は江戸時代の元禄年間

(1688......, 1703) に開窯 さ れた と いわれて い る 。 し か し、 日常雑器の需要が急速 に 高 ま り 県内各地で窯

が盛んに造 ら れ る よ う に な る の は幕末から明治に か けてであ り 、 当窯 も そ の こ ろ に操業 し て い た と 推

定 さ れ る。 窯跡周辺か ら 19世紀の陶磁器が採集 さ れ て い る こ と は そ れを裏付けて い よ う 。 地元に は 全

＜ 窯の伝承がな い こ と か ら 、 遅 く と も 大正頃には操業 を や め てい た可能性が高い。

Ill. ま と め

1 .  窯の一部 （燃焼室） を確認した。 登窯形式であ っ た と 推定 さ れ る が、 開 田 に よ る削平のため窯の

全体像は不明である 。

2 .  本窯で生産 さ れた製品は、 皿類 （高台付丸皿、 灯明皿、 盤） 、 婉 類 （婉、 小坪、 仏飯器） 、 鉢類 （高

台付鉢、 捏鉢、 片 口 、 香炉、 火入れ、 火鉢、 煤炉、 蚊遣 り も し く は風炉、 植木鉢、 す り 鉢） 、 甕類（甕、

切立） 、 鍋類 （土鍋、 焙烙） 、 瓶類 （徳利、 油壺） 、 水注類 （土瓶） 、 お歯黒壺？ 、 蓋、 湯通 し 、 卸金、

瓦、 土管な ど、 日 常雑器が主体で あ っ た。

3 .  窯詰め に 当 た っ て は、 焼台を駆使して重ね焼 き を行い、 大凪生産を は か っ て い た と 推 定 さ れ る 。

4 .  本窯は幕末か ら明治にかけ て操業 し て い た と 推定 さ れる が、 開窯お よ び閉窯の時期 に つ い て は 不

明である 。
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0 - 2 区 SD601 · 604溝踪（北か ら ）
-"'l 

P - 1 区

図版 1
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0 - 1 区全景 （西か ら ）

0 - 2 区全景 （東か ら ） 0 - 3 区全景 （東か ら ）

図 版 2
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Q - 1 区東側全景 （西か ら）

．．． 

Q - 1 区 SK660土壌断面 （ 東 か ら ）

疇- --
Q - 4 区全景 （西か ら ）



．
覧- · --

S0694溝跡断面 （西か ら ） Q - 9 区 SK699土壊断面 （東か ら ）

R - 1 区全景 （ 南 か ら ） R - 2 - 6 区全景 （西か ら ）

. -
S - 1 区東側全景 （西か ら ） S - 1 区西側全景 （東か ら ） SK①類 (SK750 西 か ら ）

図版 3
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S - 2 区全景 （西か ら ） S - 3 区全景 （南か ら ）

S - 2 区 SE764井戸跡断面 （ 北 か ら ） SK④a類検出状況 (SK720 南 か ら ）
ョ ―-

SK④類検出状況 ( S - 2 区東端 南 か ら ） SK④a類断面 (SK711 南東か ら）

SK④b類断面 (SK759 南東か ら ）

T - 1 区全景 （南か ら）

図版4
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U - 1 区全景 （北か ら ） U - 3 区全景 （ 南 か ら ） V - 1 区全景 （南か ら ）

S1841-843 · 885住居跨 （西か ら ） U - 2 区 SB886建物跡 、$1841 -843·885住居跡（北西か ら ）

U - 3 区 $0661 · 859 · 860溝跡 （南か ら ） V - 2 区南側全景 （南か ら ）

図版 5
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V - 3 区

.... 

V - 2 区 SK874土壌 （北か ら ）

図版 6

10.J 



...... 一·
V - 4 区東 S8980建物跡南西隅柱断面 （西か ら ） V - 4 区東 S0682 · 960溝踪断面 （北か ら ）

V - 4 区西 S0927 · 928溝跡 （南か ら ） V - 4 区西 SK939土壊断面 （東か ら ）
＇烹

V - 6 区全景 （東か ら ）

図版 7
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SR01 窯跨全景 （西か ら ） SA01窯跡部分拡大 （南か ら ）
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調 査 要 項

遺 跡 名 ： 郷主 内遺 跡（ ご うし ゅ うち いせき） 、 宮城県遺 跡地名表登載番号03195、 遺 跡記号SU

旧 名 郷主 内館跡（ ご うしゅ うち たてあと ）、 宮城県遺 跡地名表登載番号03034

旧 名 辻 館跡（つ じ たてあと ）、 宮城県遺 跡地名表登載番号03110

所 在 地： 宮城県 角田市島 田字郷主 内、 枝野 字辻 • 南小 原

調 査 原 因 ： 県 営ほ場整備事業

調 査 主 体：宮城県 教育委員会

調 査 担 当：宮城県 教育庁文化財保護課

角田市教育委員会

岩 見和泰、 高 橋栄一

齋藤彰裕、 尾 形真也

調 査 期 間：2000 年 （平成12年） 3月 6 日,....., 15日

調査対象面積：約 21ha ( 210000 rriり

調 査 面 積：930m2 

調 査 協 力 ：宮城県 大河 原農林振興 事務所、 東北歴 史博 物館、 隈 東土地区画整理組 合

調 査参 加 者：遠藤豊子、 大槻幸一郎、 菅野二三子、 加藤昌雄、 佐藤きぬ子、 佐藤幸一、 高 橋 均

藤野時弘
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第 1 章 遺跡の概要

1 . 遺跡の位置と地理的環境

郷主 内遣 跡は角田市枝 野字辻 •南小 原、 島田 字郷主 内に所在する。 市の 中心 部から南東に 約 3 kmの

地点に あり 、 丸森町 と の 町境 から約 1 km北に 位置 している。

遺跡は、 伊具盆 地の ほぼ 中 央を縦断 し北へ と 流れ る阿武隈 川の 東岸、 川岸から約400-500mの距離

に あり 、 阿武隈 川に よ って形成され た自 然堤防上に 立地する （中 川他 1 986)。 東に は阿武隈山 地の 北

端をなす標高 20 0- 30 0mの鹿狼山 地があり 、 東の 丘陵と 西の阿武隈川 に 挟 ま れ た平野部の ほぼ中 央に

遣 跡は位置 している。

遺跡の 周辺 は一 部宅地と なっているが、 大部分は水 田・畑 地と して利 用され ており 、 現況で は緩 や

かな微 地形が認められ るものの、 標高 14- 16 mの ほぽ 平坦 な地形と なっている。

2 • 周辺の遺跡と歴史的環境

郷主 内遺跡は従来、 辻 館跡( 1 )と郷主 内館跡( 2) として知られ ており 、 周辺に は、 律令 期の伊具 郡

街と 推定され ている角田郡山 遺跡( 6 ) があるほか、 古墳時代の 遺跡に は郷主 内古墳( 3 )• 光目 内古墳

群( 4 )などがあり 、 古代の 遺跡に は角田郡山 遺跡の 瓦供給地で あった今泉 瓦窯跡( 21) · 桜井 瓦窯跡

( 24)· 山中 瓦窯跡( 25) などの 窯跡群が知 られ ている。 中世の 遺跡で は、 南に 光目 内館跡( 5)が、 南西

に は郡山 館跡( 9 )、 東に は島 田館跡( 15) など が近接しているほか、 南側約 2 kmの 地点に は戦国時代に

伊達輝宗 ・ 政宗に よる相馬攻 めの拠点であった矢ノ 目 館跡( 7 3)がある。 ま た、 江戸時代に仙 台藩の 南

半 部に おける本山派修験の中心であった東光院と宗畔 院がそれぞれ阿武隈 川の 東岸と西岸に 位置 して

いるぼ I )。

郷主 内館跡は、 江戸時代延宝年間(167 3,.....,81)に作 成され た r仙 台領 古城書 立之覚J に 「島 田 村、

江主 内城、 東西七拾六間、 南北六拾 三間、 四 千七百八拾八坪、 右 城主 と申ハ無之候共相馬陣之節 政宗

取 立之要害之 地二御座候 」 と記 され ている館跡で ある。 196 2 ( 昭和 37 ) 年に その一 部が発掘調査され、

館跡は二重に 水堀を巡らし た方形に 近い平 城で、 内郭 は一辺 約 90 m の ほぼ正 方形を呈 し、 内堀は幅 8

,.....,lO m、 深 さは 2 mあり 、 外郭 は南北が17 0m•東西34 0mの長 方形と推定され ているぼ
2 )。 ま た、 郷主

内館跡の 近くに は周囲に 堀を巡らす小規模な屋敷地がみられ、 館跡に 関連する屋敷地と推定され てい

るほ 3 ) 。 辻 館跡は郷主 内館跡に 関連する屋敷地と推定され る遺跡で、 現在 は西側の 堀だ けが残っている

が、 西•南•北の 三方に 「コ 」 字 状の 堀が以 前存 在していたことが知 られ ているぼ 4 )。 光目 内館跡も一

部堀が確認でき、 位置的に 近接することから辻 館跡と同様の性格の もので ある可 能性 が高 い。

註 1 . 東光院は現存せず、 明治時代初め頃ま で寺院があっ た と い う場所が伝え られて い る 。 東光院については安達俊

男氏から ご教示を賜った。

註 2 . 藤沼邦彦(1981) 「宮城県」 「日本城郭大系 第 3 巻 山形 宮城 福島」 （新人物往来社） の363 • 364頁。

註 3 . 註 2 文献に同じ。 なお、 志問泰治氏には現場を視察していただき 、 屋敷地や堀跡の位置について ご教示を頂い

たほか、 旧地籍図 に よ る 堀跡の推定作業 に つ い て も ご指打を賜った。

註 4 . 志間泰治氏のご教示 に よ る 。 ま た 、 地元の方々 か ら も 同様の説明を頂いた。

115 



� 遺 跡 名 積 別 時 代 池 遺 跡 名 植 別 時 代 No 遺 跡 名 種 別 時 代
l 辻館跡 城 中世 36 竹ノ 内遺跡 散布地 縄文中 71 媒崎横穴墓群 横穴墓 古墳後•平安
2 郷主内餡跡 城館 中世 37 大久保古項群 円墳 古墳後 n 矢ノ 日遺跡 集落 古.11'1-中世
3 郷主内古項 円!ti? 古墳後 38 松前館跡 城館 近世 73 矢／ 目館跡 城館 中世
4 光目内古項群 円項 古項後 :l9 杉迫遺跡 敗布地 古代 74 長内遺跡 散布地 古代
5 光目内館跡 城館 中世 40 鹿野窯跡 窯跡 平安 75 大楯館跡 城館 中世
6 角田郡山遺跡 U衛• 散布地 古m ・ 奈 良 • 平安他 41 仙石遺跡 散布地 縄文中？ 76 大門前遺跡 散布地 弥生
7 狐塚古墳群 古墳 古頃後 42 稲葉館跡 城館 中世 77 塚合遺跡 散布地 縄文晩 •弥生
8 上沼尻古頃 円墳 古頃 43 山根遺跡 寺院• 散布地 縄 文 ・ 古 代 ・ 中 世 78 宮後古墳群 円墳 古坑後～奈良
9 郡山館跡 城餡 中世？ ヽ14 代t所跡 代官所 近世 79 宮ノ 下城跡 城館 中世
10 品濃遺跡 集落 古墳中～平安 45 荒町遺跡 集落 • 散布地 古項前 ・ 中世他 80 禿山館跡 城館 中世
11 恥賀遺跡 散布地 古代 ・ 中世 46 尾山城跡 城館 中世 81 ffffl遺跡 散布地 中世
12 上中島遺跡 敗布地 古墳後 47 上大門遺跡 散布地 縄文後 82 呼福寺窯跡 窯跡 古代
13 新墓古項 円項 古坑後 48 八窟城跡 城館 中世 83 鑢沼遺跡 散布地 ・ 城館 縄文 · 弥 生 ・ 中 世
1 4  館幼田古瑣 円項 古慎中 49 大條氏居城跡 城館 近世 84 鑢沼古墳群 円項 古墳中
15 品田館跡 城館 中世 50 北小屋城跡 城飢 中世 85 観音堂館跡 城館 中世
16 今泉古項 円項 古れ後 51 小民城跡 城館 中世 86 世ヶ崎B遺跳 敗布地 古代
17 桜井館跡 城 中世 52 大ll'I古墳群 円墳 古頃 87 世ヶ 崎遺躁� 散布地 縄文中 ・ 古代
18 間野田古墳 田れ 古れ後 53 引田横穴塞群 横穴墓 古墳•古代 羽 小田城跡 城館 中世
19 =.� 遺跡 集落 古墳中 54 弓,rn古墳 古墳 古項 89 住社遺跡 集落• 古墳 古墳前 ・ 後
20 今泉遺跡 築落 縄文中 55 '.ll田遺跡 散布地 縄文晩 90 松ヶ 枝館跡 城館 中世
21 今泉瓦窯跡 窯粉 奈良 56 石川口遺跡 散布地 古墳•古代 91 沼小屋横穴廷蹄 横穴墓 古墳•古代
22 山中古墳群 円墳 ・ 方汲 古項後 57 00ノ入古墳群 円坑 古瑣後 92 臥牛城跡 城館 中 世 ・ 近世
23 八頂EFJ瓦窯跡 窯跡 古代 S8 稲葉前遺跡 散布地 縄文中 93 牛館横穴墓群 横穴墓 古墳 • 古代
24 桜井瓦窯跡 窯跡 古代 59 池田館跡 城館 中世 94 牛館遺跡 散布地 平安
25 山中瓦窯跡 窯跡 古代 6() 香山館跡 城館 中世 95 長泉育炉古頃群 前H悛円墳•円墳 古墳巾 ・ 後
26 山中横穴墓群 横穴墓 古J/1· 古代 61 東稲荷田横穴墓詳 横穴紙 古墳後 96 1B袋遺跡 集落 縄前 ・ 中
27 山中桜井遺跡 製鉄 古墳•古代 62 碇遺跡 散布地 縄文前 97 裏林窯跨 烹跡 奈良
28 作田遺跡 散布地 古代 63 小佐Ill遺跡 敗布地 弥 生 ・ 古 代 98 老 ヶ崎経塚 経塚 中世
29 A内古墳群 円墳 古墳後 64 羽山横穴墓 横穴'II, 平安 99 老ヶ崎廃堂跡 寺院 中世
30 大坊遺跡 集落 古墳•奈良 65 羽山遺跡 散布地 弥生 100 老ヶ幻遺跡 散布地 縄文中～晩 •弥生
31 笠松古坑 円項 古填 66 小斉清水遺跡 散布地 縄文中～晩 ·弥生 101 老ヶ 崎館跡 城 近世
32 薬師廃堂跡 渾 中世？ 67 鹿品神社遺跨 散布地 古代 1位 守前遺跡 散布地 古項中
33 飢ハIJ城跡 城館 中世 68 榮,,ヽ 民前跡 城館 中 世 Jill 新T遺跡 散布地 古墳
34 医王城蹄 城館 中世 69 古舘窯跡 窯跡 平安 叫 讚田町遺跡 散布地 古代
35 福田遺跡 散布地 古代 70 北向遺跡 散布地 繹文前 ・ 後 llli 田町寝B遺跡 集落 古墳• 奈良

第 1 図 郷主内遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2 章 発掘調査

1 . 調査に至る経過
県営ほ場整備事業i

事業計画では、 整備範

こ伴い実施さ れた も のであ る。

事前に遺跡の範囲や

本調査は角田市枝野地区の

辻館辣 ・ 郷主内館跡な どに及ぶた め、 関係機関 と 協談し 、

· 12月 に角田市教育委員会が、 平

平成11年11
囲が周知の追跡であ る

確認調査は、

遺構 • 遺物の有無を確認す る こ と に し た。

と 角田市教育委員会が行い 、 そ の結果、 広範囲に わた っ て中世の遺構

と な く 続いて お

成12年 3 月 しこ宮城県教育委員会

一部区域でし詰項時代の遺構
· 如が分布し 、

・ 追物が確認 さ れ、 遺跨は途切れる こ

昭和30年代の地簡図から

推定し た郷主内館跨閲連

の堀跨の位祖

禽 新たに配2し た遺蹄の範曲

立跡 ・ 郷主内館跡の位置と ト レ ンチ位置図 (S= 1/6000) 

第 2 図
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こ の結果を受けて関係機関と再度協議を行い、 遺跡の破壊を最小限に抑 え る べ く 設計の変更が な さ

れ、 排水路などの調査は平成12年度 か ら 角 田市教育委員会が行 う こ と と な っ た。

本報告は、 宮城県教育委員会が主体 と な っ て行っ た確認調査の成果 を ま と めた も ので、 その概要と

辻館跡周辺の調査区で発見 さ れた 密教法具埋納遺構に つ い て報告す る も のである 。 なお 、 遺跡の全体

に つ い て は平成12年度以降に行われ る 角 田市教育委員会の調査報告 に ま と め て 行 う こ と と な っ て い

る 。

2 .  調査方法

角田市教育委員会が平成11年1 1 ・ 12月 に行っ た確認調査を も と に 、 遺跡の範囲と 遣構の分布状況を

確認す る た め 、 ほ場整備が行われる遺跡の一部 と その周辺を対象に 、 ト レ ンチ に よ る調査を行った 。

第 3 図 G ト レ ンチの位置と基準点 (S;:: 1/1000) 



た。 な お、 G ト レ ン チ （第 3 図） を掘 り 下げて いた際に 、 調査区南断面に埋納遺構 と こ れ に伴 う 青銅

製品 ・ 木製品の一部を検出した 。 そ の た め 、 埋納遺構に つ い て は 、 ト レ ンチ を南側に東西約 2 m · 南

北約 1 m の範囲を拡張し 、 精査を行っ た （第 4 図） 。

遺構平面図 は遺構の種類等に 応 じ て縮尺を1/100、 1/20、 1/10 と し 、 断面図は精査を行った G 区で作

成 して お り 、 縮尺1/20 と 1/10で記録 し た。 写真撮影は35mm と 6 X 7 白黒 ・ カ ラ ー ス ラ イ ド を使用 し た。

3 .  発見された遺構と遺物

確認さ れた遺構は埋納遺跡 1 基、 井戸跡 8 基、 土塙15基、 溝跡63条、 柱穴多数であ る 。 分布密度は

異 な る も の の、 1 .-...,29、 34......,38 · 42、 A · C......,G ト レ ンチで検出 さ れて お り 、 辻館跡と 郷主内館跡の

間は途切れる こ と な く 遺構が広がっ て い る こ と が明 ら か と な っ た （第 2 図） 。

柱穴がま と ま っ て検出 さ れ た の は 2 · 3 ト レ ン チ と 10 · 11 ・ 12 • 14 ト レ ン チ 、 38 ト レ ン チ で、 こ れ

ら の地点では建物群の存在が想定 さ れ る 。 特に 2 • 3 ト レ ンチ で は ビ ッ ト の密度 も 高 く 、 井戸跡 も 4

基見つ か っ て い る 。 区画溝 ま た は堀跡 と 考 え ら れる 規模の大 き い幅 z .-..., 3 m の溝跡は 、 東西方向の溝

跡が 1 · 2 · 21 · A • C · D •  E ト レ ンチ で、 北東—南東方向の溝跡が11 ・ 17 • 27 • 32 • A ト レ ン

チで、 南北方向の溝跡が 4 • 15 • 19 • 42 ト レ ン チで検出 さ れて い る 。 ま た 、 G ト レ ン チ か ら は埋納遺

構 1 基 と 火葬遺構 と 考 え ら れ る 土壊 l 甚、 井戸跡 2 基、 柱穴な どが確認 さ れて い る （第 3 • 4 図） 。

こ れ ら の う ち 、 1 • 3 •  7 · 12 · 15 ト レ ン チ か ら 中世陶器の破片が出土 し て お り 、 3 ト レ ンチで片

ロの摺鉢、 12 ト レ ン チでは渥美産の甕、 15 ト レ ンチの大溝から は常滑産の摺鉢の破片が出土 し て い る 。

柱穴 も 径 の小 さ い 円形の も のが多 く 、 遺構の 多 く は中世ま た は そ れ以降の年代が考 え られる 。 な お 、

l ト レ ン チ で古墳時代前期の土器が見つ か っ て お り 、 1 • 37 • E ト レ ンチ か ら は古瑣時代 ま た は古代

の土器片が若干出土 し て い る 。

4 .  埋納遺構
【規模と 出土状況】 埋納遺構は重機で掘削 し た際に北側の 3 分の 2 ほ どが失わ れ て い る が、 南側の残

存部分か ら推定す る と 東西45cm程の不整形を呈す る土壊と考え ら れ、 底面の平面形が東西26cm · 南北

38cm程の楕円形を呈す る こ と か ら 、 埋納遺構の平面形 も 南北に長かっ た も の と 推 定 さ れ る 。 旧表土面

か ら 掘 り 込 ま れて お り 、 地山面を底面 と し 、 底面は ほ ぼ平 ら で あ る 。 現地表面か ら 掘 り 込み面である

旧表土面 ま では 約50cmあ り 、 土壊の深さ は 旧表土面から46cm程で、 西 と 南の側面は急に立ち上がり 、

東の側面は緩や か に 開 き な が ら立ち上がる 。 東側で柱穴 1 個 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。

調査区南壁の断面観察 に よ り 、 深 さ 38cm前後の と こ ろ で曲物の底板が検出 さ れた 。 曲物は直径24,...._,

25cmあ り 、 側板は高さ 10cm程 ま で残存し 、 樺皮の一部 も 残っ て いた。 調査に よ っ て曲物内か ら 出 土 し

た密教法具は飯食器 2 点、 六器婉 1 点 • 台皿 2 点、 火舎破片数点で、 飯食器 は 2 点 と も 伏せた状態で

曲物側板に沿っ て置かれて お り 、 曲物底板 に は伏せて置 いた こ と に よ っ て つ い た 口縁部の円形の痕跡

が認め ら れた 。 同様に置かれていた六器婉の も の と 考 え ら れる 痕跡 も 残 っ て お り 、 曲物底板の中央部

は炭化して窪んでいた 。 火舎は猫脚の付いた破片な ど数点が、 逆 さ ま に な っ て 断面 に め り 込む よ う な
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第4図 G ト レ ンチ埋納遺構周辺平面図

状況で検出 さ れた 。 重機で掘 り 下げた際に 、 五鈷鈴や独鈷杵、 花瓶 2 点、 手錫杖、 六器婉が 4 点重 な っ

た も の 、 火舎の破片や、 曲物の底板と側板の破片な どが見つ かっ て お り 、 曲物が北へ傾い て い る こ と

か ら 、 出 土 し た 青銅製品 の 中 に は 、 曲物内か ら こ ぼれ出た も の も あ っ た と 思われる 。

銚子は堆積土を挟んで曲物の下か ら 出 土 し て お り 、 曲物は銚子の体部北側部分が薄い堆積層を挟ん

で重な る よ う な位置に置かれていた。 銚子は両口 の も ので、 注 ぎ 口 を ほ ぼ東西に 、 把手を 北 に 向 け て

埋納遺構の底面に伏せた状態で置かれて お り 、 銚子底部周辺の傷みが激 し い も のの 、 把手の木質部 も

炭化 し た状態で一 部残存 し て お り 、 ほぼ完全な状態であ っ た。

埋納遺構内の堆積土は 8 つ に 分 け ら れ、 5 層 は 曲物内にのみ認め ら れ る 自 然流入土であ る 。 こ れ以

外は地山プロ ッ ク を含む人為的に埋め戻さ れた埋土で、 1 ...._ 3 層、 4 層、 6 · 7 層、 8 層 の 大 き く 4

つに大別す る こ と がで き る 。 8 層 は埋納遺構の底面に薄 く 分布 し て お り 、 埋納す る た めの穴を掘っ た

際に底面付近に残っ て いた土か、 底面を平 ら に す る た め の置 き 土 と 考 え ら れ る 。 6 · 7 層 は銚子を埋

めた土で、 銚子を埋めた段階で一旦平 ら に し 、 こ の上に密教法具 を入れた曲物を置いた も の と 判断 さ

れる 。 4 層 は 曲物の周囲に入れられた埋土であ り 、 曲物 と 同 じ高 さ ま で埋め戻 さ れた と 考 え ら れ、 東

側でやや曲物内 に 入 り 込んでい る 状況が認め ら れた 。 1 ...._ 3 層 は 曲物 を 覆 う よ う に埋め戻された土で、

曲物部分に認めら れた空洞部分から判断す る と 、 曲物が腐朽し 、 土圧に よ っ て本来曲物が あ っ た部分

に も 入 り 込んでい る と 考 え ら れる 。

な お、 本遺構に伴 う 塚や建物な どの施設 に つ い て は 、 断面観察や拡張 した範囲を含む平面観察を行っ

た が、 確認で き なか っ た 。
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埋納遺構断面図 ①
l : 暗褐色(lOYR3/4) シル ト
2 : Iこぶい黄褐色(IOYR4/3) シル ト
3 : 黒褐色(10YR3/2) シ ル ト
4 : 黒褐色(lOYR2/3) シ ル ト

5 : 黒褐色(10YR2/3)粘土
6 : 褐色(10YR4/4) シ ル ト
7 : 黒色(lOYR2/1)シルト
8 : 暗褐色(10YR3/4) シ ル ト
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疇

埋納遺構断面図 ② （南北断面） 埋納遺構断面図 ③ （東西断面）

第5 図 埋納遺構平面図 • 断面図 (S= 1/10) 
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［出土遺物】 出 土 した遺物は 、 重機で掘削 し た際に出土 し た も の も 含 め る と 、 青銅製品が独鈷杵 1 点、

五鈷鈴 l 点、 火舎 1 点 （破片多数） 、 花瓶 2 点、 六器婉 6 点 • 皿台 5 点以上、 飯食器 2 点、 手錫杖 1 点、

銚子 l 点の計20点以上、 木製品が曲物底板 と側板の破片である 。 独鈷杵と 五鈷鈴、 花瓶 1 点、 六器婉

1 点 • 台皿各 2 点、 飯食器 1 点、 手錫杖 l 点、 銚子 1 点は比較的遺存状況が良好で あ る 。

独鈷杵は ほ ぼ原形の ま ま の状態を留めて お り 、 長 さ は14 .5cm、 鈷部各4 . 7cm ・ 把部5 . 1cmで、 鈷部の

幅は中程で0 . 7cm、 把部中央の径が1 . 5cmで あ る （第 7 固 2 ) 。 把部は中央が鬼目式で、 大 き な楕円形を

呈する張出 し の弱い鬼目 を四方に配し 、 両側には五鈷鈴と 同様の二線の約条で締めた重弁八葉の蓮弁

飾 り が認 め ら れ る 。 鈷部は五鈷鈴の中鈷と 同様に細身で先端部が四角錐状を呈する 。

五鈷鈴は、 脇鈷基部が一部破損し脇鈷の一部が歪んでい る も のの、 他は ほぽ原形を留め て い る （第

7 図 1 ) 。 大 き さ は 高 さ 14 .0cm、 鈷部4 . 1cm ・ 把部4 . 9cm · 鈴身部5 .0cmあ り 、 幅は鈷部3 . 1cm、 把部中央

の径1 . 5cm、 鈴身端部の径6 . 1cmで あ る 。 鈷部は 中鈷が細身で先端部が四角錐状を呈し 、 脇鈷には小さ

な嘴形が認 め ら れ る 。 把部は中央が鬼目式で四方に配さ れた鬼目 は横長でやや張出 しが弱 く 、 鬼 目 の

上下に は二線の約条で締めた重弁八葉の蓮弁飾 り が認 め ら れ る 。 鈴身部は紐帯 を め ぐ ら す だ け の素文

鈴で、 鈴身口縁部は立ち上が り が小 さ く 、 狛の爪形を呈する 。 鈴身内 に 残 っ て い た舌は長さ 5 . 4cm ・ 幅

0 . 3,.....,1.3cmあ り 、 X線写真に よ る と 鈷 ・ 把 と 鈴身は別鋳で、 第 7 図 1 の断面模式図 の よ う に接合 さ れ、

舌は方形の環に よ っ て つ な げ ら れ て い る 。 把部下側の蓮弁飾 り が約条を挟んで蓮弁の位慨がずれてい

る の は 鈷 ・ 把部 と 鈴身部 を つ な げる際に生 じ た も の と 考 え ら れ る 。

火舎は原形を留 め て お ら ず、 脚部 と 火炉、 蓋の破片十数点があ り 、 こ れ ら を図上で復元 し た のが第

7 図 4 で あ る 。 火炉は大 き さ は 、 口縁部径が10 .6cm ・ 底部径が7 . 2cmで、 脚部 も 含 めた 高 さ は3 . 7cmで

あ る 。 火炉の形態は 強 く 湾曲 して外に開 く も ので、 内部には受け状の浅い段がめ ぐ り 、 幅1 . 4cmの鍔の

端部は僅かに肥厚する 。 鑢 に よ っ て成形さ れた痕跡が残る 3 つの

猫脚が付き 、 猫脚があ る 火炉底面内 に は、 固定す る た め の直径 2

,....., 3 mmの鋲が各 1 個認め ら れる 。 蓋 は 口 縁部か ら下段の く びれま

での破片で、 口縁部径は8 . 2cmで あ る 。 今回の調査では甑の破片が

出土 し て い な い こ と か ら 、 単層式の火舎で あ る 可能性が高い。

花瓶は徳利形の も の が 2 点出土 し て お り 、 頸部で破損 し て い る

が接合 し完形 と な る も の （第 7 図 5 ) と 胴部下半が欠損 し て い る

も の （ 第 7 図 6 ) が あ る 。 大 き さ は 口径3 .5cm ・ 胴径6.0cm • 高台

径4 . 2cmで、 高 さ は13. 1cmあ る 。 いずれ も 輔轍挽き 仕上げの素文の

も の で、 口縁部 ・ 頸部 ・ 肩部に二線の紐帯、 胴部に子持三線の紐

帯が施 さ れて お り 、 各紐帯に微妙な違いがある 。 ま た 、 高台端部

に違いが見 ら れ、 第 7 固 5 は内面に面取 り と 沈線が施 さ れ て い る

の に 対 し、 第 7 図 6 は丸 く お さ め ら れ て い る 。

六器婉 • 台皿は輔輯挽き 仕上げの素文形式 の も の で あ る 。婉 は、

完形の も の 1 点 （第 7 固 7 ) と 3 点が重な っ た も の （第 7 図 8 )
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第 6 図 埋納遺構から出土 した遺物 (1)



5
 

II 

, C!  

一 膚m, -o

2
 

i.....__ I 戸�ご
12 9 

-m, - (j 0-o 

⑮ 
0 

S on  

゜

8
 

10 

第 7 図 埋納遺構から出土した遺物 (2)
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第8図 埋納遺構から出土した遺物 (3)

の ほ か に 、 2 点が破片で出土 し て お り 、 第 7 図 7 は口径7 .7cm · 高 さ 3 .0cmで、 高台は直径3 . 8cm · 高 さ

0 . 4cmで あ る 。 体部は腰の張 り が弱 く 逆台形を呈し 、 口縁は反 り 気味 に 開 き 、 端部が僅かに丸みを持つ。

台皿は器形がわ か る も のが 2 点（第 7 図 9 · 10) 、 他に多数の破片があ り 、 高台部の破片から 5 点以上

あ っ た も の と 判 断 さ れ る 。 大 き さ は口径6 . 8cm · 高 さ 0 .9cm、 高台径4 . 5cm • 高 さ 0 .5cmである 。 口縁は

僅かに内湾し 、 端部は上側を面取 り 風に仕上げて い る 。

飯食器も輔轍挽き 仕上げの素文の も ので、 2 点出土 し て い る 。 婉部が破損 し て い る が全体の形を留

め て い る も の （第 7 囮11) と 台脚部を破損 し て い る も の （第 7 図12) があ り 、 大 き さ は 口径7 . 8cm · 台

脚径5 . 2cm · 高 さ 5 . 2cmで あ る 。 台脚上部に二線の紐帯を廻ら し、 端部外面に は 2 条の沈線が施 さ れて

い る 。

手錫杖は杖頭部が出土 し て お り 、 全体的に腐蝕が進んでお り 遺存状態が悪 く 、 輪部上端が破損 し て

い る （第 7 図 3 ) 。 輪部の左右上下に三日月形を付し、 頂に は宝塔を置い て お り 、 中央に は同様の宝塔

状の意匠を表現して左右に宝塔 ま た は水瓶 と 考 え ら れる意匠を配 し て い る 。 穂部には輪部内に 2 箇所

と下部に 3 箇所の計 5 箇所の紐帯 を 配 し 、 下端は四葉の花弁風に仕上げて い る 。柄部を受け る 孔は 4 X

5 mmの長方形であっ た 。 遊環は一方 に 3 個、 他方に 2 個現存 し て い る 。

銚子は両 口 の も の で、 底部周辺が欠損 し て い る も のの、 他は原形を留め て お り 、 把手の木質の一部

も 炭化 し て残っ て い た （第 8 図） 。 大 き さ は現存長30. 4cm、 本体の直径は 19.0cm、 青銅製の把手の長さ

は9 . 1cm、 高 さ は9 . 2cmである 。 本体と把手は 3 個の鋲で留 め ら れ て い る 。



第 3 章 考察 と ま と め

1 . 埋納遺構 と 出土遺物について

【埋納遺構の復元】

埋納逍構は平面形が長軸45cm以上の不整形

で、 底面が長軸38cm ・ 短軸26cmの楕円形を呈す

る 土堀で、 旧表土面か ら 掘 り 込 ま れて お り 、 深

さ は46cmである 。 調査の結果、 埋納遺構は底面

に青銅製の銚子を伏せて埋めた後、 密教法具を

収 め た 曲物 を 埋納 し た こ と が明 ら か と な っ た。

埋納遺構の堆積土の状況か ら 埋土 は 4 つ の 層

に 大別 さ れ、 I 層は底面 に 薄 く 分布する埋土で、

第 9 図 埋納遺構の復元模式図 （南北断面図よ り 作成）

土壊を掘った際に底面付近に残 っ た 土か、 底面を平 ら にす る た めの箇 き 土 と 考 え られる 。 II 層は銚子

を埋めた土で、 Ill層 は曲物の周囲に入れら れた埋土であ り 、 曲物 と 同 じ高 さ ま で埋め戻 さ れた と 考 え

ら れ る 。 IV陪は曲物の上に最後に埋め戻 さ れた土であ る 。 以上の こ と か ら 、 埋納手順は①埋納す る た

めの穴を掘り 、 把手を北向 き に した銚子を伏せて底に置き 、 ②銚子を埋め 、 ③ こ の上に密教法具を入

れた曲物を置いて 、 ④曲物を埋める 、 と 復元で き る 。

検 出 し た 際、 密教法具が納め ら れた曲物は北側へ傾い て い た が、 こ れは本来水平に置かれて い た も

のが、 南側の銚子本体 と 重 な っ て い る部分は変化す る こ と は な か っ た が、 北側の把手部分は木質部が

腐朽 し た り 、 時間の経過 と と も に埋土が締 ま っ て い く な ど し て 傾 い た も の と推定される 。

曲物内の密教法具の配置は 、 出土状況から南半部は側板に沿っ て西側に飯食器 l 点（第 7 園12) 、 南

に飯食器 1 点 （第 7 図11) が口縁を下に伏せて岡かれ （第 5 図平面図①、 写真図版 1 - 5 .-...... 3 ) 、 東 に

は曲物底板に残 っ て いた痕跡 （第 6 固） か ら六器婉が口縁を下に伏せて置かれて い た と 考 え ら れる 。

六器婉には 3 点が重 な っ た状態で見つかっ て い る も の （第 7 固 8 、 写真図版 4 - 5 • 6 ) が あ る が、

本来は 6 点が重な っ て い て 、 飯食器側に持たれかか る よ う な状況で確認 さ れた六器婉 （第 7 図 7 ) は

一番上に重ね ら れて い た も のが何ら かの原因で外れ、 検 出 さ れた位躍に残 っ て いた と 想 定 さ れ る 。 破

損が著しい火舎 （写真図版4 - 1 ) と 六器婉 • 台皿は 、 重機で掘削 した際に引 き ず ら れ る な ど し て 破

損 し た と 考 え ら れ、 重機で掘削 し た 際 に 曲物の中央を分断 し て お り 、 調査区南壁際 に お いて破片で検

出 した火舎は断面に め り 込むよ う な状況の破片が見つかっ て い る こ と か ら 、 火舎は曲物中央に 、 六器

台皿は飯食器の西側に立て かけ る よ う に置かれて い た と 推 定 さ れ、 他の遺物は北半部に置かれ て い た

と 考 え ら れ る 。

【出土遺物の検討】

こ こ では、 密教法具 に つ いて個々 に検討し 、 その特徴や類例から 製作年代 を 考 え て い き た い （註 I )
。
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独鈷杵は、 鈷部が細身で鋭 さ を留め 、 把部中央の鬼 目 は横長で大 き い こ と か ら 、 古い様相を呈する

が、 鬼 目 の張出 しがやや弱 く 、 鈷部の長 さ が把部 よ り も僅かに短い特徴は よ り 新 し い様相 と さ れて お

り 、 13世紀代の も の と 考 え られる 。 五鈷鈴は小振 り の も ので、 鈷部の中鈷や把部の鬼目 や蓮弁飾 り が

独鈷杵と似た特徴を有する 。 鈷部の脇鈷の張 り や把部中央の張 り が弱 く 、 鈷部 と 把部が華奢な印象を

受 け る 。 鈷 • 把部 と 鈴身部は別鋳で あ り 、 こ れ ら の特徴から 、 出 土 し た 遺物の中では最 も 新 し い様相

を持つが、 13世紀代に は お さ ま る も の と 考 え ら れる 。 火舎は火炉の形態が強 く 湾曲 し て外に開 く も の

で、 甑が出土 し て い な い が、 火炉内面に受け状の窪みがあ り 、 蓋 も 高 さ が あ る こ と か ら 、 鎌倉時代以

後に主体 と な る重層式の可能性 も あ る も ので、 お お よ そ鎌倉時代の範疇に お さ ま る も の と 考 え ら れ る 。

花瓶は徳利形の も ので、 類例が多 く な い こ と か ら ど こ ま で遡 る か は不明な点が多い。 本遺跡出土の も

の は 、 徳利形花瓶の中で も 古 い一群に属す る も の と 考 え ら れ、 13世紀代の年代が想定 さ れ る。 六器は

婉 • 台皿と も 高台が低 く 、 口縁端部が玉縁 と な ら ずに僅かに肥厚す る も の で、 婉 は 口 縁部が外に 開 き 、

鎌倉時代の典型的な特徴を有し 、 出土遺物の中では最 も 古手の様相を持つ も ので あ る 。 飯食器は婉部

の径が比較的大 き く 浅い も ので、 台脚部は長脚化 し て お ら ず、 他の遺物 と ほぽ同 じ時期の も の と 考 え

ら れ る 。 手錫杖 は こ れ ま で見 て き た法具類 と 大 き な年代的な差はな い と 考 え られる 。

以上、 遺物を個別 に 見て き たが、 遺物に よ り 小 さ な年代差 はみ ら れる も のの、 鎌倉時代 に位置付け

ら れ、 お お よ そ 13世紀代の も の と 考 え ら れ る 。

【密教法具出土遺跡の検討と 埋納遺構の性格】

郷主内遺跡で発見 さ れた金剛杵 • 金剛鈴と 飯食器、 一面具の一括埋納遺構は、 東北地方で初めての

発見である 。 金剛杵や金剛鈴を含む密教法具が逍構か ら 出土 し た 例 に は 、 経塚や城館跡、 寺院跡か ら

出土した例が知 ら れて お り 、 こ れ ら の多 く は密教法具が個々 に少数出土 し て い る のみである 。

密壇具や一面具な どの密教法具がま と ま っ て 出 土 し て い る 遺跡は 、 管見では全国で22遺跡知 ら れて

お り ぼ2)、 こ れ ら の遺跡を ま と め たのが表 l であ る 。 内訳は埋納遺構 と そ の可能性の あ る遺跡が 8 遺跡、

経塚や山岳関係の祭祀遺跡が 6 遺跡、 寺院 ・ 寺院跡が 5 遺跡、 城館跡 l 遺跡、 不明 2 遺跡で、 こ れ ら

の う ち明確な遺構に伴 っ て い る の は 9 遺跡であ る 。 埋納遺構 と そ の可能性のあ る 8 遺跡の う ち 、 埋納

遺構 と 確認 さ れて い る の は佐賀県五右衛門谷遺跡のみで、 他は調査時に遺構が不明であ っ た り 、 田畑

な ど を耕作中に偶然発見 さ れた も の で あ る 。

郷主内遺跡の出土遺物の構成で特徴的な も の は手錫杖 と 銚子であ る。 22遺跡の中で錫杖が出土 し て

い る の は 、 経塚 ・ 祭祀関連遺跡が 3 遺跡、 寺院関連遺跡が3 遺跡の 計 6 遺跡で、 銚子と 同様に液体を

注 ぐ遺物であ る提子が出土 し て い る の は 2 遺跡で あ る 。 ま た 、 銚子は 、 類例が東北地方では岩手県陸

前高田市軍見洞遺跡から 1 点出土 し て い る （相原康二 2000) 。 こ れ ら の う ち 、 郷主内遺跡の遺物構成 と

最 も 良 く 似て い る遺跡は新潟県く つがた遺跡で、 郷主内遺跡 と 同 じ く 曲物内から発見さ れて お り 、 独

鈷杵 • 五鈷鈴 • 火舎 • 花瓶 （徳利形） • 六器 ・ 飯食器の ほか、 提子が出土し 、 個々 の遺物 に お い て も 似

た特徴が認 め ら れ る 。 く つがた遺跡では、 法具な ど l 点 1 点が梵字の種子が墨書さ れた和紙 に 包 ま れ

て お り 、 郷主内遺跡で見つ か っ た繊維質 も 同様の も ので あ っ た可能性も否定で き ない。 く つがた遺跡



表 1 密壇具及び一面具等を出土した遺跡一覧
lb 遺 跡 名 所 在 地 出土遺構 出 土 遺 物 偏 ， 住 格 年 代
l 虹主内遺跡 g絨良角田市 埋構 火舎l·Ji鈷鈴I·独鈷杵I·六慇6·飯食器2•花辰2•手錫杖・鑢子 銚子以外は111!栴内に納められていた。 還納遺綱 ぽ後半以良
2 .1'.Zl'll欝山館 北悔這桧山屈上の円町 不 明 火舎•呑炉•金剛伶•六器・飯貪喜•数珠 駐石・合子が共伴。 不 明 不 明
3 '} ュウガイ遺篇 難園扉椙園濯I 不 明 火含•五鈷鈴•金剛盤•六器. . 飯食器？・花釦•塗香器2•ffロ2 舅口に紀年銘 （応永18年•応永20年）。 匹構 !Sc 
4 男体山山頂遺鱗 印讚8光市男柚 経 展 三闘·薗舟•揺•員骨闊•三鈷·閾·鰐O·屑砕等 経＂に紀年銘 （承久3年•安貞3年等）． �i!· 経以 古代～近世
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では青磁皿 3 点が共伴 し て お り 、 法具の特徴や青磁皿の年代 か ら 14世紀前後に位置付け ら れ て い る 。

埋納遺構の性格 に つ い て は 、 霊山信仰に よ る 登攀修行に伴 う も の と す る見解 （佐野大和 1972) や地

鎮の説な どがあ る 。 新潟県 く つがた追跡の検討を行っ た金子拓男氏 と 宮腰公健氏は 「追善供養を時代

の主流 と す る 中世 に あ っ て十三仏を基礎 と し て埋納する 一型態」 と す る 考 え 方 を 示 し て い る （金子 ・

宮腰 1977) 。 ま た 、 三谷源氏 は 「来世に備え た法具の土中埋納」 や周辺の中世寺院 と 関連 し た 「加持

祈稿」 に よ る可能性を指摘し （三谷鋭 1980) 、 三輪喜六氏は仏法護持的性格を持った埋納遺構の法具

塚 と 位置付け （三輪喜六 1977) 、 静岡県大竹遺跡の研究 を行った足立順司氏 は密教 と は 異 な る 仏 具 も

出土 し て い る こ と か ら 一種の地鎮め と す る 考 え を 示 し て い る （足立順司 1981) 。

郷主内遺跡の埋納遺描は 、 周辺の遺跡と の位饂的関係を踏 ま え る と 、 他の密教法具出土遺跡の検討

か ら 、 中世の館跡や修験の寺院 と の 関連が想定 さ れ る 。 今回逍構が見つか っ た 周 辺か ら は、 造構の性

格 を 明 ら か に す る よ う な も の は発見 さ れて い な い が、 密壇具 と も い う べ き 独鈷杵 • 五鈷鈴と 飯食器、

一面具が一括埋納 さ れ、 手錫杖 と 両 口の銚子が共伴 し て い る 事実 は 、 中世に お け る 密教法具の あ り 方

の一端を示 し て お り 、 密教法具の多様性を物語っ て い る と 言 え る だ ろ う 。

註 1 . 出土した密教法具の独鈷杵 • 五鈷鈴 • 花瓶 • 六器婉については、 奈良国立博物館の阪田宗彦氏、 東京国立栂物
館の原田敏ー氏に実見 し て頂き 、 多 く の ご教示を賜っ た ほか、 遺物の観察方法について も有益なご助言を頂き、
合わせて関連する資料を実見させて頂いた。 ま た、文献 ・ 資料については、 安達訓仁氏か ら 多 く の提供を受けた。

なお、 密教法具の部分名称については、 金剛鈴 • 金剛杵は 「特別展 密教工芸神秘のかたちJ (奈良国立博物
館 1992) に従う こ と と し 、 これ以外の も のについては、 阪田宗彦 「日本の美術282 密教法具J (至文堂 1989)
に従った。

註 2 . 表 1 については、 「考古学論究J 第 5 号（立正大学考古学会 1999) を も と に作成した。

2 .  ま と め

1950年代後半 （昭和30年代前半） の地籍図を も と に 、 池や堀、 水路、 細長い水田部分を堀跡等の施

設 と 推定 し 、 郷主内遺跡 と そ の周辺をみて み る と （第 2 図） 、 堀跡 ・ 溝跡は広範囲に及んでい る と 考 え

られ、 い く つかの ト レ ン チ で堀跡や溝跡が確認された ぼ I )
。 郷主内館跡が あ る 旧嶋田村は 、 江戸時代に
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在郷屋敷 ・ 家中屋敷を有す る家臣 ・ 給人が14氏知 ら れて お り （齋藤悦雄 1986) 、 こ れ ら の在郷屋敷 ・

家中屋敷 な ど の一部が含 ま れて い る 可能性 も 否定でき ない。

郷主内館跡は平城であ り 、 「仙台領古城書上之覚J の記述通 り 、 伊達氏が相馬氏 と の伊具郡領有 をめ

ぐ る 争 い に 際 し 、 前線の拠点であ る矢ノ 目館の後詰 と し て築いた と も 考 え ら れ る が、 今回の調査で中

世の遺物が確認 さ れた こ と に よ り 、 中世から存在した館跡を改修 ・ 拡張 し た 可能性が高 く な っ た 。

今回、 埋納遺構が見つか っ た 区 域 も 、 郷主内館跡 と 関連す る 区域である可能性が高 く 、 荼毘に関連

す る遣構 も 見つ か っ て い る こ と か ら 、 寺院な どの存在 も 想定 さ れ る 。 密教法具埋納遺構が見つ か っ た

地域の小字名 は 「寺田」 と な っ て お り 、 以前に寺院があ っ た こ と を示 し て い る と も 考 え ら れ る 。 ま た 、

伊具郡 内 に は、 仙台藩に お け る 本山派修験の仙南地域の中心であ っ た 、 伊具 • 名取 • 宇多 3 郡を霞地

と す る東光院と柴田 ・ 刈田郡を尉地 と す る宗咋院があ り 、 こ れ ら と の関連 も 想定 さ れ る 。 今後、 こ れ

らの可能性を踏 ま え た周辺の調査 に よ り 、 地域の歴史に新た な光が注がれる こ と を期待 し た い。

註 1 . 1950年代後半の地籍図に つ い て は 、 角田市生涯学習課文化財保護係を通じて角田市税務課所有の貧料の提供を

受けた。
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付篇 1

1 事前調査

保 存 処 理

東北歴史博物館 研究員 及 川 規’

土砂が付着 し た ま ま搬入さ れた銅製遺物 ・ 有機質逍物の残存状態を X 線な ど に よ り 観察 した。

銅製遺物は 、 比較的良好な状態で残 っ て い る も の （独鈷杵や花瓶な ど） か ら 、 金属質を喪失し 、 薄

く 、 わずかの力が加わ っ た だ けで破損 し そ う な も の （六器など） ま で、 様々 な劣化状態 を 示 し ていた。

表面のサ ビ も 、 目視で判断す る 限 り 、 緑青に毅われて丈夫な保護層を形成 し て い る も の と 、 プ ロ ン ズ

病 と 思われる緑灰色を呈 して い る も の （錫杖頭な ど）があ り 、 一 様で は な か っ た。

有機質遺物では 、 法具を収めていた 曲物の底板な ど 3 ,..__, 4 点が比較的良好な残存状態だっ た 。 そ の

ほ か、 炭化 し た 木質破片や腐敗 ・ 劣化 し た繊維質な どが見られた。 花瓶内部の土砂中 に も 繊維質が残

存 し て い た 。 処理前の状態を 固 l ,..__, 國 4 に 示 し た 。

図 1 両口銚子 （処理前）

図 3 六器 （処理前）

2 前処理

① 銅製逍物

図 2 五鈷鈴 （処理前）
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図 4 曲物底板 （処理前）

腐食 ・ 劣化の進行を防 ぐ応急的な処饂 と し て、 土砂が付沼 し た ま ま の遺物をベ ン ゾ ト リ ア ゾー

ル (BTA) の エ タ ノ ール溶液 ( 1 %) 中 に 浸泊 （両口銚子 に はパ ス ツ ー ル ビペ ッ ト を 用 い て繰 り 返
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し滴下） し 、 脱水な ら びに防錆処理 を 施 し た。 数日間浸漬し て風乾す る と い う 操作を 5 回反復した。

ク リ ーニ ン グ処理を開始す る ま で、 エ タ ノ ール溶液 (BTA 1%)中で保管 し た。

② 有機質迫物

曲物の底板は 、 土砂が付着 し た ま ま の状態で水溶性 ア ク リ ル樹脂溶液 ( 1 %) を繰 り 返 し噴縁

し て仮強化を行った後、 密閉容器中で湿潤状態を保持 して保管 し て い る 。

曲物以外の有機質迫物は水中 に 4 週間 ( 1 週間毎に水替 え ） 浸漬した後、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン四

酢酸ニナ ト リ ウ ム 塩 (EDTA2Na) 水溶液中で脱鉄 し た ( 3 回反復） 。 そ の後、 水中に浸泊 し て

EDTA2Na を除去 し ( 3 回反復） 、 ホ ウ酸―四ホ ウ酸ナ ト リ ウ ム （混合比= 7 : 3 ) 水溶液 (0.5%)

中に浸渡して保管 し て い る 。

3 ク リ ーニ ン グ

① 両口銚子

X線を用いて劣化状態や遺物内部に残存物が無い こ と を 確認 し た 後、

エ タ ノ ーJレ溶液 (BTA 1%) を滴下しながら 、 メ ス 、 竹串 、 プ ラ シ 等 を

用 い て 外側の土砂を除去した 。 そ の後、 内部に土砂を残 し た ま ま 、 外側

に ア ク リ ル樹脂のアセ ト ン溶液 ( 1 %、 BTA 0.5%混） を繰 り 返 し塗布

して仮強化を行 っ た 。

② そ の他の銅製品

X線 を 用 い て 資料の状態を確認 （函 5 ) した後、 上 と 同様に土砂を除

去 し た 。 ク リ ー ニ ン グ後の資料は 、 実測、 写真撮影等が終了 す る ま で

エ タ ノ ール溶液 (BTA 1%) 中で保管 し た 。

4 今後の方針

以下の よ う に保存処理を継続する予定で あ る。

① 銅製品

図 5 X 線写真 （五鈷鈴）

両□銚子は、 外側を ア ク リ ル樹脂で強化 し なが ら 、 内部に残存 し て い る 土砂を除去する 。 そ の

後、 ク リ ー ニ ン グ を終了 し た他の銅製品 と と も に 、 脱塩 （必要性や方法等に つ い て は 、 資料担当

者や東北芸術工科大学保存科学研究室 等 と 協議 し ながら判断する） 、 樹脂含浸 (BTA を添加した

ア ク リ ル樹脂を使用） 、 接合の順で処理を行 う 。

② 有機質遺物

曲物底板の土砂を除去 した後、 他の有機質遺物 と と も に、 脱鉄、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル水溶

液含浸、 真空凍結乾燥、 表面処理、 接合の順で処理を行う 。



G ト レ ン チ を西 か ら のぞむ （ ほ ぽ中央がG ト レ ンチ）
- ·u ,..、

掘 り 下げ前の埋納遺構断面 （ 北 か ら ）

掘 り 下げ後の埋納遺構② （北西 か ら ）

．、

G ト レ ンチで検出 し た 火葬遺構 （左） と土凛 （右） （南か ら ）

写真図版 1

_.. . 

掘 り 下げ後の埋納遺構① （北か ら ）

掘 り 下げ後の埋納遺構③ （上か ら ）
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周 囲 を 掘 り 下げた段階での埋納遺構③ （北東 か ら ） 周囲を掘り下げた段階での埋納遺構④ （南から） 曲物側板と銚子底部

銚子の検出状況② （北東から） 完掘状況 （北か ら ）
写真図版 2
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写真図版 3

137 



5
 

2
 

3
 

6
 

8
 

，
 

1 1  

写真図版 4
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いつ ぼん や な ぎ い せ き こ ぬ ま い せ き

一本柳遺跡 ・ 小沼遺跡
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調 査 要 項

遣 跡 名 ： 一本柳遺跡 （いっ ぼんやなぎいせき）

（宮城県逍跡 地名表登載番号 ： 39044、 遺跡 記号 ： I Z )  

小 沼 遺 跡 （ こ ぬ ま いせき）

（宮城県遺跡 地名表登載番号： 39033、 遺跡記号： T N )  

所在地 ： 宮城 県遠田郡小牛田町一本柳•小沼 他

調査原因 ： 出来川右岸 地区 （担い手育成） 基盤整備事業

調査主体： 宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

高橋栄一
、 引 地弘行

調査期間 ： 2000年 （平成12年） 11月13日"-'12月 7 日

調査対象面積 ： 3 ,640m2 

調査面積：1 , 1sonr <事前調査790m尺 確認調査960mり

調査協力 ： 小牛田町教育委員会、 宮城 県古川産業振興事務所 、 小牛田町土 地改良区、 大場建設
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ー は じ め に

一本柳遺跡は、 遠田郡小牛田町一本柳 • 新一本柳 • 塩釜に 、 小沼遺跡は同町小沼 ・ 勘堂 ・ ニツ壇に

所在する 。 こ れ ら の遺跡は小牛田町役場の南東約 3 km離れた不動堂地区 に あ り 、 南郷町 と 境 を 接 し て

い る 。 地形的 に は 、 毘岳丘 陵 と 大松沢 （鹿島台） 丘陵が最 も 接近 し 、 大崎低地が狭 く な る東縁部にあ

た り 、 鳴瀬川左岸 の 自然堤防上に立地 し て い る 。 （第 1 固）
一本柳遺跡は 、 奈良•平安時代、 中世、 近世に い た る 東西 1 km、 南北0 . 3kmに お よ ぶ遺跡である 。 平

成 7 年か ら 5 ケ 年間 に わ た っ て 、 建設省東北地方建設局に よ る 鳴瀬川の堤防改修と 中流堰建設計画に

伴 う 発掘調査が行われた 。 奈良 • 平安時代では掘立柱建物群が規則的 ・ 継続的に あ り 、 官術的集落で

あ っ た可能性が高い。 ま た 、 中世では道路跡や掘立柱建物跡 ・ 井戸跡 ・ 溝跡が検出 さ れた 。 溝で区画

さ れた屋敷地が12以上確認 さ れ、 そ の う ち 東西70m、 南北40m の規模 を も つ屋敷地は在地領主 ク ラ ス

の武士の屋敷地であ っ た と 考 え ら れ て い る （山田 ・ 伊藤 ： 1998、 茂木 ・ 岩見 ： 2001)。

小沼遺跡は、 こ れ ま で土師器 ・ 須恵器、 青磁 • 白磁が発見 さ れて お り 、 古代 ・ 中世の集落跡 と 考 え

ら れ て い る （茂木 ： 2000、 小牛田町史編纂委員会 1970)。

No 遺 跡 名 種 別 時 代 "" 遺 跡 名 種 別 時 代 池 遺 跡 名 積 別 時 代
I 一本柳遺跡 集落 奈良•平安、 中世、 10 志賀堂城跡 城館 中世 21 船入遺跡 散布地 縄文後期

I I  京銭塚古墳 前方後円墳 古墳中期 22 八雲古墳群 円墳 古墳後期
2 小沼遺跡 散布地 古代 ・ 中世 12 糠塚遺跡 散布地 古代 23 駒米遺跡 集落 縄文、 古墳中 ・ 後

（狐山遺跡を含む） 13 糠塚古墳 Pl墳 古墳後期 期、 奈良 • 平安
3 咬善寺古墳 円墳 古項 14 貝殻塚古墳 円墳 奈良 中世、 近世
4 咬善寺館跡 城館 中世 LS 索山貝塚 貝塚 縄文4期 24 束谷地古墳 円墳 古墳後期
5 西館跡 城館 中 世 ・ 近世 16 保土寂古墳 円坑 古墳中期 25 埠沼遺跡 散布地 古代
6 鶴頭山古墳 古墳 古墳 17 後籟神社古墳 円墳 古墳中期 26 埠沼古墳 円墳 古墳
7 峯IIJ遺跡 散布地 縄文晩期、 古代 18 蜂谷森讚穴墓群 慣穴墓 古墳後期 27 彫窪遺跡 散布地、 古項 縄文前 ・ 中 ・後期
8 小町井遺跡 散布地 古代 19 彫笈七城跡 城館 中世 古墳、 古代
9 化駐坂遺筋 散布地 古代 20 錢谷森古項 円墳 古墳中期

第 1 図 一本柳 • 小沼遺跡の位置と周辺の遺跡
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II 発掘調査の成果

1 発掘調査の方法 と経過

今回 の一 本柳•小沼 遺跡の発掘調査は、 宮城県古川産業振興事務所 が主 体の出来川 右岸地区 （担 い

手育 成） 基盤 整備事 業に係 る 第 2 次 調査で ある 。

平成11年度 の調査では一 本柳遺跡において古代・中世の建物跡、 土壊、 溝跡、 畦畔 状遺構が検出さ

れたが、 小沼 遺跡で は遺構・遺物は発見されなかった。 今回 の第 2 次 調査で は、 用 水路 ・ 揚水機設 置

部 分及び道路部 分を対象に行った。 調査区は一 本柳遺跡の北東部 をI 区、 中央 北部 をII 区、 小沼 遺跡

の南部 をIII 区、 北部 をIV 区、 西部 をV 区とした（第 2 図） 。 その結果、 I 区で は土 壊、 溝跡、 小 溝状遣

構、 畦畔状の高まり を検出したが、 II 区で は遺構は検出でき なかっ た。
一 方、 III • IV • V 区で土堀、

井戸 跡、 溝跡が検出された。

検出された遺構の平面固 や調査区の位 置など の記録 に際しては、 国家座標を基準 として I- 1 · 2 

区は1/20 の縮尺で、 その他は 1 / 100 の縮尺で作成した。 また、 断 面図は1 /20で適宜作 成した。 写真記録

は35mm、 6 X 7 モ ノ ク ロ ・ カ ラー リ バー サ ルフ ィ ルム を用いて作 成した。

2 基本層序 （第 3 図）

一 本柳遺跡の基本層序 は、 I 層は暗褐 色 の表土・耕 作土、 II層は黒褐 色粘質土、 III層は灰白 色火山

灰(10世紀前半） の一次 堆積土、 IV層は5つに細 分され、 a 層 は褐灰色～ にぶ い黄褐 色粘質土、 b層は

黄灰色粘土、 c層は5 区のみにみられる浅黄 色粘土、 d 層はオ リ ー プ灰色粘土、 e層は灰オ リ ープ色砂

で ある 。 IV層上面で 遺構確認 を行った。 基本層序 第m層の堆枝 状況から 、 1 ・2 区、 3 区北部は微高

地で 3 区中央 から 4 · 5• 6 区に かけて低 く なる 。

第 2 図 調査区の位置と周辺の地形



一本柳遺跡
9.0m一 !II 土 色 土 性 備 考

I a 暗褐色(7.SYR3/4l 粘費シルト 表土・ 親作土
II I b 褐色(IOYR4/4) 粘土 IB水田

II 黒褐色(7.SYR2/2) 粘賀シル ト
Ill 灰白色(IOYRS/1) シルト 灰白色火山灰

IV a 褐灰色(7.5YR4/l)-にふヽ ）貴褐色(lOYRS/3) 粘買シルト 酸化鉄
IVb 貿灰色(2.SYS/1) 粘土
IV c 浅黄色(2.SY7/3) 粘土 1 - 5 区のみ

8.0m一 IVd 灰色(5Y4/I)-オリープ灰色(5GY6/I ) 粘土
lY e 灰オリ ープ色(7.5Y6/2) 砂

[Vd . 

① l - 1 区 ② I - 2 区 ③ I - 5 区 ④IV区

lllb I 小沼遺跡

⑤V区直且晨昌□ 土�喜灰プ0 ッ ク が 郎

砂

第 3 図 基本層序

小沼遺 跡の基本層序 は、 I 層 は灰黄褐 色 の表土・耕 作土、 I I層 は黒褐 色土、 II I層 は2 つに細 分され、

a 層 はに ぶい黄 色～に ぶい黄橙 色 の粘質土、 b 層 はに ぶい黄橙 色砂 である。 I I層下 面に灰白 色火山灰

( 1 0世紀前半） のプロック が部分的に みられる。 III層 上面で遺 構確認を行 った。 なお、 I I層 は一 本柳

遺 跡の I I層 に 対応 する。

3 発見さ れた遺構と遺物

(1) 一本柳 遺跡の 遺構 と遺物

I 区 （第 2 図） では、 土塙1 4基、 溝跡10条、 小溝状遺 構 4 面、 畦畔 状 の高まり 5条を検出した。 遺

物は土師 器・須恵器が出土した。

A .  土 壌

土壊は1 ・ 2 区 西側で14 基検出した。 土壊2 · 3、 土壊9 ,.....,11は小溝状遺 構3· 4 と重 複し、 こ れ

より新 しい。 規模は長軸 が1. 7......, 4. 5mで平 面形 が楕円形、 溝状または不 整形 のもの （土堀 4,..._, 7 •  

1 1--..,1 4)、 0. 7'"'-'1. 3m で平面形 が楕円形 のもの （土壊 1,....., 3· 8......, 1 0)がある。 断 面形 は 皿状のものが

多く 、 深 さは11"-'23cmである。 堆積土は焼土・炭を含む褐灰色粘土を主 体としてい る。

［土壊3] 1 区 西側で検出し、 小溝状遺 構 4 より新 しい。 平 面形 は径 1. 6 m のほぼ円形 で、 深 さは23cm

である。 断 面形 は皿 状を呈 し、 底 面はほぼ平坦 である。 堆積土は 4層に細 分され、 1 • 3· 4層 は焼

土・炭を含 み、 2 層 は人為的に 埋 め戻 されてい る。

遺 物はロク ロ 調 整 の土師 器坪 ・甕、 須恵器坪 ・甕 が出土してい る。 土師 器坪 （第 5図1 )は底 部に

回転ヘラ ケ ズ リ が施され、 須恵器坪 （第 5図2 ) は底 部が回転糸切 り 無 調 整 である。

［土壊9 ] 1 区 西側で検出し、 小溝状遺 構 4 より 新 しい。 平 面形 は長軸 4. 5 m、 短軸 2 m 以 上の不 整形

とみられ調査区 南に延びてい る。 堆積土は焼土を含む褐灰色粘土である。 遺 物はロク ロ 調 整 の土師 器

坪 •甕、 須恵器坪 •甕が出土してい る。 須恵器坪 （第 5図8 ) の底 部は回転糸切 り 無 調 整 である。

［土塙14] 1 区 西側で検出した。 平面形 が長軸 0. 7m以 上、 短軸 0. 35 m の楕円形 とみられ調査区 北に 延

びてい る。 深 さは11cm で、 断 面形 は 皿状を呈 するとみられる。 堆積土は炭を含む褐灰色粘土である。

遺 物はロ ク ロ 調 整 の土師 器坪 （第 5図 7) が出土しており 、 底 部に回転ヘラ ケ ズ リ が施されてい る。

これらの土塙 の出土遺 物をみると、 土師 器坪 はロ ク ロ 調 整 で口径に 対 する底径 の比が小さく、 器高
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2 · 3· 8B • 8C )がある 。

［ 溝1] 1 区東側で 検出 した南北方向 の溝跡で、 規模は上幅0. 6m、 下幅0 . 2m、 深 さ1 1cmで ある 。 断 面

形は逆 台形を呈する 。 堆積土 は4 層に細 分され、 自然堆積で ある 。 遺 物は出土していない。

［ 溝 5 · 6] 溝 5 は1 区中 央、 溝 6 は3区南側で 検出 した南北方向 の溝跡で、 一 連の溝跡とみら れる 。

溝 4 より古く 、 検出長 は約 40 m で ある 。 規模は上幅 0. 6,.....,0.8m、 下幅 0. 3......, 0. 4 m、 深 さ10.......,zocmで、 断

面形は逆台 形を呈 する 。 堆和土は 2......, 6層に細 分され、 自然堆積で ある 。 遺 物は、 非 ロ クロ 調 整 の土

師 器甕、 ロ クロ 調 整 の土 師器坪 ・甕、 須恵器坪 ・甕 • 高台坪 が出土している 。 須恵器坪 の底 部の切 り

離 しにはヘラ切 りと回転糸切 りがある が、 図示できる ものはない。

c.  小溝状 遺構

畝 跡と考えら れる 溝状 の掘り込 みで ある 小溝状遺 構 は 4 面検出 した。 1 区西側で は南北方 向 （ 小溝

状遺 構 2 )より東西方 向 （ 小溝状追 構 1 ) が新 しい。 2 区西側で は土壊 2 • 3、 9 ,.....,11より古く、 東

西方 向 （ 小溝状遺 構 4 )より南北方向 （ 小溝状遺 構3)が新 しい。 規模は上幅 が15cm......, 40cm、 深 さが

5 cm......,18cmで あり、 断 面形はU 字 形を呈する。 遺 物は小溝状遣 構4 から ロ クロ 調 整 の土師器坪 • 高台

坪 ・甕、 須恵器坪 ・甕 が出土 している 。 須恵器坪 の外 面体部に墨書 がみら れる （第 5 図 6) 。
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� 出土遺構 種 別 備 考 口径 底径 器高 残存享 写ス
l 土墳 3 土師器 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデ一体部下端回転ヘラケズリ 、 底 ： 不明→回転ヘラケズリ 、 内面ヘラミ ガキー黒色処理 14.8 5 9 5.5 J/3 2-8 
2 土墳 3 須恵器 ・ 坪 内外 ： ロ ク ロ ナ デ、 底 ： 回転糸切り→ （周縁ナデ） 13.9 6 0 5.0 4/5 2-7 
3 土墳 3 須恵器 ・ 甕 内外 ： ロ ク ロ ナ デ (19.0) （口） 1/4 
4 土填 3 土師嬰 ・ 甕 外 ： O ク ロナデー平行ククキ一体部ヘ ラ ケ ズ リ 、 内 ： 0 ク ロ ナ デーナデ (21.4) 1/4 
5 土墳 3 須恵器 ・ 甕 外 ： ロ ク ロナデ→体部下端回転ケズリ 、 底 ． 回転糸切りー周紐ナデ、 内 ： ロ ク ロ ナ デ (15.0) ( 7.4) 10.4 l/5 
6 小潤状遺構4 須恵器 ・ 杯 墨書 「DJ 小破片 2-12 
7 土填J.I 土師器 ・ 坪 外 ： ロ ク ロ ナデ一体部下端回転ヘラケズリ 、 託 ： 不明→回転ヘラケズリ 、 内 ： ヘラ ミ ガキー黒色処理 (13.2) 6.0 3.8 1/3 
8 土墳9 須恵器 ・ 坪 内外 ： ロクロナデ、 底 ： 回転糸切り 、 無調整 (13.6) C 6.9) 4.4 1/4 
9 遺構確認面 須恵器 ・ 擬 内外 ： ロ ク ロ ナ デ、 一部に自然釉が付靖 10.0 頸部のみ

第 5 図 I 区出土遺物
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4 区 。 2m 
層 土 色 土 性 債

心ば品�YR7/3) �±N」 し ま り あ り

考

策 6 図 I - 4 •  5 区遺構平面図 • 断面図

D. 畦畔状の高ま り

4 区で は溝8 に沿 って2 条 （畦畔 状の高ま り 1・2 ) 、 5区で は 3 条 （畦畔 状の高ま り 3......, 5 )検出

した。 畦畔状の高ま り 1 ・2 は上幅2 .2......,4.Sm、 基底幅 3. 4......,5. 0 m、 高さ10-..,zocm、 畦畔状の高ま り 3

......, 5 は上幅 0. 7-.., 1. s m、 基底幅l . 4......, 3. 2 mで あ る 。 最も残り の良 い畦畔 状の高ま り 3 は上幅 1. 2 m、 基

底幅1.8m、 高さ40cmである 。 遺物は須恵器坪 が出土 してい る が固示でき ない。

(2) 小沼遺 跡の遺構と遺物

III 区で は、 土壊l 基を検出した。

［ 土塙 1 ] 調査区 の南側で検出した。 平面形は東西6. 0 m 以上 の楕円 形を呈 する とみら れ、 深 さは60cm

以上で あ る 。 逍 物は出土してい ない。

rv 区 で は、 土堀 1 基、 井戸跡1 基を検出した。

［ 土塙 2 ] 調査区南側で検出し、 井戸 1 より 古い。 平 面形は南 北5. 0 m 以上 の楕円 形を呈 する とみられ、

深 さはl . O m 以上である 。 堆積土は10層に細 分され、 自然堆積である 。 9 層には灰白色火山灰のブロ ッ

ク が含 ま れる 。

遺物は、 非ロ ク ロ 調 整 の土師 器甕、 ロ ク ロ 調 整 の土師 器坪 • 高台坪 ・甕、 須恵器坪 ・甕、 瓦、 石製

品、 木製品 が出土している 。 土師 器坪 （第 7 図2 ) は底 部が回転糸切 り 無 調 整で、 口径 に対 する底径

の比が小さく、 口縁部が外反 し、 器高が高い。 平 瓦 （第 7 固 3 ) は一枚作 り で凸 面に縄タ タ キ が施さ

れてい る 。

［井戸 1J 調査区南側で 検出した素 掘り の井戸 跡であ る 。 土塙 2 より 新 しい。 平 面形は径1. 3m の円 形

を呈 する とみられ、 深 さ9 0cm以上で あ る。 断 面形は円筒状である 。 遺物は出土してい ない。

V区で は、 溝跡5条を検出した。 南側で 検出した溝2 は溝 3よ り 新 しく、 2 0m分を検出した。 規模

は上幅l. l m、 深 さ32cmである 。 溝 4 は溝3より 古く、 1 6m 分を検出した。 規模は上幅1. 0m、 深 さ20cm
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I 黒褐色(IOYR3/2) シル ト S区 炭を少量含む
2 凩色(2.5Y2/I) 粘質シルト II 地山プロ ッ ク を多 く含む、 埋め戻し
3 屈色OOYR2/l) シル ト II 焼土 ・ 炭を含む
4 馬褐色OOYRJ/1) シル ト SK2 焼土・炭を含む
5 褐灰色OOYR4/I) 砂 II 炭を多 く 、 地山土を含む
6 灰色(5Y4/l) 粘質シルト II 炭を含む
1 黒色(2.5Y2/l) シル ト II 焼土 ・ 炭を多黛含む
8 暗灰黄色(2.SYS/2) 砂 II 炭 ・ 地山土 ・ 灰 白 プ ロ ッ ク を含む
9 貧灰色(2.SY4/ll シル ト II 地山砂を含む
10 にぶい黄褐色(lOYRS/4) 粗砂 ” 
11 黄灰色(2.i;Y4/l) 粘土 II 炭 • 灰白プロ ッ クを含む
12 灰色(7.5Y6/l) 粘土 I/ 地山砂との互層
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5 貨灰色(2.SY4/l) 粘土 II 砂を互暦1こ含む
6 黒褐色(2.5Y3/l) 粘土 II 阻物 ・ 技を含む
7 渇灰色(10YR4/I) 砂質シルト SD6 炭を少量を含む
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ぬ 出土遺構 種 別 備 考 口径 底径 器高 残存亭 写真

1 土墳 2 土師器 • 高台坪 外 ： ロ ク ロ ナ デ、 底 ： 不明ーロクロナデ、 内 ： ヘラ ミ ガキー焦色処理 6.5 1/4 
2 土墳 2 土師器 ・ 坪 外 ： ロ ク ロ ナデ、 旺 ： 回転糸切り 、 無調整、 内 ： ヘラ ミ ガキ→隕色処理 14.4 5.8 5.1 ほぼ完形 2-9 
3 土填 2 平瓦 凸面：縄ククキ→手持ちケズリ （一部） 、 凹面：布目→手持ちケズリ （一部）、 側面：手持ちケズリ、 一枚作り 一 部 2-10 
4 土填 2 石製品 ・砥石 砂岩、 一面使用、 長さ ： (4.9)cm、 幅 ： (3.S)an、 "さ ： (2.9)cm、 虚 ： 180g 一部
5 土墳 2 木製品 ・ 折 敷 ？ 柾目、 孔2 、 長さ ： (6.3)an、 幅 ： 2 .  Ian、 厚さ ： 0.3cm 一 部 2-13 
6 溝 3 中世陶器 ・ 甕 外 ： 下端ナデ、 内 ： 緑灰色の自然釉、 常滑産 一部 2-11 

第 7図 III • IV • V 区遺構平面図 • 断面図 ・ 出土遺物
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で ある。 北側で 検出した溝1 は上幅l . O m、 深 さ 9cmで ある。

［ 溝 3J 南側で 検出した南北方向の溝跡で、 溝2 より 新 しく、 溝4 より古 い。 方向 は東へ 約 1s·偏 し て

いる。 溝5が接続し、 北側で 東に曲 がる。 長 さ約40m 分を検出した。 規模は上幅 2. 5m、 深 さ65cmで あ

る。 断 面形は逆台 形を呈す るとみられる。 堆積土は4 層に細 分され、 自 然堆積で ある。 遺物は、 常滑

産の中世陶 器甕 （第 7 図 6) が出土している。

III ま と め

1.  一本 柳遺跡で は古 代 （灰白 色火山灰降下 以前） の土壊 • 溝跡・小 溝状遺構・ 畦畔 状の高 まりが検

出された。 I- 1 · 2 区で は、 小 溝状遺構群 （畑 跡）の後、 土壊群がつくられる。 I - 4 •  5区で

は、 明確な耕 作土 や小畦畔 は検出されなか ったが、 畦畔状の高 まりが検出され、 水田が存 在した可

能性が考え られる。 これらの遺構の年代は、 灰白 色火山灰に覆わ れるこ と、 出土遺物か ら概ね 9世

紀代のものとみられる。 この調査により遺跡東部の範囲が北側に拡 大すること が分か った。

2 .  小沼遺跡で は古代・中世の土塙 • 井戸 跡、 溝跡が検出された。 V 区で 検出した大溝は、 東側を区

画 する中世の区画 溝と 考え られる。 なお、 遺跡の東部で土師 器・須恵器が採 集されたことか ら、 遺

跡の範囲が南へ拡 大することが分か った。

引用 ・参考文献

加藤道男 (1989) : 「宮城県に お け る土師器研究の現状 「考古学論叢J II 芹沢長介先生還暦記念論文集刊行会

小牛田町史編纂委員会 (1970) : 「小牛田町史J 上巻

白鳥良一 (1980) : 「多賀城跡出土土器の変遷」 「研究紀要J VII 宮城県多賀城跡調査研究所

茂木好光 (2000) : 「一本柳 • 小沼遺跡」 「名生館遺跡ほかJ 宮城県文化財調査報告書第183集

茂木好光 · 岩見和泰 (2001) : 『一本柳遺跡II」 宮城県文化財調査報告書第185集

山田晃弘 • 伊藤 裕 <1998) : r一本柳遺跡 I J 宮城県文化財調査報告書第178集
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1 .  I - 1 区 全景 ,.,...• 
（北西か ら ）

2 .  I - 2 区全景
（北西か ら ）

3 .  I - 2 区溝 5 断面 （南西 か ら ） 4 .  1 - 2 土凛 3 断面 （南西か ら ）

図版 1
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1 .  I - 3 区全景 （南西 か ら ）

5 .  

悩�-4'9�.!.
2 .  I - 4 区全景 （南西 か ら ）

6 .  \I区溝2 · 3 · 4 断面 （南西か ら ）
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調 査 要 項

遺 跡 名 ： 淀遺跡 （よ どいせき） 宮城県遺跡 地名表登載番号：49022 

所在地 ： 栗 原郡志波姫町沼崎道崎

調査原因 ： 住宅 地造成

調査主体：志波姫町教育委員会

調査担当 ： 宮城県教育庁文化財保護課

古川一明、 山田晃弘

調査期間 ： 平成12年11月27日........,11月29日

調査対象面積 ： 20, 000m2 

調査面積： 3, 000m2 

調査協力：JA 栗っ こ

遺跡記号 ： TP 
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I .  は じ め に

淀遺跡は栗原郡志波姫町沼崎道崎に所在す る。 遺跡の北部 は、迫 川及びその支流で ある一迫 川によっ

て 形成さ れた沖積地が広がり 、 南部 は奥羽山脈 から東に延びる築 館丘陵 が横 たわる。 遺跡は一迫 川に

よって 形成された河岸段丘 の北縁部 に立地す る。

周辺 の古代の遺跡をみると （ 第 1 回 ）本遺跡の北西約1 . 5 kmには神護景雲元 年 ( 7 67年）に設置され

た古代城 棚•伊治城 跡が存在する （築 館町教育委員会 ； 1999 他 ）。 また本追 跡が立地する段丘 北縁部 に

は、 御駒 堂遺跡、 宇 南追 跡、 鶴 ノ 丸 遺跡、 吹 付遺跡など、 奈良 • 平安 時代の大 規模な集落跡が連 なっ

ている。 これらの遺跡は一迫 川を挟んで伊治城 跡と対峙する位四にある。

II . 調査の方法 と経過

平成12 年、 「JA 栗っこ」 が、 淀遺跡内の南部 において住宅地の造成工事を計画し たため、 JA 栗っこ、

志波姫町教育委只会、 宮城県文 化財保護課 の三者で 協議し、 確認調査を実施することにした。 調査は、

対象地内の全 域に 6---- 9 m間隔で、 幅1 .8 mの任 意のト レ ンチ を設定 し掘 り 下げ た（ 第 2 図）。 その結

果、 竪穴住居跡31 軒をはじめ多数の遺構・逍物 が対象地全 域で 発見され、 逍 構の密度 は希菊で あるが、

遺跡の範囲は対象地の四 周に広がること がわか った。

l'/o 遺 躊 名 t 地 檀 別 時 代 I<! 遺 跡 名 立 地 檀 別 時
I 淀遺跡 段丘 災落 旧石悩 • 奈良 • 平安 6 字南遺跡 没丘 渠褐•城的 縄文前 ・ 晩 • 弥生～近世
2 日只館鵠 段丘 城鯖 中世 ？ 御駒堂遺跡 段丘 集玲 縄 間 ・ 弥 生 ・ 古墳～近世
3 吹付遭鶏 役丘 集蒼 宋 良 • 平安 8 刈戴餡躊 丘鰭 蟻鱚 中世
4 伊泊械鶏 段丘 鳩帽 古墳間 • 中 • 奈良 • 平安 • 中世 9 大仏古墳群 丘襲 古靖 古墳
5 鶴ノ丸館遺跡t..m; 城前 ・ 渠落 縄文醗• 弥生～近世 10 甚内展霰遺跡 丘陵 散布地 縄 · 占代

第 1 図 遺跡の位置と 周辺の遺跡
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こ れ ら の調査結果を も と に 、 上記三者で再度協議 した結果、 「JA 栗っ こ 」 側が、 工事が遺跡に及ぼ

す影響を最小限 に と どめ る よ う 設計 ・ エ法 ・ 施設の配臨 な ど を検討す る こ と で合意 し た。

な お、 調査区およ び発見 さ れた遺構の位置は 、 1/500の工事計画図 に記入 し て 記録 と し た。

Ill. 調 査 の 概 要

調査地区は 、 現況が水田、 畑地、 荒地で、 地形的には南から北へわずかに傾斜 し て お り 標高25,...,_,26

m であ る 。 遺構確認面は表土下20,...,_,40cmの ロ ー ム層上面である 。

発見 さ れた 遺構 と し て竪穴住居跡、 柱穴群、 土塙、 溝跡などがある 。 竪穴住居跡は31軒で、 調査区

全体に散在し 、 重複す る も の は少 な い。 住居の方向は、 いずれ も ほぼ真北方向で、 平面形は方形を基

調 と し 、 規模は一辺 3 m 前後の小型の も の か ら 10m 前後の大型の も の ま であ る 。 堆積土中 に灰白色火

山灰が認め ら れ る も のが多い。 掘立柱建物跡を構成す る と み ら れる 柱穴は西側の ト レ ン チ を 中心に多

数検出 さ れた 。 土壊 ・ 溝跡も 多様な規模 ・ 方向 の も のが各地で検出 さ れた 。

出土遺物に は、 土師器 ・ 須恵器 ・ 旧石器がある 。 土師器 ・ 須恵器は 、 8 世紀後半か ら 9 世紀にかけ

て の も ので、 ロ ク ロ 調整の土師器坪 ・ 鉢 ・ 甕、 非 ロ ク ロ 調整の土師器甕、 須恵器坪 ・ 甕 • 壷な どがあ

る 。 図示で き た 遺物は第 3 因 に 示 し た 。

IV. ま と め

1 .  淀遺跡は一迫川南岸の段丘北縁部に立地 し て い る 。

2 .  確認調査の結果、 竪穴住居跡31軒、 土壊、 溝跡、 柱穴な どが検出 さ れ、 土師器 ・ 須恵器 ・ 旧石器

な どが出土 し た 。

3 .  遺構の年代は 、 出土遺物から奈良 • 平安時代 と 考 え ら れる 。

4 .  住居跡は広範囲に点在 し て お り 、 奈良 • 平安時代の大規模な集落跡であ る こ と が確認された 。
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